

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




「……分からねえだと？」

「ええ、そうよクラートテルラン。レッドドラゴンを倒した奴やつは不明。それどころか、レッドドラゴンが存在した事すら知られてはいないわ」

「それは有り得ねえ。ドラゴンだぞ？　倒したなら当然、その戦果を誇るはずだ……現代の英雄此処ここにありってな。それが人間ってもんだ。違うか、アロゼムテトゥラ」

　そんな会話をしているのは、レシェドの路地裏に潜む二人の男女。

　二人の姿は暗闇にあるせいか、その顔すらも明確に見ることは出来ない。

　けれど、気のせいか……その耳が長い気がした。人間とは微妙に違うその耳をピクリと動かして、アロゼムテトゥラと呼ばれた女はクラートテルランと呼ぶ男へと不機嫌そうな返事をする。

「そんな事は分かっているわ。その上で言ってるのよ。このレシェドの街にドラゴン打倒、あるいは出現の噂うわさはなく、討伐に行った連中は他の街に報告に行った事になっている。そして……何処どこに行ったのかは分からない。支部長、副支部長含め、ね。今は他の騎士が支部長代行をしているらしいけど……」

　それはある種では当然の事だった。レッドドラゴンの出現に、シュネイル騎士団レシェド支部の支部長の怠慢と汚職。これでもかという程に出てくる不祥事と、それを打ち砕いた要かなめの事は政治的判断により隠蔽されている。彼かれ等らが探った程度で出てくるものではない。

　……いや、そもそも。その知られているはずのない事を探ろうとしているこの二人は何者なのか。少なくとも、ただの噂好きや情報屋の類ではない事は確実だ。

「フン、人間どもめ。まあ、いい。連中がレッドドラゴンを倒したのは間違いねえ。となると、計画に多少の修正が必要だ」

「どうするの？」

「一度退ひく。この地域のダンジョンバーストは遠からず鎮められる。それは業腹だが、執着して傷を広げるわけにもいかねえ」

　クラートテルランのその言葉にアロゼムテトゥラは反論の言葉を探して、しかし何も思いつかずに溜ため息いきをつく。

「……そうね。それに此処に居れば、レッドドラゴンを倒した奴等とやり合う事になるかもしれない。それは下策ね」

「俺はソレについては構わねえんだがな。殺しとけば、後々楽だ」

「やめてよ。貴方あなたに万が一があるとは思わないけど、それは私達の存在を知らせる事になるわ」

　フン、とクラートテルランはつまらなそうに鼻を鳴らす。しかし、アロゼムテトゥラの言う事が正しい事も理解していた。今は、人間の前に自分達の存在を知らせるわけにはいかない。不要なリスクを背負うわけにはいかないのだ。

　だからこそ、クラートテルランは静かに身を翻す。

「戻るぞ。ユノハナのダンジョンをもう少し刺激する。そうすりゃ、此処での失敗を取り戻しても釣りがくる」

「刺激って……そんな簡単に」

　自分の後を追うアロゼムテトゥラを振り返らぬまま、クラートテルランは凶悪な笑みを浮かべる。

「簡単にいくのさ。お前は感じねえのか、我等が神の力を」

「え？」

「……くくっ、どっかの馬鹿が掘り起こした『腕輪』があの国を出たのは確認済だ。なら、きっとユノハナに引き寄せられる。俺達は、ただ待つだけでいい」

「どういう、こと？」

「我等が神の復活は近いってことだ。さあ、戻るぞアロゼムテトゥラ。俺達の望む世界は……すぐ近くまできている」

　その言葉の意味は、分からない。けれど……何かが始まろうとしている事は確実だった。

　静かに、無限回廊は天と地の狭はざ間まで稼働する。異なる運命を導く為ため、繫つなぐ為。

　姉を探す一人の少年と、少年の力を必要とする者を出で逢あわせる為に。

　運命の神ヴィルデラルトの名の下に。







第一章　最強、されど最弱




　夢を、見た。

　この世界でも、「姉さん」と居た場所でもない何処かの夢。

　恐らくは他の記憶と共に消え去った「元の世界」の夢。

　擦かすれた銀幕の中の光景のようにあらゆるものが判然としない夢だったが、どうやらそこは幸せな場所ではなかったようだったと要かなめは思う。

　だからだろうか。「元の世界」なんてものには未練も郷愁も全くない。

「……変な夢、見たな」

　言いながら要は起き上がろうとして、自分をガッチリと抱きしめて眠っている「彼女」の腕をゆっくりと外す。

「今日はアリサか……」

　どことなく疲れた表情で要は呟つぶやき、幸せそうにすぴすぴと寝息をたてて眠っているアリサの寝顔をベッドの端に腰掛けながら眺める。

　確か数日前、ハイロジアがベッドに入り込んで寝ていたのをきっかけに「見張り」の名目でアリサも侵入してくるようになったのだが、こうも連日だとドキドキも消え、近所の猫がベッドに潜り込んでくるような気分になってくる。

　……まあ、それは要とアリサ、そしてハイロジアとの関係が全く世間に後ろ指を指されないものである事も関係はしているだろう。

　それでも美少女二人にベッドに潜り込まれる事を要が全く平気かといえば違う。こうして気付くと即座にベッドから出ているのは、要の複雑な心境を表した行動だとも言えるだろう。

「幸せそうな寝顔してるなあ、まったく」

　信用してくれているのかなんなのか、アリサは全く起きる様子がない。

　この自称姉は要が何か妙な事をするとは思わないのだろうか。ちなみにハイロジアに同じことを聞いたところ「手を出してもいいけど、勿もち論ろん責任は付随するわ」と怖い答えが返ってきたが……アリサはどうだろうか？

　まさか「カナメならいいよ」とは言わないだろう。言われても、少々困る。その答えは今の要には少し扱いが重い。

　やはり、きっと……「弟」として信用してくれているのだろう。

　そう考えるのが一番要の精神には良いし、きっとそんなものだろうとも要は思う。

「……」

　なんとなく思考が拙まずい方向になってきたな、と思い始めた要は立ち上がると、部屋の窓を開ける。

　朝の光が差し込み始めた部屋。青い空を眺めながら、要はふと思い出す。

「そういえば、二人とも入り込んでこない日もあったよな」

　アリサもハイロジアも入り込んでこないままの朝。どっちかが居ると覚悟して目覚めても、誰もいないような……そんな日もあったのだ。

　肩透かしを食ったような安心したような、そんな朝だったが……アレは二人が自分を気遣ってくれたのだろうかと要は思う。

「まさか実はクシェルの日だった……とかな」

　そんなわけもないか、と要は自分の妄想を軽く笑い飛ばす。彼女が自分にどういう感情を抱いているかは不明だが、そこまでの好意を抱かれていると傲慢になるつもりもない。

　他に知り合いの少女といえば、あの「死の妹神」くらいのものだが……。

「レヴェルこそ、有り得ないよなあ」

　今は何処にいるのか分からない彼女の事を思い出しながら、要は呟く。

　レシェドの街は、今日は快晴。数日前に消滅の危機を誰にも知られぬままに回避した街は、今日も平和な光景を見せていた。




　　　　☆★☆




　レッドドラゴンの騒動を経た後、要の魔力は目に見えて分かるほどに上がっていた。

　それも当然だ。元々魔力に目覚めていない頃の最下級アザルの判定であり、今はペンダントに魔力のほとんどを封じた状態でも下級デルム程度の魔力は保持していた。

　そして、そうである以上は最下級アザルのままでいる理由は無いに等しい。

　下級デルムならば別に良い。それをとやかく言う人間は存在しない。しかし最下級アザルとなると話は別だ。それのもたらす不利益は明らかであり、もっと言えば悪目立ちする。一言で言えば、最下級アザルではないのに最下級アザルのままで居続ける理由は一片たりとて存在しないのだ。

　通常、級が変わるほどの魔力の成長は生涯有り得ないとされているのだが……要の場合はその特殊な事情もあって、それが有り得てしまっている。

　まあ、ハイロジアからしてみれば「全力の要」を知っている以上、早急に自分と同じところまで引き上げたいとすら思っている。

　そこまではないにしても、とりあえず最下級アザルの判定を取り消しさえすれば後はどうとでもなる。いつか自分の隣に要を置く為の布石として、ハイロジアが要を説き伏せて神殿に連れていくのは……ある意味で当然だった。

　しかし、神殿に行った後、神官から返ってきたのは……ハイロジアの思惑には沿わない、こんな返答であった。

「再判定は出来ません」

「それはど……」

「はあ!?」

「どういう意味かしら」

　どうしてですか、と言いかけた要を押しのけるように叫んだのは二人の少女だった。

　一人は紫がかった青色をした髪を丁度肩の辺りまで伸ばした少女、アリサ。

　パッチリとした目はやはり青く、細い眉は強気な性格を示すかのように吊つりあがっている。

　もう一人はハイロジア。こちらはふわりと緩やかなウェーブがかった金色の髪。

　吊り目気味の青い目は如何いかにもキツそうで、しかし女性の美しさを強調しているようにも思える。

　そんな見た目からしてキツそうな性格の二人ではあるが、実際にキツい。詰め寄られた神官は冷汗などを流しながら後退あとずさってはいるが、それでも前言を撤回する気は無さそうだった。

「ど、どういう意味と言われても言葉通りです。間違っているから再判定しろなどという申請をされる度に受け付けていては、毎日のように神殿に人々が列を成すでしょう」

「それが神官サマの仕事なんじゃないですか？」

　苛いら立だたしげに床を踏み鳴らすアリサに、神官は「確かにその通りではありますが」と前置きする。

「ですが、こんな短期間での再申請など認めるわけには参りません。魔力の成長も判定も、そのような気軽な儀式ではございません。五年後にいらっしゃると宜よろしいかと」

「……分かっているはずよ。今のカナメの魔力は最下級アザルなんて枠に収まるものではないわ。現時点でも下級デルム。それに……」

　全力はもっと凄すごい、と言いかけてハイロジアは言葉を吞のみ込む。

　それは今は言わない。下手に広めて要を狙う連中が増えても、ハイロジアとしては面白くはない。

「……コホン。ともかく、最下級アザルなどではないのは明らか。これは再判定の理由になるんじゃないかしら？」

　その言葉に神官は僅かに逡しゆん巡じゆんしながらも咳せき払ばらいで自らの僅かな迷いを吹き飛ばす。

　再判定など、するわけにはいかない。そんな事をすれば事実この短期間で増えたのだとしても、周囲から見れば「無能だから間違えたのだ」となってしまうだろう。そうなれば、神官自身の出世が危ういどころではなく、辺境に飛ばされてしまう可能性もある。だからこそ、今再判定をするわけには絶対にいかないのだ。

「神官サマ」

「……なんですかな？」

　そんな神官の心の中を見抜いたのか、アリサが冷たい瞳で神官を見つめる。

　要を連れて行こうとするハイロジアを見つけてついてきた彼女だが、彼女には彼女なりの理由がある。

　要の判定が最下級アザルになってしまったのは、アリサが判定を急がせてしまった事も一因だ。もう少し判定結果を所持していない事を誤ご魔ま化かしつつ魔力の目覚めを待っても良かったのに、それをしなかったのはアリサの文字通りのミスといってもいい。

　故に、そのミスの挽ばん回かいの意味もあったのだが……まさか、神官がここまで頑かたくなだとは思っていなかったのだ。アリサが思う以上に神官にとって最下級アザルという判定が重すぎた。言葉にすればそれだけの事なのだが……それが、今要の再判定を妨げていた。

「カナメの魔力判定に関しては、神官サマもまさかと思われていたはずです」

「……まあ、それは……」

　確かにアリサの言う通りではあった。神官自身、最下級アザルなんて判定を出す羽目になるとは思っていなかった。それは確かにその通りだった。

「カナメは特殊な事情があり、魔力の成長途中でした。だからこそ有り得ない判定になったんです。その特殊な事情を考慮していただいても良いと思うのですが」

　ハイロジアの高圧的な態度の後では、それは考えるに値するようにも神官には思えた。というよりも、実際に今の要の魔力は上がっているように神官にも見えていた。しかし、そうだとしても。こんな短期間で再判定など出来るはずもない。

「……いえ、それでも出来ません。これは決まりです」

　言いながらも美少女二人に怖い顔で詰め寄られた神官は宙に視線を泳がせ……今回の再判定要求の対象である要へと視線を向ける。

　胸元に輝く妙な形の月のペンダントが特徴的な黒髪の少年、要は二人の剣けん幕まくに少し気け圧おされたような表情をしていたが……ならば説得するチャンスはあると確信する。

　何やら近くに居るメイドらしき少女に何事かを囁ささやかれているようではあるが、少女二人ほど気も強くはなさそうだ……と、そんな事も考えていた。

　だが、神官が要に声をかけるその前にアリサとハイロジアに再度詰め寄られ「ひえっ」と声をあげる。

「どうしても再判定しないと……そう仰おつしやるんですね、神官サマ？」

「はい。たとえ高貴な方から命じられようと、この原則は変わりません」

「へえ……それはそれは」

　自分が王族だと分かって尚なおそう言うのだから中々良い度胸だとハイロジアは思うが、それは好感度の上昇には繫つながらない。

「……なら、私に。王家に逆らうということでいいのね？」

「う、ぐ……」

「どうなのかし……っと」

「ストップ、ハイロジア！　それ以上はちょっと！」

　流石さすがに座視できなくなってきた要がハイロジアを抱きしめるように押さえ込み、驚きにハイロジアの台詞せりふも止まってしまう。

「そこまでして無理に再判定しなくてもいいから！」

「でも……」

　ハイロジアが自分の為ために神官と交渉してくれているのは嬉うれしいし、権力というのは一つの交渉手段ではあるのだろうと要も思う。しかしこれ以上はまるで悪人だ。自分の為にそこまでハイロジアにやらせてしまったというのでは、要の良心が痛むどころの騒ぎではない。だからこそ、この神殿での交渉は打ち切るべきだと判断し要はアリサにも声をかける。

「それよりほら、もう行こう！　アリサも、な！」

「カナメがそう言うならいいけど……それより、ちょっと」

「なにかしら」

　自分を抱きしめる要の腕を捕まえてぎゅっと握っているハイロジアを、アリサは先程よりもキツい表情で睨にらみつける。

「カナメに何してるの」

「何って。私を慕うカナメの気持ちに応えているだけよ？」

「はあ？」

「本当は正面から抱きしめてあげたいけど、此処ここでそれをやるのは少々はしたない気がするもの。でも、気持ちには応えてあげないとでしょ？」

「え、いや。そういうのじゃ」

「ほら違うって言ってるじゃない！　カナメは私の弟なんだからね!?」

「あらそう。でも私も、本当の弟のようにカナメを大事に想おもっているわ」

　頰ほおを薄く染めて要の手をぎゅっと握りしめるハイロジアの手を剝はがそうと、アリサが襲い掛かる。

「弟にそんな面する姉がいるもんか！　いいから放せっての！」

「嫌よ」

「お嬢様、アリサ様。カナメ様がお困りです」

　二人に挟まれた要を洗練された動きでスルリと抜き取ったのはメイド姿の少女、クシェル。

　無表情なクシェルに見事助けられた要はホッとした表情で「た、助かった……ありがとうクシェル」と呟つぶやく。どうにも、この「自称姉」二人は押しが強く要としては気圧されてしまう所も多い。そんな時に仲裁してくれるクシェルは、要にとって本当にありがたい存在だった。

「とりあえず宿に戻ろう。此処で粘ってても良い結果にはなりそうにないし」

　要としては、神官が意固地になって再度最下級アザルと判定する可能性も考えていた。

　こういう時は一度引いた方が良い結果が出るかもしれない。その上で再度策を講じるのが良いとすら思っていたし、先程クシェルから囁かれていたのもソレに関する事だった。

　だからこそ、神殿を出て歩きながら要は自分の中で言うべきことを整理していく。

「まったくもう、あそこまで意固地になるなんて」

「色々言ってましたけど、結局アレは自分の責任を回避しようとする人間の顔でしたわね」

「でも、言ってる事は分からないでもないんだよなあ」

　要が今回再判定に乗り気でなかったのには、幾つかの理由がある。まず一つ目は、結局のところ「本当の力を隠しての判定」であるということだ。

　勿もち論ろんレクスオールの力を解放して判定に臨む事も出来るだろうが、それでは結局トゥーロという男と同じだ。神の力を振りかざして自慢げに最強を気取る事で、何を得られるというのか？

　そんなものを使うのは、必要な時だけでいい。そういう考えであるからこそ、再判定に意味は感じていなかったし……「最弱ランク」でも側そばに居てくれるアリサ、そして要の本当の力を分かっているハイロジアもいる。ならば、それ以上望むものもないのではないだろうかと、そうも思うのだ。

「ていうか、神官の人……すっごい冷汗搔かいてたよな」

「王族に逆らおうというのだから、そうもなるでしょうね」

　そう、要はそれでいい。けれど、ハイロジアとアリサはそうではない。本当の力についてはともかく、普段の力で再判定して最弱ランク認定だけでも外すべきだという二人の考えも理解できるし、それで面倒ごとが回避できるのであればいいと要も思ったのだが……あの様子では、再判定は無理だろう。

「あそこまで嫌がってるんだったら、この街での判定は無理……だよな」

「そうだね」

「やりようはあるわよ。王都からの直接圧力になるから時間はかかるけど」

「いや、圧力は無しでいこう」

　無理矢理むりやりでしか出来ないというのであれば、その手段は避けたい。

「ちなみに、他の神官って居ないのかな？」

「あの規模の神殿だったら、あとは見習いだけかなあ」

　とすると、他の神官に頼むというのも無しだな……とアリサの返答に要は頷うなずく。

　つまり、この街での再判定自体が無理だということになる。

「あのさ、ハイロジア」

「何かしら、カナメ」

「この街でハイロジアが事後処理しなきゃいけない事って……、まだあったりするのか？」

　そんな要の言葉にハイロジアは何かに気付いたような顔をしながらも「ないわね」と答える。

「元々、この街の騎士団の不祥事よ。引継ぎも済んでるし王都への連絡も済ませてる。あえて言うなら監視くらいだけど……別に私がそこまでやってあげる必要もないわね」

　それより、とハイロジアは続ける。要が何を言いたいかは理解したが、先んじて言うほど空気を読めないわけではない。

「そう言うって事は、カナメには何か案があるのね？」

「ああ、といってもクシェルにヒントを貰もらったから完全に俺の考えってわけでもないんだけど。別の街の神殿に再判定頼むのはどうかなって」

「別の街……」

「うん。別の街の神殿で判定するんであれば、別に問題はないだろ？」

　あの神官が自分のミスとなるのを嫌がって再判定しないのであろう事は要にも察しがついていたし、そうなればあの神官とは関係のない神殿で判定するのなら大丈夫だろうと、そう考えたのだ。

「……確かに、ね。まあ、他の神官が受けるかは分からないけど」

「この街で待っているよりは可能性の高い話よ。私は賛成ね」

　この街の人間に要が最下級アザルのままだと認識されて馬鹿にされているのはアリサもハイロジアも嫌だったし、だからこそ再判定を急いだのだが……そもそも、現状レシェドの街にあまり長居する理由もなかった。

　ダンジョンバーストの件もあるから、レシェドに騎士団の追加の人員が到着するまでは冒険者に色々と依頼も来るだろうが……正直、今は距離をとりたいという当然の感情もあった。

　というよりも、この街の騎士団の指揮下で働くというのはアリサも嫌だし、ハイロジアも付き合う気はなかった。

「具体的に何処どこの街って言われると困るんだけど……」

　そもそもこの世界の地理を要はよく知らないのだが、そんな要に語り掛けるようにクシェルが幾つかの名前をすらすらとあげていく。

「この近くですと、一番近いのはミーズの街。国境に近いので聖国や帝国に行く手もありますが……ああ、けれどミーズの神殿は長く閉鎖しているので目的に沿いませんね」

「閉鎖……ああ、あの事件ね」

「なんか物騒な話……なんだよな？」

　相あい槌づちを打つハイロジアに要がそう聞けば、ハイロジアは「まあ……ね」と言葉を濁し、アリサも「あー……」と言いながら視線を逸そらす。

「ともかく村を含めれば他にもいくつか候補はあがるでしょうが、少し時間を頂ければ……と」

　勿論、それについては要達も異存はない。とはいえ、クシェルに任せるだけではなく自分でも色々調べてみようと、要はそんな事を考えて。

「……私の仕事ですので。手出しは無用に願います」

　察したらしいクシェルに睨まれて「ごめん」と素直に謝罪する要を、アリサがじっと見つめてくる。

「なんかさぁ、カナメ。クシェルと仲いいんだね？」

「誤解されてる気がするけど、そういう関係じゃないからな」

　要としては、同級生の女子感覚だ。確かに仲が悪いわけではないが……然さ程ほど良いわけでもないと要は思っている。

「この前は私が居ない間にカナメが『アレ』と戦ってたっていうし。姉として弟を支えるべき場面に居られなかったっていうのは、自信無くしちゃうな」

　アレ、とはレッドドラゴンの事だが……それと戦ったのも、アリサの為ではある。アリサもそれを理解してはいるが、出来ればその場面に自分も居て要を支えたかったというのが本音だ。

　無論、要が自分の為に戦ってくれたというのは……かなり嬉うれしくはあるのだが。ヴーンと初めて戦った頃の脆もろい要を知っているだけに、心配が先に立ってしまう。

「知らない間に大きくなってたっていうのは嬉しくもあるけど、悔しくもあるなあ」

　言いながら要を背後から抱きしめるアリサを見てハイロジアが「あっ」と声をあげるが、要は僅かに微笑ほほえみ答える。

「……もっと、きっとビックリするくらいに大きくなるさ」

「そう？　あまり無理して大きくならなくていいんだよ」

「無理してでも大きくなりたい時はあるよ。俺だって、男だからさ」

　無力を嘆くだけでは在りたくない。そう願う要はレシェドの事件を通して成長し……アリサは、そんな要を頼もしくも、ちょっと複雑な目で見つめていた。




　　　　☆★☆




　ダンジョンバーストを巡る騒動から数日。レシェドの街は、いつもと変わらぬ平穏な姿を見せていた。

　騎士団支部長の更迭などの大事件も隠蔽されてしまえば一般人には伝わらないし、素行の悪い支部長が居なくなったところで「ああ、ついに更迭でもされたか」と思うのが精々といったところ。ダンジョンバーストの件も公表されていない以上は誰も知りようがない。

　……つまり、レシェドの街の人々のほとんどにとっては「いつもと変わらない日常が続いているだけ」なのだ。

「街に何も変化が無いのには、こういう理由があるというわけです」

「はあー……なるほどなあ」

「それと、動かないでください。ちゃんと診れません」

　神殿での騒動の翌日。ハイロジアの勧めで黒犬の尻尾しつぽ亭に宿を移した要達だが、その要の部屋には今、メイドナイトのクシェルがやってきていた。

　要の目をちゃんと見たいと言う彼女の頼みに応じた要ではあったのだが……控えめに言っても美少女なクシェルに至近距離まで顔を近づけられ目を覗のぞき込まれると、どうにも冷静ではいられない。

　椅子に座った要を膝をついたクシェルが下から見上げているというのも、実に心臓に悪い。アリサやハイロジアに比べると意図的に存在感を薄くしている印象のあるクシェルだが、二人とは違うタイプの……負けず劣らずの美少女だ。そんな彼女と見つめ合う形になるのは、要としては落ち着く状況であるはずもない。

　しかし目を逸らすと怒られる為ため、なんとか正面から見つめ返すという不可思議な状況でもあった。
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「あのさ」

「なんでしょう」

　それでもソワソワしてしまうのはどうしようもないので、気を逸らすために要はクシェルに話しかけてみる。

「クシェルって、結構博識だよな。なんか何でも知ってそうっていうか」

「何でもは知っていません。流石さすがに森羅万象を知れと言われても困りますので」

　そんな話はしてない。そう思いつつも、からかわれていると分かるので要は一瞬黙り込んでしまうのだが……そんな要の様子を見て、クシェルはその無表情な顔に薄い笑みを浮かべる。

　からかいやすく、反応も素直。恐らくお嬢様はこういうところを気に入っているのだろう、と……そんな事を思う。

　素直じゃない人間、何かを企たくらむ人間、性格の曲がり切った人間……そういうのは沢山いるし、王宮に居ればそういう連中と腹の探り合いの毎日だ。素直というのは権力争いでは致命的で、それ故に疲れた人間には眩まぶしい。

　ハイロジアは要の力を分かりやすい魅力として感じているようだが、恐らくそうではない。けれど……まあ、クシェルが積極的に関わる事でもない。

「……こうして見ると、普通の目に見えるのですが……」

「そうなのか？」

「ええ。魔眼とは通常、一目見て『そう』だと分かるものです。私の目も何か違うように見えるでしょう？」

　言われて要はクシェルの目を覗き込むが……彼女の金色の目を見ても「綺き麗れいだな」としか思えない。

「綺麗かどうかは聞いてません」

「えっ」

「声に出てますよ」

　コツン、とおでこを叩たたかれた要は顔を赤くするが、クシェルの方は無表情のままだ。

「まったくもう、仕方のない人ですね」

「ご、ごめん……」

　失望されたように聞こえた要は真面目な表情を作り直すが、そんな要の心の動きがあからさまだったのか、クシェルはやれやれ、とでも言いたげな溜ため息いきをつく。

「構いません。それでは、次は目に魔力を流してみてください」

「ああ」

　それならば要にも意図して出来るようになっている。集中して、目に力を入れるような感覚。何度もやった行動をなぞるようにすると、身体からだの中から何かが目に移動するような、閉じていたものが開いたような、あるいは何かが繫つながったような感覚が要の中に生まれる。

　そして同時に、クシェルの魔力の流れのようなものが要にも見えるようになった。

「あ、ほんとだ……こうすると分かる。クシェルの目の『色』が違う。全体的に白くて透き通った感じなのに、目だけ金色だ」

「それは……」

　要の「弓神の魔眼」が発動した瞬間に驚いたような表情を浮かべていたクシェルは、真剣な表情で再度要の目を覗き込む。

「私が、そういう風に見える、と？」

「ああ」

「周囲の風景はどうですか？」

「木とか石とかは普通かな。たぶん生き物だけ魔力が見えるんだと思う」

「距離はどの程度ですか？」

「ドラゴンの時を考えると、魔力さえあればかなり遠くまでいける……かな」

　じっと要の目を覗き込みながらクシェルは考え……やがて「では魔力を元に戻してください」と告げてくる。それに従い要が目に入れていた力を抜くと、クシェルの見え方も普通に戻る。

「……なるほど、理解できました」

　言いながら、クシェルは小さく溜息を一つ。

「間違いありません。カナメ様の魔眼は平時封印タイプです」

「平時封印？」

「はい。そもそもの話ですが、カナメ様は魔眼については？」

「全く知らない、かな」

「では簡単にですがご説明しましょう」

　魔眼とは、低い確率……それこそ数百人や数千人に一人程度の確率で現れるとされる特殊な目だ。

　相手にプレッシャーを与える威圧の魔眼といった英雄譚たんに語られる有名な魔眼や、過去に一度だけ現れたとされる植物を操る緑の魔眼、その物体の真実を見抜く鑑定の魔眼といったものが歴史上現れた……とされている。

　勿もち論ろん真実かどうかは分からないし、鑑定の魔眼などハッタリが真実のように伝えられた可能性もあるだろう。そのくらい希少なものであり、目に見えて分かる程強力な魔眼が発動しなかったという事もある。

　たとえば威圧の魔眼など「眼力が強い」程度の効果であった……というような記録も残っているくらいだ。

　つまり、圧倒的優位に立てるような魔眼の発現確率など、それこそ百万人に一人、あるいはそれ以下か……とすら言われている。

　ともかく、そうした中にあって「魔眼」の中には普段は普通の目と変わらないというものも存在する。

　詳しい理屈は想像や理論しかないので省くが、要ようは魔力を意図して流さなければ「そうである」とは分からない魔眼の事だ。要もこうしたタイプなのだろうと、クシェルはそう説明してくれる。

「少なくともカナメ様の魔眼は、記録や伝承にも残されていないものです。ですから名前も分かりません。もしかすると歴史上初めてのものかも」

「あ、なら弓神の魔眼とかどうかな」

　弓神レクスオールの力に関連したものなのだから、弓神の魔眼。そんな単純な考えで要が提案すると、クシェルは訝いぶかしげな目で要をじっと見る。

「……まるで自分の魔眼について理解した上で仰おつしやったかのような命名でしたが」

「え、いや、そんなことは」

「目を逸そらしましたね」

「そんなことはない……よ？」

　クシェルにがっしりと両頰ほおを摑つかまれ引き戻されながらも要はシラを切るが、そんな要にクシェルは再びの溜息をつく。

「……まあ、いいでしょう。貴方あなたの行動が不審なのは今に始まった話でもありませんし」

「え、俺が何をしたって」

「夜道で弓を抱えて佇たたずんでました」

「うっ」

　レヴェルと会った時の事だが、確かに要は武装状態で夜道にいた。あれ以上怪しい行動もそうはないだろう。しかし、その事を話してもどうにも言い訳っぽくなってしまう。

「俺にも事情があったんだよ……」

「そうですか」

　聞くつもりもない、といった様子のクシェルに手を放され、要は何となく納得いかない感情を抱えながら「あ、そういえば」と呟つぶやく。

「クシェルって……メイドナイト、なんだよな？」

「ええ。何か疑義でも？」

　そう、クシェルはメイドナイトのクシェル、と自己紹介していた。しかし残念ながら要の常識ではその二つは両立しない別の職業だ。だからこそ、何となく違和感を感じてしまう。

「今更だけど」

「どういう職業か、という話であれば名前の通りです。なんですか、私にご興味が？」

　要が言い切る前にクシェルは反撃を交えて返してきて、要は思わず「うっ」と唸うなる。

「そういうわけじゃないけどさ。クシェルの事、全然知らないなって思ったんだよ」

　仲間だから、というのもあるだろう。友人という程仲が良いわけではないし、あまり話したわけでもない。けれど、知らないままというのも薄情が過ぎる気がしたのだ。

「私の事を気にしてくださっているのは理解しますが、出来ればその興味はお嬢様に向けていただければと思います」

　そしてクシェルからしてみれば、要は普通の……あまりにも普通の少年だ。あの時のレッドドラゴンを倒した一撃を見ていなければ、その評価は今でも変わらなかっただろう。

　今のクシェルからしてみれば要は「ちょっと不思議な少年」といったところだ。何やら悩みも多いようだが……男のプライドか何なのか、あまり相談できていないようにも見える。

「……何か抱えている事があるなら相談にはのります。解決できるとはお約束できませんが」

「えっと、ありがとう」

「いえ。お嬢様が気にかけておいでですから。そのくらいは業務の範はん疇ちゆうです」

「はは……あ、目についてはもういいの？」

「はい、構いません。どのような目かはある程度把握できました。日常生活において暴走の可能性は低く、攻撃性の高いものとも言えません。安全な部類かと」

「危険な部類とかあるの？」

「ありますよ」

　要の疑問にクシェルはアッサリと頷うなずく。

「私の『破壊の魔眼』がその部類です。カナメ様の魔眼もその類であれば、特訓が必要でしたが」

「特訓って……どんな？」

「秘密です」

　そう言うとクシェルは人差し指を立てて唇にあててみせる。

「あのお二方がいると少々煩うるさそうですので、念ねんの為ためいらっしゃらない時にお声がけしたのですが……必要なさそうで幸いです」

「ええ……？　そんな言われ方すると、凄すごく気になるんだけど」

「駄目です」

　無表情のまま、クシェルは身を翻して……そこで、何かに気付いたかのように扉へと視線を向ける。コンコン、とノック音が響いたのはその直後。

「何か？」

「情報屋のチャールズがカナメ様に面会を求めて来ています。如何いかがなさいますか？」

「チャールズ……あの見た目子供の、ですか」

　どうやら宿の主人であったらしく、クシェルは要に視線を向けてくる。

「あ、はい。会います。通して構わないです」

「承りました」

　宿の主人が去っていくのを音だけで確認しながら、クシェルは要に「そういえば」と声をかける。

「あのチャールズという男。どうやらこの街では相当名の通った情報屋のようですが、どうやってお知り合いに？」

「えーっと……なんか共同浴場で荷物預かりしてて」

「なるほど、教えるつもりはないということですね」

「いや、本当に居たんだよ……」

「居るわけがないでしょう。情報屋の卵ならともかく、一人前の情報屋がそんな小銭稼ぎをしているわけがありません」

「そんな事言われても」

　要が困ったような顔をしているとクシェルも「まさか」と思ったのか少し眉を顰ひそめるが……再び響いた扉をノックする音に反応して扉の近くに移動する。

「どうも、チャールズです。入っても？」

「今お開けします」

　言いながらクシェルがドアを開けると、実に数日ぶりとなる情報屋チャールズの姿がそこにあった。

　何度見ても子供……アリサの言っていた「情報屋の卵」といった姿だが、彼が有能な情報屋である事は要も知っている。

「どうも、カナメさん。それとクシェル様も」

「うん、元気そうだねチャールズ」

「おかげさまで」

「今日はどうしたの？」

　簡単な挨拶を交わすと、要はチャールズにそう尋ねる。前回は要からチャールズに会いに行ったが、正直に言って友達になったわけではない。だからチャールズから会いに来たのが不思議だったのだが、チャールズからは「仕事です」と実に明確な答えが返ってくる。

「先日のカナメさんの顚てん末まつですが、お姫様からも口止めされてますので漏らしてませんが……正直、僕も結構疑問なんですよ。ぶっちゃけ、森の奥に本当にドラゴンが居たんですか？」

　その質問に要が答えるより前に、クシェルが「いません」と答えてしまう。

「そんなものは居ませんでした。それが答えだとお嬢様からも話があったはずです」

「……ま、そうなりますよね」

　仕方ない、とチャールズは肩をすくめる。元より答えを期待していなかった顔だ。

「仕事とは言いましたが、これは僕の単純な知識収集欲なんですよね。勿論仕事として代金はお支払いするつもりでしたが」

「何もありません」

「ええ、それで構いません」

「ご用件はそれだけですか？」

　出ていけ、と言わんばかりの態度のクシェルに苦笑しながらチャールズは「実はもう一件」と続ける。

「こちらはクシェル様が他の情報屋に頼んでいた仕事の件なんですが」

　その言葉にクシェルは「何故なぜそれを」と僅かに警戒を滲にじませる。

「ああ、いえ。ソイツが『いかにもお貴族様の遣いなんで失敗したくない』と僕に話を持ってきまして。怒らないでやってくださいね、こんな小さな街だと小心者も多いんですよ」

　人好きのする笑顔を浮かべるチャールズだが、クシェルの警戒は解けない。情報屋が仕事の話を他に持っていく時点で論外だが、それを知らせてどうしようというのかがクシェルには分からないのだ。

「まあ、せっかくなのでカナメさんに関連してそうな情報はこの街にいる内は僕が統括しようかな、と思いまして。言ったかもしれませんが、カナメさんの事は結構気に入ってるんですよ」

「そ、そっか」

　そんなに気に入られるような事をしただろうか……と要は思うのだが、気に入られている分には問題ないだろうと思い直す。

「で、こちらで結果をお伝えしても？　内容的にカナメさんに関連してるのは間違いないと踏んでお話ししてるんですが」

「ええ、まあ……」

「では、早速。ご希望されていた条件に合致する場所ですが、一か所面白いのがありまして」

「一か所だけですか？」

「魔力の成長に繫つながる何か……となると難しくて」

「えっ」

　要はチャールズの言葉に驚きクシェルを見るが、クシェルは全く反応しない。

「それは出来れば、の条件だと伝えたはずですが」

「ええ、ですが条件として存在するならお応えしたいと思うのが情報屋の性さがでして。しかし古い資料からで恐縮ですが見つかりましたよ」

　そう言って、チャールズは微笑ほほえんでみせる。

「魔力の成長に効く……という触れ込みの温泉の存在する街がありまして。実際にどうだかまではちょっと分からないのですけど、魔力を含む泉質であるのは確かなようですよ」
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「ユノハナの街？」

　出先から帰ってきたアリサとハイロジアは、要から話を聞くと顔を見合わせる。

　部屋に置かれた椅子は一人分しかなく、ベッドにハイロジアが座り、アリサが椅子、要は男だからとベッドに座るのを固辞して立ち、クシェルが壁際に立つような形になっている。

「知らないわね……アリサはどうかしら」

「私も知らない。何その魔力の成長に効くって」

「俺もチャールズから聞いただけなんだけど、温泉に含まれる魔力が入浴する事で身体からだに浸透して魔力の成長を促す……らしいよ」

「……知らない理論ね。市井ではそういう民間療法があるの？」

「あるわけないでしょ。そんなのあったら真っ先にカナメを連れていくし、実際にはそうじゃないから『古い資料』だったんじゃないの？」

「あー、チャールズも信ぴょう性は無いって言ってたかな」

「だろうね」

　アリサは頷き、しかし迷うように「うーん」と呟つぶやく。

「そこ、神殿はあるの？」

「撤退してなければあるらしいよ」

「まあ、無い方が珍しいかな……？」

　神殿が閉鎖しているミーズは特殊例だ。そんな事は余程の事が無ければない。となると神殿はあるだろうとアリサは考える。むしろ、ド田舎で横のつながりが無い方が要に対する偏見なく再判定が出来るかもしれない。それに……そういう逸話のある温泉というのは、いいかもしれない。

「うん。ま、いいか。『効くかもしれない』程度でも面白そうだし、カナメの再判定に対するハードルも低いかもね」

「ああ、そうね。温泉に入ったついでに再判定を頼む旅人も多いでしょうし」

　むしろ、そういう記念の再判定で布施を得ている可能性も大きい。要が侮られている現状を良しとしないアリサとハイロジアはそれで意見が一致し、頷き合う。

「私は賛成」

「私もよ。クシェル、場所については？」

「はい、しっかりと。馬車についても情報屋チャールズに手配を依頼済です」

「上出来よ」

　頷うなずくと、ハイロジアはふと思い出したように「そういえば」と呟く。

「一番上等な宿を貸し切らないといけないわね。当日で間に合うかしら」

「そう仰おつしやると思い、先触れを出すようにも依頼しております」

「完璧ね。貴方あなたが私の下に居てくれて嬉うれしいわ」

「これだから王族ってのは……」

「はは……」

　当然のように貸し切りという言葉が出てくるハイロジアを見ながらアリサは言うが、要としても苦笑しか出てこない。

　とにかく、次の目的地はユノハナの街という事で決定らしい。

「そういえばユノハナって如何いかにも連合風の名前だけど、ひょっとしてそうだったり？」

「皇国の領土に入っていた事はあるそうです。その後、王国に返還されましたが」

「アリサ。一応あの国は今は『皇国』よ？」

「知ってるけどさ。そうなったのは最近でしょ？　連合の頃の貨幣もまだまだ流通してるし」

「え、どういうこと？」

「簡単な話よ」

　要の疑問に答えたのはアリサ……ではなくハイロジアだ。

　素早く移動しアリサの口を押さえて先んじた辺り、絶対に譲らないという気概を感じる。勿もち論ろん、その手は即座に外されてはいたが。

「ジパン皇国はね、最初はジパン国家連合という幾つもの国の集合体だったの。そのまとめ役だった『破壊皇トゥーロ』の治める小さな地域が本来のジパン皇国だったのだけれど。それでは王国や帝国に抗しきれないってこともあったのでしょうね。トゥーロを最高権力者として『ジパン皇国』として一つに纏まとまったの。でもつい最近の事だから、まだまだ市井では『連合』と呼んでいる人が多いってことかしらね」

「なるほど……」

　いつかは皇国と皆が呼ぶようになるのだろうが、今はその移行期間なのだろうと要は納得する。

「でも最近って……確か今の王様のトゥーロって人が初代なんじゃ？」

「王というか皇こう王おうだけど、そうね。『連合』が出来てから十年程だったかしらね。皇国になったのは確か……二年前よ」

「え、トゥーロって人何歳なの？」

「本人の自己申告が本当なら25よ。確認できる限りで最初に確認されたのは12歳。小さな『ジパン皇国』を瞬く間に建国して、三年以内にジパン国家連合を立ち上げてるわ」

「うわ……」

　その頃から無む茶ちやしてたのか、と要は戦慄する。レヴェルの言っていた事を思い返すに、戦いと勇気の神アルハザールの生まれ変わりであり、要がレヴェルに殺されかかった原因となる程に無茶をしていたはずだ。しかし十年と少しで他の大きな国に匹敵するような国を作り上げたともなれば、確かに相当な無茶だと思う。

「カナメは……16歳だったかしら？」

「え、うん。そうだけど」

「なら、カナメもこれから大きな何かを成すかもしれないわね？」

「それは……買い被かぶりだよ」

「私はそうは思わないわ」

　言いながらハイロジアは要へと近づき、その顔を覗のぞき込む。

「貴方は私の見込んだ男の子よ、カナメ。貴方はきっと、今のままじゃいられない。ちょっと前の愚かだった私が貴方を侮っていたように、今は誰もが貴方を侮るのかもしれない。でもきっと、世界が貴方を無視できなくなる……いいえ、私がそういう風にさせるわ」

　ハイロジアの手が、要の頰ほおにそっと触れる。気け圧おされてジリジリと下がる要を追い詰めるようにハイロジアは近寄って、妖艶とすら思える笑みを浮かべてみせる。

　そう、きっとその時にはカナメを落としてみせると……そんな言葉をハイロジアは吞のみ込む。要が純情なのは、ハイロジアも充分すぎる程に理解している。「姉」というキーワードが要の中で何か重要な部分を占めているのも同様に。だからこそ、妖艶な笑みは一瞬で引っ込んで「良いお姉さん」風の笑みへと変わる。

「安心していいわよ、カナメ。貴方のより良い未来は私と共にあるわ」

「はい、寝言はそこまで」

　ぐいとハイロジアを押し出して、アリサが要の手を引っ張り自分の方へと引き寄せる。

「カナメを変な方向へ連れて行かないの。カナメのやりたいようにやらせるのが一番に決まってるじゃない」

　アリサとしては、ハイロジアの魂胆はよく分かっている。つまるところ、ハイロジアは要を「自分の夫として相応ふさわしい男」に育て上げたいのだ。そしてそれは……アリサは直接見てはいないが、レッドドラゴンを倒したという要の力があれば不可能ではないだろう。

　しかし、アリサはそれが要の為ために一番良いなどとは思っていない。

　自分の弟にそっくりな要。ちょっと気になる男の子でもある要。弱くて、強くて。そんな不思議な要。ハイロジアは要の「強さ」にばかり目を向けているようだが、要の弱さをアリサは知っている。

　今までどういう環境で暮らしていたのか、ほとんど戦った経験もないような男の子。「姉さん」に捨てられたという要の姉を気取る事で、アリサは要を本人の望む方向に導いていきたいと……今は、そう考えている。

　勿論、その過程で自分を好きになってくれれば、それで良いのだが……自分を命がけで助けに来てくれたのだから、然さ程ほど難しい話でもないのではないか。そんな事を考えながら、アリサは要をじっと見つめる。

「……そんなの当然よ。その上でより良い方向へ導くのは……『姉』の務めじゃないかしら？」

　一方のハイロジアもアリサの心の内はお見通しだ。最初はどうだったか知らないが、今のアリサが「姉」と「恋」の狭はざ間まにいることくらい分かっている。要にとって「姉」は武器になる。だから、その立場も譲るつもりは全くないのだ。

「だとすると、それは私の仕事だね」

「それはどうかしら。選ぶのはカナメだと思うわ」

「ほー、言うじゃない」

　バチバチと火花を散らしそうな、けれど表面上は笑顔な二人に気圧されながら要は数歩下がる。

　二人の美少女が自分の事で争い合う。言葉だけなら幸せなのだが、現実に目にするとこんなにも恐ろしい。かといって、この場で仲裁しようとすれば「どっちを選ぶのか」と言われてしまうのは確実だ。「この場で姉を選べ」と言われても、要としては困る。実に困る。「姉さん」の事も何も解決していないのに、この場で姉が増えてどうしようというのか。未来より何よりも、要は今この場をどうするかで頭がいっぱいになり……やがて、助けを求めるようにクシェルに視線を向ける。

　するとクシェルは少し嫌そうな……けれど仕方なさそうな顔で二人の元へと歩き出す。

「お二人とも、その辺りで。カナメ様が脅おびえております」

「うっ」

「あら」

　怖い空気が霧散してホッとした様子の要を見て、アリサとハイロジアは互いに視線を交差させ……その視線はクシェルへと向けられる。

「……思わぬ伏兵ね」

「だね。しばらくケンカはやめようか」

　そう、アリサとハイロジアが喧けん嘩かする事で要の信頼がクシェルに向くようでは逆効果だ。アリサもハイロジアも、要を導くのは自分だという強い意思がある。その為に、今回のユノハナ行きは良いチャンスでもある。こんな街などさっさと出て、ユノハナでゆっくりと心の距離を縮めていく。それが良いという点では、二人の意見は口に出さずとも一致している。

「……」

　無表情な、けれどゲンナリとした様子のクシェルだったが……無言だったのは、何を言っても逆効果と知っていたからだろうか。

　けれど今のところ、姉かどうかはさておいて……一番頼りにされているのは、どうやらクシェルであるようで……温泉という場で二人とも仲良くなってくれないかな……などと細ささやかな希望を抱いている要の願いは、残念ながら叶かないそうにはなかった。
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　そして、その夜。部屋で寝ていた要は気配のようなものを感じて目を覚ます。

　一人部屋でカンヌキもかけているから、誰も居ないはず。そんな事を考えながら目を開けると……自分の顔を覗き込んでいるレヴェルの姿があった。

「う、うわもぐっ」

「静かに。余計なのが来るでしょう」

　言いながら手の平で要の口を塞いだレヴェルは、要が黙ったのを確認すると悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべながら手を放す。

「レヴェル……カンヌキかけてたはずなんだけど」

「私がその気になったら、普通の扉なんて意味無いわ」

「レヴェルって死の神だろ？　それも死の権能なのか？」

「そうかもね？　詳しく説明してあげる気はないけれど」

　クスクスと笑うレヴェルに本気で説明する気が無さそうなのを理解すると、要は小さく息を吐きながらベッドの上に腰掛ける。

「……まあ、いいけど。レヴェル、今まで何処どこに居たんだ？　あれから会えなかったけど」

　そう、レッドドラゴンを倒しアリサを助け出した日から今夜まで、要は夜にこっそりと街に出てレヴェルを探したが会えなかった。だから何処かの街へ行ってしまったのかと思っていたのだ。

　だから単純に疑問に思ってそう聞いたのだが、レヴェルは「何処でもいいでしょう」とつれない返事をしてくる。

「私が何処に居ようと自由でしょう、カナメ。それとも何？　私に用でもあったの？」

「うん、全部終わった後に、お礼を言わなきゃと思ってたから」

「え？」

「ありがとう、レヴェル。全部無事に終わった。君のおかげだ」

　頭を下げる要にレヴェルは呆気あつけにとられたような表情をして……やがて、自分の指に髪を軽く絡め始める。

「……別に感謝されるような事は……したかもしれないけど。お礼を言われる程じゃないわ」

「うん、それでもありがとう。レヴェルが居なければ、俺は色々なものに間に合わなかったかもしれない」

　アリサの事もそうだし、ハイロジアやクシェルの事もそうだ。レヴェルが手を貸してくれなければ、もしかするとハイロジア達はレッドドラゴンに殺されて死んでいたかもしれない。けれど結果としては間に合って、ハイロジアは今は笑っている。なら、それは自分だけの手柄ではないと、要はそう思っていた。

「貴方あなたがそう言うなら……まあ、一応受け取ってはおくわ。でも勘違いはしないことね。貴方を認めたわけじゃない。それは変わらないのよ」

「分かってる。俺は荒神にはならない。トゥーロって人の話も今日少し聞いたけど、俺にはそんな事は出来ないよ」

「どうかしらね」

「信用ないなあ」

　苦笑する要だが、レヴェルが唐突に自分の横に座った事で「えっ」と声をあげる。

　アリサともハイロジアとも違う何処となく涼やかな香りが漂ってきて、要はすぐ近くに居るレヴェルが「死の神」であるという事を一瞬忘れてしまう。非現実的な程の美少女であるレヴェルの……その視線が要を射抜いて。その瞳は、ほんの少しだけ優しげな色を帯びる。

「……信頼は、してるわ。他の連中と比べたら、だけど」

「それって、喜んでいいんだよな」

「ええ、誇りなさい。少なくとも地上にいる他の連中と比べたら、貴方はずっとずっとマシよ、カナメ」

　微妙に喜んでいいのかどうか判断しかねる言葉に要は何とも言えない表情になる。正直、会った事もない人と比べられても困ってしまう。

「……正直ね。こっちに戻ってくる連中は全員ダメだと思ってたのよ？」

　そんなレヴェルの呟つぶやきに、要は何も言わない。要だって、信用できないと襲われたのだ。レヴェルが何人の生まれ変わりと会ったのかは分からないが……そうなってしまうまでには相当の事があったのだろう事くらいは想像できる。

「特にカナメ。貴方は……レクスオールは絶対にダメだと思ってたわ」

「ひどいな……」

「それだけ前の貴方は酷ひどかったのよ。その分強かったけど、私は一度も認めたことなんてなかったわ」

「前世の俺の負債、ってわけか」

　一体レクスオールとはどんな神だったのか。「前の自分」に呆あきれてしまう要に、レヴェルはクスクスと笑う。

「少なくとも、そうやって我が身を振り返ることはない奴やつよ。だから絶対信用できないと思ってたけど……知らずの内に、私の目も曇っていたのかもしれないわね」

　言いながら、レヴェルは要の肩に自分の頭をコツンとのせて。寄りかかるように要に触れる。

「だから……証明してちょうだい」

「証明……俺が信用できるってことを、だよな。でも、それは……」

　勿もち論ろん行動で証明するつもりだ。けれどそれは一度や二度で証明できるほど簡単なものではないように要は感じていた。

「分かってるわ。それでも……私に信じさせて。貴方は信用できるって。この世界を憂え地上に在るのは……私一人じゃないんだって」

　投げかけられたレヴェルの言葉に、要は思う。

　レヴェルは恐らく、ずっと……神々の戦いが伝説となって忘れられてしまうほどの長い間、この地上に一人だったのだ。帰ってきた仲間のはずの神々を信用できず、その孤独は深まっていく。それは……どれ程の悲しみだっただろう？

「レヴェル……」

「触っていいとは言ってないわよ」

　抱き寄せようとした手を払われ、要は何とも言えない表情になる。確かにガラではなかったかもしれないが、ちょっと悲しくなってしまう。そんな要の表情を見てレヴェルは少し罪悪感が湧いたのか、別の話題を探すように「えーと……」と呟く。

「そうだ、カナメ。貴方、前に姉さんに裏切られたとかって言ってたけど」

「……うん」

「次に会ったら、どうするつもり？」

　その言葉に、要は一瞬黙り込む。次に会ったら。次に会ったら……自分をどうして捨てたのか問いただしたいと思っていた。許せないと思っていた。だからこそ、会いたいと思っていた。けれど、会った先に……一体何があるのだろう？　自分は会って何をしたかったのだろう？

　自分に何があったのかすらも、今の要には分からない。あるのは、許せないという感情だけ。姉がどんな顔をしていたのかも、今の要には分からない。

　……アリサは、復ふく讐しゆうするつもりなんじゃないかと要に問いかけた。それをもう一度問われた時「絶対に復讐しない」とは言い切れない。

　けれど……それが正しくない事は要にも分かっている。姉を自称するアリサと会って、その優しさに触れて。きっと自分と「姉さん」もそうだったのだろうと、要は思うようになった。もしアリサに理不尽に捨てられたら、あの感情と似たようなものを抱くんじゃないかと。そんな事をも要は思う。

「……分からない」

「分からない？　それは会いたいかどうか分からないって事かしら？」

「いや、姉さんには会いたい。何処に行けば会えるのかは……分からないけど」

　今の要の旅の最大の目的はそれだ。というよりも、それしかない。

　だからこそ、要はふと気付いたように隣のレヴェルをじっと見る。

「もしかして、レヴェルは何処に行けば会えるか知ってるのか？」

「知ってるわ。今の貴方をそこに連れていく気はないけれど」

「……どうして」

「貴方の前ではいい姉をやってたんでしょう？　アイツ」

「うん、ほとんど覚えてないけれど。でも、たぶんそうだったと思う」

　記憶はない。顔も、どういう風に一緒に過ごしていたのかも覚えてはいない。

　裏切られた。捨てられた。覚えているのは、そんな激情だけだ。

「なら、会わない方がいいわ。きっと、その方が貴方の為ためよ」

「そんな事……！」

　思わず要はレヴェルの肩を摑つかんで、冷めた目で自分を見るレヴェルに気付いて手を放す。

「……ごめん」

「今の貴方にとって、アイツは会わない方がいい奴ナンバー１よ。理由は説明しなくても分かったわよね？」

　分かる。というよりも、分からされてしまった。

「……冷静でいられないから。自分を制御できない……レヴェルの嫌う荒神になってしまうから、だよな」

「その通りよ、カナメ。自分の感情を整理できないなら、会わない方がいい。当然のことでしょう？」

「……」

　素直には頷うなずけない。姉さんに会う。その目的が消えてしまったら、どうすればいいのか。けれど……ただ一つ、確かだと思う事はある。

「俺は……姉さんと殺し合いたいわけじゃない」

「そうでしょうね。でも誰しも、殺し合いたくてそうしてるわけじゃないわ」

　愛してるから殺し合う事もある。レヴェルは、そういう事があるとよく知っている。

　そして要の言う「姉さん」……イルムルイが本当はどんな奴かもよく知っている。

　だからこそ、会わせない方がいいと思っているのだ。

「許せないなら、会わない方がいいわ。私は、そう思う」

「でも、許すには会って話をする必要が」

「ないわ。会う事で新たな失望や怒りを抱く事もある。一度決別したのだという事を自覚なさい。貴方が愛いとしく思っていたとして、向こうもそうであると思えるの？」

　レヴェルの一言一言が、要に突き刺さる。そうだ、要は捨てられたのだ。なら、向こうが自分に会いたいと考えているはずもない。会いに行くことで、更に傷を負う事だってあるだろう。関係だって、元に戻るはずもない。なのに、どうして会う事に拘こだわろうとしているのか？

「……会いたいと思うのは、間違ってるのかな」

「分からないわ。でも……そうね。愛しいと思う事を否定する気はないけど、愛しいと思って貰もらえると思うのは間違いだと思うわ」

「会いたいと思うのは、俺の身勝手……ってことか」

「少なくとも今はね」

「なら、レヴェルは……俺が姉さんに会うべき時は、いつだと思う？」

「なんで私に聞くのかしら」

「レヴェルなら、正しい答えを知ってる気がして」

　導きを求める迷子のような顔で、要はレヴェルに問いかける。

　姉さんに会う。それしか目的が無かったからこそ、要は迷っている。

　その迷いを作ったのが自分だと分かるからこそ、レヴェルは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「ほんっとうに、あの女は……何やったらこんな風になるのよ」

「レヴェル？」

「あのね、カナメ。よく聞きなさい」

　大きく溜ため息いきをつくと、レヴェルは要を静かに抱き寄せる。頭を軽く撫なでて、幼子をあやすように囁ささやく。

「きっと今の貴方には、色んなものが足りてないわ。貴方はたぶん誠実で真っすぐではあるけれど、逆に言えばそれだけよ」

「それだけ……って」

「もっと愛を学びなさい。貴方があの女と同じくらいか、あるいはもっと大切な何かを見つけた時。その時に振り返って、もう一度考えてみる事ね」

「……そうしたら、変わるのかな」

「どうかしら。でも貴方はたぶん、愛する事も愛される事も分かっていない。私はそう思うわ」

「愛……」

「ハーレムを作れって意味じゃないわよ？」

　妙な真似まねしたら殺すわよ、と言うレヴェルに要は「分かってるよ」と苦笑する。

　どうすればレヴェルの言う事を実践できるのか、要には分からない。

　けど、この夜。一つの目的は出来た気がしたのだった。







第二章　温泉の街ユノハナ




　翌日、要かなめ達は馬車に乗りユノハナへの道を走っていた。貴族が乗るような高級なタイプの馬車であり、チャールズの手配した御者が運転する快適な旅である。

　もっとも貴族の旅であれば本来は護衛もつくものだが、それは邪魔……もとい自分達が居れば要らないと断っている。

「温泉、かあ……」

「ん？　カナメは行った事あるの？」

　意外そうに言うアリサに、要は頷く。元の世界では温泉は比較的身近……とまでは言わずとも縁遠いものではなかった為、要も数回行った事があった。しかしそれをどう説明したものかと思い、要は「まあね」と答えるに留とどまってしまう。正直なところ「元の世界」の記憶も所々曖昧である為、詳しく説明しろと言われても無理な部分があったのだ。

「細かく覚えてるわけじゃないけど、あるよ」

「そっか。私は初めてだなあ」

「それは……なんか意外だなあ。アリサはもっと色々温泉行ってそうなイメージあったけど」

　何しろアリサは旅する冒険者だ。その中で観光地だけではなく秘境の温泉とかも知っていそうなイメージが要にはあったのだ。

「そんな事ないよ。だって、温泉なんてものがあるのは基本的に田舎だから仕事も少ないし」

「え、そうなの？　逆に仕事が多そうだけど」

　観光地といえば人が多くて、その分仕事も多そうだと考えていた要は驚きの表情を浮かべるが、アリサは「違うんだよねえ」と苦笑する。

「余程大きな観光地ならまた違うけど、温泉のある場所ってのは保養地だからね。地元の町とか村で冒険者を住み込みで長期雇用してる場合が多いの。そうする事で保養地としての安全をアピールできるし、ガラの悪い奴やつが多い『流れ』に悩まされる事もないってわけ」

「ふーん……」

　流れの冒険者というと腕利きのイメージもあるが、何かの目的があって放浪しているアリサのような例を除けば何処どこかに定着できなかった問題のある者も多い。アリサ自身、そういう連中と何度かやりあった事もある。

「基本的に一定以上の立場の方々は『信用』というものを重視なさいます。勿もち論ろん独自の護衛も連れておられますが、宿側にも一定のレベルを求めます。そうした場合に流れの冒険者というものは信用度が低いのです」

「そういう事ね。雇った冒険者が不ふ逞ていの輩やからではないと言い切れない、自分を害するかもしれない。そういう懸念を極限まで省きたいという事よ」

　クシェルとハイロジアの補足に要はなるほど、と頷く。確かに臨時雇いだと身分の保証は不充分だろうが、長年勤めている従業員であれば完全ではないにしてもそれなりの信用と保証はある。つまりはそういう事なのだろう。

「なんか理解できた気がするよ」

「そ、よかった」

　微笑ほほえむアリサに要も微笑み返し、チラリと窓の外を見る。遠くに森が見えるが、馬車が走る街道の近くは切り開かれたのか見通しの良い平原が広がっている。

　何人か徒歩の旅人を追い越して進む馬車は、実に快適だ。

「そういえばこの馬車、あんまり揺れないな。こういうのって、もっとガタゴトっていうイメージあったけど」

「そういう道もあるけど、大きな街道だとこんなものだよ」

　言いながら、アリサも窓の外に視線を向ける。

　道を歩くとあるいはよく分かるかもしれないが、大きな街道にはガタゴトの原因となるような大きな段差もなければ小石の類もほとんど落ちてはいない。

　それは主要な街道の整備が国、あるいは領主の仕事の一つであり、請け負った作業者達が毎日丹念に整備しているからでもある。

　無論それでも多少は揺れるのだが……整備していない道ほどではない。

「上手うまくできてるんだな」

「住民に仕事を与えるのも為政者の務めってことよ。道を見れば領主の程度が分かる……っていう格言もあるほどだもの」

　いい加減な領主であれば道の整備に割く金も少ないかもしれない。安い金でこき使う領主であっても、そうであれば道の整備を請け負った者も領主の見ていない部分では手を抜くかもしれない。そうした意味の言葉なのだと説明してくれるハイロジアに要もなるほどと頷く。

「格言かあ……そういえば最初に会った時にヴィスホークの陸歩きとかって」

「それは忘れて頂戴。失言だったもの」

　ハイロジアとしては、今思い返せば本当に失敗だったと思う。あの場でもう少し台詞せりふ選びをしていれば要を自分のものに出来ていたかもしれないと思うと、時間を巻き戻したい程の悔しさを感じてしまう。

「もう気にしてないよ」

「それなら良いのだけれど……あの時は本当にごめんなさいね？」

　本当に悪いとはハイロジアも思っている。過去の要に会う前の自分を引っ叩ぱたいて入れ替わりたい気分だが……そんなハイロジアに要は困ったように笑い、やがて何かを思いついたような顔になる。

「……ちなみにダメって言ったら、どうする？」

「責任とってあげるわ。私の旦那様という方向でね」

　ちなみにハイロジアは本気だ。本気で責任を取る気だし、それが一般的には凄すさまじい褒美の類である事も充分に理解している。だからこそ要に詰め寄り……そうはさせじとアリサが間に入る。

「うん、ごめん。ガラじゃなかった。本当に気にしてないから」

「似合わない台詞はやめたほうがいいと思うよ、カナメ。そうやってつけこまれるから」

「ちょっとアリサ。やめてくれるかしら」

　そんな会話や冗談を交えながらも、要達を乗せた馬車は進んでいく。その道行きは順調だったが……変化が訪れたのは、その日の夜の事だった。




　　　　☆★☆




　ユノハナの街までは、質の高い馬を使った高速の馬車で一日半。

　朝に出発した要達ではあるが、それでも一晩を外で過ごすことは避けられず、道の途中で馬車を止める事になった。

　御者は手際よく火の準備をすると、自分も要達から少し離れた……けれど馬車の近くに座り込み干し芋のようなものを齧かじり始める。

「宿場町があれば良かったのだけれど……田舎行きだもの。あまり贅ぜい沢たくは言えないわね」

「宿場町？」

「ええ。大きな道沿いだとあるのよ。あまり良い宿ではないけれど」

「それはお姫様基準でしょ？　カナメ、毒されたらダメだからね」

　呆あきれたように息を吐くと、アリサは要に「旅人向けの宿泊施設で構成された小さな町が街道沿いにあるんだよ」と説明してくれる。

「あー、なるほど」

　確かに長旅であればそういうものも必要だろうし、大きな街道沿いに発展するのも要には充分に理解できるところだった。

「野営って基本的には危険だしね。宿場町はそういう安全を保障する意味もあるんだよ」

「確かにモンスターとか出るものな」

「盗賊もだけどね」

「盗賊……やっぱり居るんだな」

　盗賊がどんなものか……なんて事は流石さすがに要も聞かない。

　他人を襲う武装強盗団。実際に会ったことは無くとも、そういう認識は当然持っていた。

「なんで盗賊なんてするんだろな」

「さあ？　その辺の事情を知ったところで、良い事なんて一つもないしね」

　盗賊は死罪だもの、とアリサは淡々と答える。盗賊行為なんてしても利益を得ることは出来ず、損しかしない。そう知らしめるための法が整備されており、盗賊に関しては迎撃した結果殺しても許される事となっている。

「襲ってくるなら返り討ちだもの」

「そうね」

　アリサにハイロジアが頷うなずく横で、クシェルは無言で道具を取り出し野菜を刻み始める。

「えっと……手伝おうか？」

　そんな事を聞く要にクシェルは少し迷う様子を見せた後「いえ、必要ありません」と首を横に振る。

　要の厚意である事は分かっていたが、あえて頼るほどでもない。そういう意図を感じさせる答え方だった。

「そっか」

　手持ち無沙汰になる要の視線の先では、クシェルが手際よく鍋に野菜と水、そして切った干し肉を加え煮込み始める。

　ぐつぐつとスープが程よく煮え始めた頃、街道沿いからは少し離れた場所にある森の方に向けて、要はふと違和感を覚えて視線を向ける。

　何かおかしい。先程とは何も変わらないはずの森の中に何かを感じて、要は弓神の魔眼を発動させる。

「ん、どうしたの？」

「何が……クシェル？」

　要から少し遅れて、クシェルも森の中へと視線を向ける。クシェルが感じたのは、ガサガサと茂みを搔かき分けるような音。

　そして要が「見た」のは、幾つかの魔力。

「何か……来る」

　弓を持って要が立ち上がった直後、森の中から大きく音を立てて一人の少女が飛び出してくる。

「あ、人、やっぱり！　お願い、助けて！」

　途切れ途切れの、必死で絞り出した声。要達に向かって走ってくる少女の背後から続けて飛び出してくるのは、数体の邪妖精イヴイルズと……邪妖精イヴイルズ達を背中に乗せた、二体の巨大なアリのようなモンスターだった。

「ヒィッ、モンスター!?」

　御者が思わず逃げだしそうになるが、此処ここにいた方が安全かもと何とか踏ふみ止とどまる。

邪妖精イヴイルズは有名なモンスターではあるが、村近くに出れば甚大な被害をもたらす。素早く器用で、ずるがしこい。恐れないはずがない。

「装甲アリシルドアント!?　気を付けて、アレには生半可な攻撃は効かない！」

　そう、そのアリのモンスターの名は装甲アリシルドアント。鉄の剣や簡単な魔法程度ならば傷一つつけられる事なく弾はじく強きよう靭じんな外殻を持ち……力自慢の重戦士を正面から圧おし潰し砕く、強大な力の持ち主でもある。

　それでもアリサとクシェルが飛び出し、剣をその頭部へと叩たたきつける。

　ギイン、と響いた音はアリサの剣が弾き返された音で、アリサは思わず舌打ちする。

「やっぱり正面からじゃ無理か……！　もう、なんでこんなのが！」

「ですが、正面からやらざるを得ません」

　倒すには関節を狙うか、外殻を抜く強烈な攻撃を叩きつけなければならない。

　しかし馬車を守る現状では関節を狙うような動きをするのは難しい。そして何よりも邪妖精イヴイルズを放置できない。

　逃げてきた少女をモンスターから引き離すことは出来たが……馬車を守る為ためにハイロジアも動けないだろう。動けても、これでは……。

「はあ、はあ……」

「あっ、こら！　立って！」

　だが、アリサ達の背後で少女は体力が尽きたのかへたり込んでしまう。これでは、アリサ達はますます動けなくなる。

「ギヒヒッ！」

　苦悩するアリサ達をあざ笑うように、手に持つ剣を振りかぶった邪妖精イヴイルズは……しかし、その剣を振り下ろす事無く額を矢に貫かれ装甲アリシルドアントの上から地面に転がる。

「ギッ……!?」

「これは……」

「カナメ様の……矢？」

　アリサとクシェルの横をすり抜けるようにして、次の矢が装甲アリシルドアントの堅いはずの外殻を轟ごう音おんと共に貫き破砕し、その背中に乗っていた邪妖精イヴイルズ達が悲鳴をあげて地面に転がり落ちる。

「矢作成クレスタ」

　要の魔眼が輝き、その手は先程拾い上げた土を摑つかむ。味方に当ててしまう……などという事は、要には有り得ない。何故なぜなら、要の弓神の魔眼は邪妖精イヴイルズ達の魔力を確実に捉えている。

　そして……要の創る矢は。

「叩き砕く岩の矢ヴエガルアロー」

「ギイイ！」

「ギアアアアア!?」

　放たれた矢が残る一体の装甲アリシルドアントを砕き、邪妖精イヴイルズ達が恐慌の声と共に地面に投げ出される。

　それも当然だろう。堅くて強くて大きな装甲アリシルドアントが一発で倒された。

　鉄より堅い身体からだを持ち、大きな岩すら嚙かみ砕くだく装甲アリシルドアントが抵抗一つ出来ずに叩き潰されたのだ。

　理解できない。邪妖精イヴイルズ達には、理解できない。

　今のは何だ。あの矢は何だ。あの射手は何なのだ。

　知らない、あんな矢は知らない。怖い、怖い、怖い！

「矢作成クレスタ」

　そしてまた、邪妖精イヴイルズ達の耳にその声が届く。まるで死の神の宣告かのような、その声、その台詞。またあの強い矢が放たれたら、自分達では防げない。

「ギ」

「ギイイイイ！」

　自然と、邪妖精イヴイルズ達は逃げようと身を翻す。

　そうだ、逃げればいい、避よければいい。自分達は装甲アリシルドアントほど大きくもないし遅くはない。その考えは、希望に満ちた素晴らしい考えに邪妖精イヴイルズ達には思えた。

「逃れ得ぬ豪風の矢ウル・ハルテイールアロー」

　要の手の中に生まれ、そして放たれた矢は複数に分かれると風を纏まといながら邪妖精イヴイルズ達へと飛来する。

「ギ……！」

　邪妖精イヴイルズ達の全ての回避の動作は無駄に終わる。風を避けようとしても無理なように、逃れ得ぬ豪風の矢ウル・ハルテイールアローも絶対に避けられない。

　要の視界に居る限り、あらゆる全ての回避手段、防御手段は矢により無効化され命中する。故に必中。そんな矢に貫かれた邪妖精イヴイルズ達に、もはや勝利の目などあるはずもない。

「クシェル、今の内よ！」

「はい、お嬢様」

　ハイロジアの命令に従い、クシェルはほぼ一瞬の内に少女の下へと辿たどり着く。

「失礼します」

「え、うひゃっ！」

　そのまま少女を抱えて離脱するクシェルが居なくなった後、アリサも前衛はもう必要ないと跳躍ジヤンプの魔法で離脱する。

「矢作成クレスタ」

「ギッ、ギイイイ！」

　避けられない、逃げられない、防げもしない。

　邪妖精イヴイルズ達は思う。あれは死神だ。きっと死の神レヴェルだ。そうでなければ、あんなに怖いはずがない。あの輝く目が、あの矢が、自分達をきっと何処どこまでも殺しに来る。ならばもう、戦うしかない。挑むしかない。そうだ、あの弓を壊せば。そうすれば、きっと。そんな破れかぶれといった心が透けて見えるような動きで突っ込んでくる邪妖精イヴイルズ達を見据え、要は再び風を摑む。

「風爆の矢ダムウインアロー」

　そして、放たれる。着弾地点で巻き起こった爆発は邪妖精イヴイルズ達を吹き飛ばし、完全に沈黙させ……そんな要の完全勝利で戦いは終わったのだった。

「……やれやれ。もう攻撃に関してはカナメには敵かなわないかもしれないね」

「いや、俺なんてまだまだだよ」

　戻ってきたアリサに答える要だが……その返答に、アリサはニヤッと笑う。

「ふふん、そこで『そうだね』って答えたらどうしよっかなって思ってたけど……うん、安心。カナメはちゃんとカナメだったね？」

「ええ……？　いや、どういうことだよ……」

「カナメはちゃんと可愛かわいいってこと！　生意気盛りの反抗期は扱いに困るからねえ、お姉ちゃんとしては」

　言いながらアリサは要を抱き寄せると、少し乱暴にその頭を撫なで始める。

「ちょ、アリサ！　やめてくれよ、俺そんな年じゃないって！」

　正確には覚えていないが、もう16歳なのだ。自称……はともかく姉に頭を撫でられて喜ぶ年ではないし、少し気になる女の子に抱き寄せられて平静でいられる年でもない。

　鈍感を気取るには多感に過ぎる自分を要は恨みつつも、アリサが自分を好いてくれている事がどうにも嬉うれしくて複雑な気持ちになってしまう。

　結果として「やめろ」とは言えても突き放せない半端な態度になってしまうのだが……。

「ちょっと、そんな場合じゃないでしょう」

　いい子いい子、と頭を撫でられる要をハイロジアがアリサから引き剝はがす。

「ほら、さっきの子が混乱してるわよ」

「あっ」

「チッ」

　前者は要で、後者はアリサだ。しかし「助けて終わり」ではない以上、少女から話を聞かなければいけないのは確かな事だった。

「え、え……っと……」

　しかし、助けられた少女からしても意味の分からない「未知」の連続だった。

　助けを求めたら自分より年下に見える少年が不可思議な軌道を描く矢の群れを放ち、続けて放った矢が何故か爆発して邪妖精イヴイルズ達を吹っ飛ばした。一体何故そんな事が起こり得るのか。

　そもそも弓を使うという事はレクスオールの祝福持ちなのか？

　こんなに強い……強すぎるものが、レクスオールの祝福だというのだろうか？

「えーっと……」

　クシェルに地面へと降ろされ、混乱しながら座り込む少女の下に、要が走り寄る。

「大丈夫ですか!?　怪我けがは……」

「あ、はい。えっと、大丈夫。えと、その……」

「落ち着いてください。もう安心ですから」

　そう言って自分の目線の高さに合わせるように膝をつく要に、少女は思わず「うん」と答えてしまう。

　自分よりどう見ても幼い……下手をすると五歳以上は若そうに見える少年。

　そんな子に心配されて、なんとなく「これ以上情けないところは見せられない」という心理が働いたのだ。

「あり、がとう。おかげで助かった」

「いいえ、助けられてよかったです。その、お一人ですか？」

　他に仲間はいないのか、と言外に聞く要に少女は首を縦に振る。

「うん、一人旅。ちょっと訳ありで」

「ま、訳なんて誰にでもあるから詳しくは聞かないけど……それってこっちが巻き込まれるやつ？」

　要の後ろから顔を出したアリサに、少女は今度は首を横に振って否定する。

「それはないかな。ちょっとしつこい男から逃げてきただけだし……向こうにも立場があるだろうしね」

「あー、そういうのかあ」

「あら、覚えがあるみたいな事を言うのね」

　面白そうに微笑ほほえむハイロジアに、アリサは苦々しい顔をする。

「冒険者稼業なんかしてると、どうしてもね」

「え、大丈夫だったのか？」

　思わず立ち上がってそんな事を聞いてしまう要に、アリサは嬉うれしそうに笑いながら抱き着く。

「姉さんを心配してくれるの!?　嬉しいなあ！」

「うわっ！　いや、まあ心配してるのはその通りだけど」

「大丈夫だよ、ちゃあんとブッとばしてあるから！」

「え、それって大丈夫なの!?」

　ブッ飛ばすまでダメだったって事じゃないか、とかブッ飛ばして面倒な事にならなかったのか、と聞きたい要ではあったが、アリサが大丈夫と言うからには大丈夫なのだろうと思い直し少女へと向き直る。

「えーっと……俺はカナメです」

　まずは自己紹介から、と思い要がアリサをくっつけたまま頭を下げると、少女も慌てたように立ち上がる。

　立ち上がった少女は、要よりも背が高い。何処となく冒険家を連想させる服装もそうだが……何より要を惹ひきつけたのは、要と同じ黒髪と……やはり同じ黒色の目だった。ポニーテールに纏めた黒髪は月明かりと炎に照らされる中で艶やかに輝き、要に元の世界を連想させた。あまり愛着を感じない「元の世界」ではあったが……この世界に来てから初めて出会った黒髪黒目の少女は、要に親近感のようなものを抱かせるには充分すぎたのだ。

「えっと、改めて助けてくれてありがとう。あたしはオウカ。ジパン皇国から来たんだ」

「ジパン皇国……あ、そっか、連合か」

　一瞬訝いぶかしげな顔をしたアリサが納得したように頷うなずくが、それを見てオウカも苦笑する。
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「あー……外国の人は仕方ないよね。ていうかうちの国の人もまだ慣れてないとこあるし」

「だよね」

　分かり合ったように頷き合うアリサとオウカだが、ハイロジアの咳せき払ばらいがそれを中断させる。

「で、その皇国のオウカさんが何故なぜこんな所に？　この辺りは確か国境も近かったはずよね」

「確かにそうだけど、行き来は制限されてないよね？」

「ええ。でも無制限というわけでもないわ。何故一人で危険な森を？」

　そう、ジパン皇国からラナン王国へと来るならば森を抜けずとも街道を通ればいい。

　そうするだけで、森よりも余程安全に旅が出来るのだ。そうだというのにわざわざ森を通る輩やからは、何か後ろ暗いところがあると言っているようなものだった。だからこそハイロジアは警戒するような視線をオウカへと向ける。しつこい男から逃げる為ため……と言ってはいるが、そんな事で国境を危険なルートで越える程とは思えなかったのだ。

　むしろ街道を通って国境門を抜けた方が、事情を話す事で「しつこい男」を撒まく事が可能になる。

　……が、ハイロジアと違い要は「あっ」と声をあげる。

「もしかして……」

「え、何か心当たりでもあるのカナメ？」

　意外そうな声をあげるアリサに要はうん、と頷く。

「その『しつこい男』って……もしかして、トゥーロって名前だったり」

「どうして分かったの？」

「あー……」

「トゥーロかあ……」

「理解したわ。大変だったのね」

　レヴェルとの話を思い出した要と、「あの女好きの皇こう王おうトゥーロであれば有り得る」と考えたアリサとハイロジアの溜ため息いきが重なる。

「でも、トゥーロ皇王に目を付けられるなんて。貴方あなた、何かやったの？」

「特に何かやったってわけでもないんだけど……」

「お話の途中申し訳ありませんが、食事が出来ました」

　煮込まれた鍋を火から下ろしたクシェルの言葉に、全員が顔を見合わせる。

「……食事の後にしよっか」

「そうね。オウカさん、貴方もどう？」

「えっと……うん、ありがとう」




　　　　☆★☆




　空になった鍋をクシェルが手入れしている横で、要達はオウカの身の上話を聞いていた。

　ちなみに要は一度クシェルの仕事を手伝おうとしたのだが、怖い顔で拒否されている。

　メイドの仕事を奪おうとするとは何事ですか、と言われたので要は雑事関連には触らない事にした。女の子に嫌われる事ほど嫌なことは無い。

　トゥーロみたいな女たらしになるつもりはなくても、嫌われたくない、むしろ好かれたいというのは要にとって当然の心理であった。無論、そんな事を口に出せばアリサやハイロジアがどういう行動に出るか分かりきっているので、口が裂けても言葉にする気は無いのだが……まあ、それはともかく。

　オウカはジパン皇国のサイセル地区……旧サイセル王国の出身だという。

「あたし、歴史の研究が好きでさ。特に伝説の時代について調べてるんだ」

「それはまた、物好きな……」

「え、なんで？」

「神殿が語る伝説以上の事を知る意味を見み出いだせないからかな。当時の技術を知るっていうなら話は別だけど」

　オウカの言葉へのハイロジアの呟つぶやきに疑問符を浮かべた要に、アリサがそう説明してくれる。たとえば伝説の時代は今よりも高度な魔法があったとされ、そういったものを研究する者はいる。しかし「歴史」の研究となると神殿の伝える歴史を紐ひも解とけばいいという話になり、下手をすると神殿に睨にらまれる恐れもある。だからこそ、そんなものをわざわざ研究するオウカをハイロジアは物好きと称したのだ。

「でも、歴史の研究だって結局は発掘作業もあるし、そこから色々見つかる場合もあるんだよ？」

「で、色々見つけてトゥーロに目を付けられた？」

「というわけでもないんだけど……発掘作業してたら偶然視察に来てさ。その時目を付けられたみたいなんだ」

　言いながら、オウカは鞄かばんの中から黄金の腕輪を取り出す。鈍く光る黄金の腕輪は光を受けて煌きらめき、しかし施された奇妙なデザインの装飾が見る者を何処どことなく不安にさせるような、そんな代物だった。そしてそれを見た瞬間、要は弾はじかれたかのように立ち上がる。

「……!?」

「ど、どうしたのカナメ？」

「あ、いや……」

　分からない。分からないが、その腕輪を見た瞬間……激しい危機感のようなものに囚とらわれたのだ。何か分からないが、あの腕輪は拙まずい。そんな直感じみたものを要は感じていたが……それを上手うまく言語化することが出来ないでいた。

「……それ、かなり強い魔力を感じるわね」

「同感。それ、発掘物？」

　ハイロジアとアリサの言葉に「そうだよ」とオウカは答える。

「これを発掘した辺りから、かな。嫁になれって話が強くなってきて。実家の方にまで圧力が来るようになってさ……」

　言いながらオウカは指でクルクルと腕輪を回しながら溜息をつく。

「終しまいにゃ、『これに乗れば全部準備は整う』って馬車まで寄よ越こすようになって。ちょっと怖くなったから逃げたんだ」

「断らなかったんですか？」

「断ったよ。何度も何度もね。聞きゃあしない」

「でも、それなら断り続ければ」

「あのね、えーと……カナメ？」

「は、はい」

　オウカは要の前に回ると、その肩をがっしりと摑つかむ。

「相手はね、一応うちの国の皇王様なの」

「そう、ですね？」

「たとえ何十人もいる嫁の一人だろうと、基本的には名誉なの」

「えーっと……でも、断ったんですよね？」

「断ったよ。でも『どうしても』って言われたら、それは命令に近いものになるの」

「言われたんですか？」

「言われる前に逃げた。でも国境門なんか通ろうとしたら止められるかもしれないから森抜けたの」

「そ、そうですか……えーっと、ご愁傷様です。違うか、大変でしたね」

「どっちも合ってるかなあ。災難だし、大変だったし」

　要としては苦笑するしかない。本当にやりたい放題やってるんだな……と思うが、そんな人と自分が一緒にされた事を思い出しレヴェルに軽い不満を覚える。

「まあ、つまり……亡命ってことね」

「そうなるかなあ。といっても、何処かに潜伏する事になると思うけど」

「何処か、ですか。じゃあ俺達と会ったのは偶然の幸運ってことになりますかね」

　要が冗談交じりにそう言うと、オウカは「ん……」と少し微妙な反応を見せる。

「それなんだけど……なんだろな。こっちの方向に何かあるような、そんな気がしたんだよね」

　オウカの示した方向を見て、要達はピクリと反応する。そちらの方向にあるのは、ユノハナ。勘が鋭いといえばそれまでだが……どうにも奇妙さを感じていた。

「オウカさん」

「え、なに？」

「その腕輪ですけど。手放す気って、あります？」

　要に言われて、オウカは手の中で弄んでいた腕輪をぎゅっと握りしめる。表情も感情も変わらないまま、身体からだが拒否した……まるで、そんな感じに要には見えた。

「……えーっと。今は無い、かな。何となく手放す時は近いって気もするけど」

　お金もあんまり無いしね、と肩をすくめるオウカだが……ハイロジアは要をチラリと見た後、オウカに向けて笑顔を向ける。

「まあ、潜伏に関しては心配いらないわよ。そこまで事情を聞いて放り出す程、私は薄情ではないもの」

「へ？」

「私、それなりに権力はあるのよ。一人くらい、どうってことはないわ」

「え、まさかお貴族……様？　あ、えっと。これは大変な失礼を……！」

「ふふ、そんな固くならないで。私達、もうお友達じゃない」

「で、ですが……」

「はい、そんな言葉遣いは禁止。私、さっきの砕けた言葉遣いの方が好きよ？」

「で、では……いえ、えーと。え、でも助けるって」

「とりあえず私達と一緒に行動すればいいわ。ゆっくり方策を、見つけていきましょ？」

「……いいの？」

「ええ、放っておいたら寝覚めも悪そうだし、ね」

　いいわよね、と聞いてくるハイロジアにアリサは少し考えるような様子を見せるが、要は即座に「勿もち論ろんだよ」と答える。

「なんていうか……俺からもありがとう、ハイロジア。たぶんこれって俺じゃどうしようもない話だし……」

「いいのよ、カナメ。貴方がオウカを助けたいなと思ってた事くらい分かったもの。こういう時は頼ってくれていいのよ？」

　言いながらハイロジアは要の頭を撫なで、要はくすぐったそうな顔をする。それをアリサは面白くなさそうな顔で見ていたが、特にアリサとしても反対する理由があるわけではない。

　たぶんハイロジアがこの場に居なくても、アリサが近くの町か村へ連れていく提案をしただろう事は間違いない。

「……それに」

　そこで、ハイロジアは声を小さく……要に聞こえる程度にする。

「さっきの反応。あの腕輪、何かあるの？」

「分からない。でも、きっと何かある」

「そう。そっちの監視も必要かしらね？」

　囁ささやき合う要とハイロジアを隠すように位置取りをしながら、アリサはオウカへと話しかける。どんな話をしているかは何となく分かるが、それならこうする事が今の自分の役割だろうと感じたのだ。

「……まあ、私達はこれからユノハナの街に行くわけだけど。どうする？　戻る？」

「あたしはあっちの方角に行きたいなーって」

「そっちがユノハナよ。丁度いいじゃない、一緒に連れて行きましょう。もし密偵の類が放たれていても、まさか温泉街にいるなんて思わないわよ」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべるハイロジアに、アリサも「それもそうか」と頷うなずく。逃亡者が潜伏するならば普通は大きな都会の街で、田舎のような余所よそ者ものが目立つ場所に行くはずがない。それに……アリサから見ても、オウカは何処かおかしい。しばらく見ていた方がいいのは確かだ。そうして話が纏まとまったのを確認したところで、要はオウカへと手を差し出す。

「そういう事みたいですけど……えっと、しばらく宜よろしくお願いします」

「うん、よろしく」

　こうして逃亡者の少女、オウカを仲間に加えた要達は翌日、予定よりも少し早く……丁度お昼前にユノハナの街へと到着したのだった。
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「あー、温泉街って感じがするなあ！」

　言いながら、馬車から降りた要は深呼吸をする。先日の騒動から数日の間、文字の勉強をしていたおかげで要も少しは看板の類を読めるようになっている。そこかしこに書かれた「温泉」とか「温泉料理」という看板は、知らず知らずのうちに要を観光気分にし、テンションを上げていたのだ。

「で、宿屋は何処なの？」

「一番立派な場所を、と伝えてありますが」

　言いながらクシェルは周囲を見回し……「あれではないでしょうか」と一つの建物を指差す。

　平屋や二階建てが多い建物の中で、唯一の三階建て。確かに一番立派ではある。

「えっと……あれって街の偉い人の家とかじゃないの？」

「湯あみ白鳥の翼亭、とありますね。宿です」

「ええ……？」

　要の目には看板の文字など豆粒くらいにしか見えないのだがクシェルには見えるらしく、要は思わず隣のアリサへと振り向く。

「大丈夫だよ、カナメ。私にも見えないから」

「クシェルは最高のメイドナイトだもの。当然よ」

　自慢げなハイロジアに要は「そうなんだ」と相あい槌づちを打つが……「それは理由になってないような」などとは言わない。

「え、大丈夫……？　あんなとこにあたし泊まっていいの？　値打ちものなんて、あの腕輪しかないけど……いる？」

　鞄の中の腕輪を取り出そうとするオウカを制すると、ハイロジアは首を傾かしげる。

「……その腕輪って、手放すの嫌がってなかったかしら？」

　言われて、オウカはきょとんとした表情になる。

「うん、まあ……そうだけど。なんか、もういいかなって気もするんだよね」

　その表情からは、自分の行動を疑問に思っているような様子は感じられない。だが要達からしてみれば、明らかにおかしい。まるで腕輪がこの場所にある事だけが重要かのような、そんな風ですらあるのだ。

「……まあ、腕輪の話については後にしましょう」

　だが今は、その疑問を解決できる手立てがあるはずもなく。要達は「湯あみ白鳥の翼亭」へと向かっていく。

　貸し切り、と書かれた入り口の立て看板の近くには従業員らしき男が立っていて、要達を見ると慌てて頭を下げてくる。

「申し訳ありません！　本日は貸し切りで……おや？」

　従業員の男はハイロジアと要を交互に見て「金髪の高貴な女性と、黒髪の……」と呟つぶやき始める。

「あの、お名前を伺っても」

「ハイロジアよ」

「お待ちしておりました、ハイロジア様。その、伺っていたよりも人数が一人多いようですが」

「連れが増えたの。料金は払うわ。それでいいかしら？」

「はい、元より貸し切りでございます。問題ございません」

　従業員の男が奥へと声をかけると、慌てたように従業員達が出てきて一斉に頭を下げる。

「うわ、凄すごいな……」

「なーんか、お貴族様になったみたいだよね」

　要の横を歩きながらアリサは笑う。とにかく、こうして要達は宿に到着し……荷物を置くと、宿にオウカと……念ねんの為ためという事でクシェルを置いて、この街の神殿へと向かう事にした、のだが。

「え……？　居ない？」

「はい。もう随分と前になりますでしょうか、旅に出られると仰おつしやったきりで」

　街に存在した神殿の前で掃除をしていた男は、要の問いにそう答える。

「代わりの神官が赴任するわけでもなく？」

　神官が出て行ったのであれば、当然代わりの神官が赴任する。だからこそアリサはそう聞くのだが、男の答えは否だった。

「そう言われましても。私は神官様の居ない間に神殿が荒れるのもどうかと掃除してるだけですし。ああ、街の者で交代でやっとるんですけどね」

　それでは、と頭を下げて去っていく男を見送ると、アリサはハイロジアに視線を向ける。

「……どう思う？」

「つまりは行方不明って事なんでしょうけど。こんな田舎の街だとこういう事も起こり得る……ってことなのかしら」

　三人の視線が向くのは、閉まったままの神殿の扉だ。

　鍵付きの鎖がかけられた扉は、簡単には開きそうにはない。

「まあ、この街じゃ再判定は出来ないってことだよね」

「そうなるね」

「ごめんなさいね、カナメ。こっちの調査不足だわ」

　肩をすくめるアリサと、申し訳なさそうに謝るハイロジアだが……要は「気にしてないよ」と笑う。

「別に俺はランクを上げて見返したいとか、そういう気持ちは無いし。今回は普通に温泉旅行ってことでいいんじゃないかな」

「そういうわけにもいかないでしょ」

「そうよ。万人には正しい評価が与えられるべきよ。勿論、それを周囲にやたらに広めるのは違うと思うけれど」

　本当に気にしていない風の要とは違い、アリサとハイロジアは強くそう主張する。そもそも要としては再判定にはそう拘こだわってはいない。馬鹿にされるのはイラッとする事もあるが、アリサもハイロジアも分かってくれている。それなら問題ないと……そんな風にも考えていたからだ。しかし勿論、アリサとハイロジアはそうではない。

「……でも、神官は居ないんだよね？」

「だね」

「そうね……まあ、今日明日で帰ってくるという話でもなさそうだわ。今回はカナメの言う通りかもしれないわね」

　溜ため息いきをつきながらハイロジアはもう一度閉まった扉へと視線を向ける。

　何処どこかへ居なくなってしまったこの街の神官の無責任さには怒りを覚えるが……それは街に戻ってからでもいいだろうと、そんな事を考える。

「じゃあ、戻ろう」

「そうだね」

「ええ」

　要の言葉に二人とも頷き、歩き出す。

「まさか何かの事件とか……」

「ない、とは言えないけど。私達がどうにか出来る話じゃないかな」

「そうね。街に戻った時に報告する。そのくらいかしら」

　神官がこの街に居ない事は問題ではあるが、大問題というわけでもない。何しろ神官一人居ない程度で不便なことは無く、治安の面でも街にはちゃんと自警団と駐屯の騎士がいる。彼かれ等らが何も捜査していないということもないだろう。まあ、先日の事件の話もあるので「必ずそうである」とハイロジアにも言えないのが辛つらい部分ではあるのだが……。

　だがそうだとして、あの閉じられた神殿の中に神官の死骸があるなどとは要も、アリサも……そしてハイロジアも考えてはいなかった。正しく、今の要達に此処ここで出来ることは何一つとして存在しないのだ。

「……ま、考えすぎって事もあるしね」

「そうかな？」

「ええ、きっとそうよ」

　先日の件のせいで陰謀論に凝り固まり過ぎた、という可能性だって勿もち論ろんある。というか、その可能性の方が大きい。神官がいい加減である事もまたこの前のレシェドの街の神官の件で分かっている。正義の味方でも何でもないのだ。一々事件だと決めつけて、せっかくの温泉の楽しみをふいにする事もない。そんな思考が自然の内に働いて、アリサ達は要をぐいと押して神殿の敷地を出ていく。

　元々然さ程ほど大きい街でもない為、神殿の敷地を出れば観光地としての街の側面が再び顔を出す。露店こそないが、街の建物はほとんどが売店を併設した宿屋だ。古びてはいるが昔情緒といっても通用する類のそれらには観光客らしき者達の姿もちらほらと見受けられる。

「知る人ぞ知る名湯……みたいな感じなのかな」

「かもね。でもまあ、魔力成長の効能なんてのがあるんだったら、もっと繁盛してていいはずだから……それについては、やっぱりガセなんだろうね」

「そうなのかな？」

「まあ、そうね。そんな効果が本当にあれば私に伝わっていないはずがないもの」

　アリサの言葉に「秘湯ってそんなものじゃないかな」と思いながら首を傾げる要だが、ハイロジアが即座にアリサの意見を肯定する。

　秘湯、秘境とは言うが有用なものであれば大抵は王家に連絡が来るし、そうして認定がされれば保護の為の補助金や騎士団の派遣もあるのだから報告しないはずがない。そうしたものがない、あるいはハイロジアが知らないということは……効果が無く却下されたか、客寄せの誇大広告かのどちらかということだ。

　そしてそれは、ハイロジアも最初から計算に入れていた事ではある。

「まあ、いいじゃない。今日はゆっくり温泉を楽しむ。それが一番だと思うわ」

「うん、そうだね」

　腕を絡めてくるハイロジアに要も頷うなずき、アリサが少しムッとした顔になる……が、近くの店で売っているものに目を付けると要の腕をとって走り出す。

「あ、ほら見てカナメ。温泉宝珠だってさ。何かな？」

「へ？」

「あ、ちょっと！」

　ついでに引っ張られる形となったハイロジアが抗議の声をあげるが、アリサは気にした様子もなく。店主はその様子にカラカラと笑いながら要達に「いらっしゃい」と挨拶する。

「どうだい？　ユノハナ名物の温泉宝珠だよ」

　言われて要達は店先に並べられたものを見る。それはツルリと綺き麗れいに表面が磨かれた石……のように見えた。確かに見た目が宝石のように綺麗なものもあるが、ただの丸い石にしか見えないものもある。アリサやハイロジアだけでなく、要の基準でも「宝珠」とは言い難がたい。

「えっと……石じゃなくて宝珠、ですか？」

「ああ、そうだよ。まあ石っちゃ石だから財産的な価値を求められても困るんだけど、ユノハナの温泉で磨かれた石だからね。魔力成長の力が染み込んでるかも……ってわけさ」

「あー、なるほど」

　神聖な場所のパワーを持って帰るみたいなやつなのだろう、と要は納得する。そう考えると「宝珠」と名付けられているのにも納得がいった。

「どう思う？」

「私はいらないかなあ」

「私も必要ないわね」

「そっか」

　これがアクセサリーの類であれば二人にプレゼントするのもいいのにな……と、要はそんな事を思う。まあ、温泉地のアクセサリーに土産物以上の価値があるのかは分からないし、この世界のお金なんて要はあまり持っていないのだが。

「あ、そうそう。ウチでは買取もしてるぜ？」

　笑いながら次の商売につなげてくる店主に要は強いなあ、と思わず顔を綻ばせる。

「特にアクセサリーとかは高く買い取るぜ。たとえば、使わない腕輪とかあれば」

　腕輪。その言葉に要はピクリと反応して……けれど「うーん、あれば持ってきますよ」と答える。先程のオウカの反応からして、もしこの場に居たら売ると言い出していたかもしれないと……そんな事を思う。

「ああ、頼むよ。特に最近、発掘品でかなり逸品の腕輪が出たって話もあってね。見た目は黄金の腕輪らしいんだが……特に高く買うよ」

「へえ？」

　要同様にアリサもオウカの腕輪を連想したのだろう、初めて興味深そうな表情で店主へと話しかける。

「それって、どんな人が発掘したのかな」

「さあ。俺が聞いた時には黒髪黒目って話だったけどな」

　言いながら店主の目は要に向けられている。店主が言っているのはほぼ間違いなくオウカだろうが……腕輪という名目でトゥーロがオウカの行方を探っているのか、単純に腕輪の話なのかまでは判別がつかない。

　結局売るものがあるわけでもなく、要達はそのまま店を出ていく。

「ね、カナメ」

「ん？」

　いたずらっぽい笑みを浮かべてくるアリサに、要は少し嫌な予感がしながらも顔を向ける。一体何を言おうとしているのか。そう思う要にアリサはくふふっと声を上げて笑う。

「ひょっとして……私達に何か買おうとしてくれてた？」

「えっ、あー……まあ」

　隠す事でもないかと要は頷くが、その反応が面白かったのだろう、アリサは要の肩をツンと突つつく。

「やっぱりね。そんな顔してたもの」

「そんな顔……え、そんなに分かりやすかったかな」

「まあ、そうね。あのお店で買われても、ちょっと困ったかもしれないけど」

「ハイロジアまで……」

　それなりにポーカーフェイスのつもりだったんだけどな……と要は少し落ち込むが、そんな要にアリサは「気にする事ないよ」と笑う。

「勿論気持ちは嬉うれしいよ。でもね、関係ってのはモノで表すものじゃないから。そういうので気持ちの重さを測るような人には、カナメにはなってほしくないかな？」

「気持ちの重さ……」

　なるほど、確かにモノで繫つながる関係というのは寒々しいものだろう。それが気持ちを測る基準になるのであれば、一番誰かを愛しているのは世界一の大富豪ということになる。

「そういうつもりじゃないのは、勿論分かってるよ。でも、私はそういうのは要らない。それは覚えといてね、カナメ」

　歩き出す三人は恋愛関係……というには少し足りないが、仲の良い姉弟きようだいというには足りるような、そんな雰囲気を醸し出す。それはある種微笑ほほえましいものではあるが……当然の如ごとく、気に入らない者もいる。それを証明するかのように響いた声は、せっかくの楽しい気分を台無しにするには充分すぎるものだった。

「お、アリサじゃねえか。こんな所で何してるんだ？」

「げっ……」

　聞こえてきた声に、アリサは嫌そうな顔になる。

　親しげに声をかけてきたその男は、要の倍以上に大きく、腕も丸太のような……一言で言えば大男といった風の男だった。

　その身体からだに纏まとうのはよく手入れされた金属鎧よろいで、背中にはこれみよがしに大剣が背負われている。短く刈り上げた短髪は男の持つ粗野な印象を底上げしていて、しかし男の大きな声に振り向いた通行人の何人かが「おおっ」という声をあげる。

「あれって『剛腕』リンゲルじゃねえのか」

「マジかよ。『剛腕』っていやあ、ロックゴーレムを正面から叩たたき斬ったっていう……」

「アルハザールの……それも上級セラトに近い中級ミルズだって話だろ？」

　聞こえてくる自分を称たたえる話が気持ち良いのだろう、リンゲルの鼻の穴が少し大きくなっているのをアリサは気持ち悪いものを見る目で見ている。

「いやあ、困っちまうよな。有名人は辛いぜ」

「……で、何か用？」

「おいおい、つれねえな。いつも言ってるだろ？　俺の相棒になれよ。こんなとこで会ったのも運命ってもんだ、これを機に仲良く……って、ん？」

　アリサを庇かばうように立った要にそこで初めて気付いたかのように、リンゲルは要を訝いぶかしげな目で見る。

「……なんだガキ。俺のアリサに何の用だ」

「事情は知らないけど、アリサが嫌がってる。やめてくれ」

「ハッ」

　要を鼻で笑いながら、リンゲルは要の腕に嵌はまった最下級アザルの腕輪に目をつける。

「レクスオールの最下級アザル……か。温泉で多少魔力をあげたくらいじゃどうにもならねえと思うぜ？」

　レクスオールの最下級アザル。わざわざ周囲にそれを喧けん伝でんするかのような大声に、周囲からは失笑や同情の声が漏れ出てくる。またか、と要は思うものの……そんなものに意味がない事は要自身がよく理解している。

「おいアリサァ。こんなのと一緒にいるくらいだったら俺の方がいいって。このガキはダメだ。一目で分かる、保証するぜ」

　言いながら、リンゲルの目はハイロジアにも向けられる。

「そのガキを介護したいなら、そっちの姉ちゃんがいるだろ。お前は俺と来いよ」

　このリンゲルという男とアリサがどういう関係なのかは要には分からない。

　けれどリンゲルの言葉は要だけではなくハイロジアをも侮辱しているし……何よりアリサが嫌がっている。それが許せなくて、要は一歩進み出ようとして。

「悪いんだけどさ」

　その要の肩を押さえて、アリサが前に出る。

「私、アンタが嫌いなんだよねリンゲル。無駄にデカいしドンくさいし汗臭いし。おまけに腋わきから腐臭が漂ってくるし。そんなので私誘うなんて、人生ナメてんの？　多少はカナメを見習いなよ、『剛臭』リンゲル」

　言いながら、アリサは要を引き寄せてスン、と鼻を動かす。

「お、おいアリサ……！」

「大丈夫、カナメはちゃんといい匂いだよ」

「そうじゃないだろ……っ」

　何処どこからツッコめばいいのかも分からずに、要はそう叫んでしまう。今のがアリサの挑発である事は分かっているが、全く穏便に済ませる気のないケンカ腰だ。どう収めればいいのか必死で考える要の肩を、アリサは優しく叩く。

「前にも言ったでしょ？　こういうのはね、話すだけ無駄。力ちから尽ずくで黙らせないと」

　その言葉にハイロジアが要の背後で大きく溜ため息いきをつくのが要にも分かる。

　確かにこのリンゲルという男相手に「話し合いが無意味」な事くらいは充分に理解しているし、そうだろうなという予感もあった。それでも説得を試みたのは、要の元々の性格だ。しかし要が理解できていなかったのは、アリサの性格だ。

「それにね、私怒ってるんだよ。可愛かわいい弟を馬鹿にする奴やつは、問答無用でブチのめす。そう決めてるんだよね……！」

「言うじゃねえか、アリサァ……！　俺とマジでやるってんだな!?」

　拳を鳴らすアリサに、リンゲルもその大きな拳を握る。体格差の激しい二人……しかも片方は有名冒険者の『剛腕』リンゲルだ。どんな派手な立ち回りが始まるのかと周囲の野や次じ馬うまが声をあげるが……そのアリサを、要が腕を伸ばして引き寄せる。

「アリサ、それなら……俺にだって戦う理由がある」

「カナメ？」

「俺だって……アリサとハイロジアを馬鹿にされて怒ってるんだ。俺の事はどうでもいい。でも、二人の事は許せない。だから、此処ここは俺が……男の俺が戦わなきゃ」

　もう、後はケンカするしかない。確かに冒険者ギルドでアリサの言った通りだな……と思いながら要は見み様よう見み真ま似ねのファイティングポーズをとる。

　暴力で物事を収めるのは良くない。そんな当然のことは理解した上で要は拳を握る。

「構えは一丁前じゃねえか、だがよ……！」

　言うと同時にリンゲルは一気に距離を詰める。その鈍重そうな身体からは想像もつかぬ速さは一瞬前までリンゲルがいた場所に土煙を残し、その筋力で走るというよりは跳んだ事を明確に語っていた。当然要の細く小さな身体など吹っ飛ばされるだろうと誰もが予測した矢先……しかし、野次馬達は、「それ」を見た。

「う、そだろ……」

「今のを、避よけた……？」

　開始合図があるわけではない。ほぼ不意打ちに近いタイミングと速度のリンゲルの突撃と、その太い腕から繰り出された打撃は……まるで「見えていた」かのように要に回避されていた。

「今のは……」

「……中々上手い目の使い方をするものです」

「あんたが教えたの、クシェル？」

　観客の中で唯一見えていた二人……アリサとクシェルがそう囁ささやきあう。

　今の一瞬、要は瞬間的に弓神の魔眼を発動し、魔力の流れで攻撃が何処に来るかを予測したのだ。恐らく正面に居たリンゲルですら気付いていなかったであろうその瞬間にアリサは違和感を抱き、クシェルは同じ魔眼遣いとして予測をたてた。それでも初見であれば分かっていても引っかかるかもしれないと二人は思う。それ程までに見事なものだった。

「避け、た？　俺の拳をか……？」

「その程度じゃ当たらない。いくらやっても無駄だ」

　多少のハッタリを込めながら要はそう告げる。実際にやるのは初めてだったから少しドキドキしてはいるものの、何故なぜか「出来る」という確信はあった。

　恐らくアリサのように魔法による推進力を混ぜてきたり、クシェルのように動きが読めなければ成功率は多少下がっていただろう。だが、この程度であれば問題ないと確信できた。

　あとは、あの男に如何いかに要の細腕でダメージを与えるかだが……と、そこまで考えた時。リンゲルは長い……長い溜息をつく。

「そうか。多少動けるみてえだが……そうか、それで勘違いしちまってるんだな」

「……どういう意味だ」

　スッと目を細めるリンゲルに、要はファイティングポーズを崩さぬまま問いかける。パワーの事を言っているのであれば、確かに要の純粋な筋力はリンゲルに劣っているが……それが全てではない。しかしリンゲルはまるで勝敗が決まっている勝者の如ごとき態度だった。

「こういうことだよ……マギノギア、オン」

「うわっ！　マギノギア出しやがったぞ！」

「しかもアレって……」

　光と共に、リンゲルの手の中に巨大な剣が収まる。分類でいえば巨大剣……クレイモアと呼ばれる類のもの。アルハザールに属するマギノギアの中でも、特に憧れられるものの一つ。

「戦神の岩斬剣……！　初めて見たぜ俺！」

「やっぱりすげえな！」

　そんな無責任な歓声が飛び、それにリンゲルは自慢げに手を振って応えてみせる。だが……その直後、アリサの怒声が響く。

「リンゲル！　喧けん嘩かでそんなもの出すとか……どういうつもり!?」

　マギノギアは遊びで使うものではない。一部のものを除けば必殺の意思を込めたものがマギノギアであり、リンゲルの出したような強力なものであれば猶なお更さらだ。

「場合によっちゃあ、私が相手に……！」

「アリサ」

　だが、その言葉を要が止める。

「大丈夫。任せて」

「カナメ……？　でも、マギノギアに対抗するってことは」

「殺し合いにはならない。大丈夫、俺を信じて」

　要がドラゴンを倒したという話はアリサも聞いているし、ここに来る途中の戦闘も見た。確かに要は勝てるかもしれない。けれど……それは「殺し合い」だ。だからこそアリサは止めたいのだが……自分を信じてほしいという要の言葉に、動くのを躊躇ためらってしまう。

　ここで動く事は、要を信じないということ。それが分かっているから、アリサは動けない。

　けれど、要の今後を思えば……。

「……いいのかあ？　お前、真っ二つだぞ」

「やってみろよ。お前なんか、怖くない」

　青筋を浮かべるリンゲルと、構えを解かない要。その勝敗は、野次馬達からすれば明らかすぎるものだった。全身鎧の人間を遥はるかに超える防御力を持つゴーレムを叩き斬るリンゲルのマギノギアを、要が防げるはずもない。それこそ、同程度のマギノギアを使わなければ絶対に、だ。

「アレが出たってことは……死ぬな、あのガキ」

「別にいいじゃねえか、レクスオールの最下級アザルだ。神に愛されてねえガキの一人くらい、いい余興げぶっ！」

　いい余興だ、と言おうとした男が近づいてきたアリサのビンタで張り飛ばされる。

　スナップの効いた一撃は男を地面に転がすが、他の男達が驚いたような声をあげる。

「な、何しやがる……ってお前、あのガキの！」

「どうもこんにちは、姉さんだよ。じゃあ死ね」

「ぎゃー！」

　乱闘にもならない一瞬で男達は殴り倒されるが、そこでアリサは止まらない。殴り倒した男達をそのままに叫ぶ。

「カナメ！」

　何を言うべきか。何を言えばいいのか。悩んで、悩んで……アリサは、ぐっと拳を握る。

「姉さん、信じてるからね！」

　その言葉に、要とリンゲルは別の意味で笑う。

「姉さんだあ……？　さっきから言ってたが、どういうアレだお前」

「俺もちょっと不本意なんだけどな。でもまあ……」

　言いながら、要は不敵な笑みを浮かべ手招きする。

「こっちの準備は充分だ。かかってこいよ」

「上等だあ！　ヒラキになって後悔すんだな！」

　ゴウ、と。響く風切り音に誰もが凄惨な光景を想像する。一部の者は思わず目を瞑つぶり、一部の者は暗い笑みを浮かべて。数瞬後に、その誰もが目を見開く。

　バヂンッという音。弾はじかれる巨大剣。素手のはずの要が、不可思議な音を立てて巨大剣を……マギノギア「戦神の岩斬剣」を弾いていた。

「な……」

「あ……」

　声が出ない。誰もが声を出せない。出せるはずもない。今何が起こったのか、誰も理解できないのだ。そして、当事者であるリンゲル自身すら理解できずに声を失っていた。

　弾かれた。自分のマギノギアが、何でも叩たたき斬ってきた剣が。一体何が。強力なマジックアイテム？　だとすれば、そう連発できるはずもない。

「があああああああああああああ!!」

　獣のような咆ほう哮こうをあげ、リンゲルは戦神の岩斬剣を振り回す。バヂンッ、バヂンッと響く音が癇かんに障る。防がれている、弾かれている。何故、何故、何故！

　理解できないからこそ「当てれば勝てる」という妄想にとりつかれ、リンゲルは滅め茶ちや苦く茶ちやに戦神の岩斬剣を振って……しかし、聞いてしまった。

「……理解できたぞ」

「なにがだあああああああああああああ！」

「矢作成クレスタ・岩斬剣の矢ロツクキラーアロー」

　声が、響いて。リンゲルは、自分の手の中から岩斬剣が消失した事に気付く。

　思わずバランスを崩し、無様に転び……即座に起き上がった後、信じられないものを見る目で自分の手の中の喪失を確認する。

　要の手の中にあるのは、一本の矢。あんなものをいつの間に。いや、そこではないとリンゲルは矢の事を一瞬で思考の外に追い出す。

「テメエ……何を、一体何をしやがった！　俺のマギノギアに何をした!?」

　周囲に弾かれたのかとリンゲルは見回し、たまたま視線の先に居た野次馬達が俺じゃないと言うかのように首をブンブンと横に振る。

「こういうことだよ」

　要が、矢を地面へと落とす。その矢の先が地面に触れたその瞬間、地面を貫きながら岩斬剣がその姿を現す。

　地面を砕くその音に、その姿に……野次馬達は悲鳴にも似た声をあげる。

「あ、ありえない……！」

「魔法か!?　魔法でマギノギアを……！」

「そんなわけがあるか！　マギノギアだ、神の武具だぞ!?　きっと何か……！」

「うるせえええええええええええ!!」

　野次馬達の声を、リンゲルの一喝が黙らせる。一番混乱しているのはリンゲルだ。

　ありえない、の一言がグルグルと頭の中を駆け巡り、全身を嫌な汗が流れていく。

　こんなのはトリックだ。きっと何か幻術の魔法だ。そう自分に言い聞かせながら、リンゲルは地面に刺さった「自分の岩斬剣」に触れて。バヂンッという拒絶の感触と共に手をひっこめた。

「な、あ……？」

　信じられないものを見るような目で、リンゲルは岩斬剣を見る。自分のマギノギアが、自分を拒否した。そして、目を見開くリンゲルの目の前で……要が、岩斬剣を地面から引き抜く。

「結構軽いんだな。まあ、普通の武器じゃないしなあ」

「……おい」

　もはや誰もが完全に言葉を失う中で、リンゲルがかすれた声をあげる。

「違うだろ。違うだろオイ。それは俺のマギノギアだろうがよ」

「ああ。これは俺のマギノギアじゃない」

　ついでに言うと、「これ」はマギノギアですらない。リンゲルのマギノギアを構成する魔力を要が制圧して創り出した、矢の効果で一時的に出現している剣。だが、そんな事がリンゲルに分かるはずもない。

「返せ……返せクソがあああああああああああ!!」

　素手のまま殴りかかるリンゲルの動きからは完全に冷静さが失われ……もう、弓神の魔眼を使う必要すらない。要は、刃やいばを向けないように剣の腹をリンゲルへと向け……思いっきり振り抜き殴り飛ばす。

　変な声をあげながら吹き飛ぶリンゲルは、そのまま地面に転がり……大の字で白目をむいて気絶する。それと同時に要の持っていた巨大剣も消え、野や次じ馬うまからしてみればリンゲルが気絶したから消えたかのように見えた。

「す、すげえ……」

「あんな真似まねができるなんて……まさかあの最下級アザルの証あかし、そう見えるだけの別物なんじゃねえのか？」

「ああ、きっとディオスの祝福を受けた大魔法士に違いない……でなきゃ説明がつかねえよ」

「いや、俺はレクスオールの」

　言いかけた要の声は、大歓声で搔かき消されてしまう。勝者を称たたえる声が響き、時折魔法神ディオスを称える声が混ざる。

「カナメ、やったね！」

「アリサ……でもこの騒ぎ。ちょっとやりすぎたかも」

　控えめに見ても大騒ぎだ。自警団が飛んできてもおかしくはない。抱き着いてきたアリサを照れたように引き離し……しかし次の瞬間にはアリサが要の頰ほおにキスを落とす。

「お、おいアリサ……！」

「姉さんからご褒美！　ほんっと頑張ったね！　もう一つ欲しい？」

「人前でそういう事するの、ほんとどうかと思うな俺は！」

　勝者に贈られたキスに野次馬達が更に沸く中、笛のような音が鳴り響く。

「煩うるさいぞ、何の騒ぎだ！」

　走ってきたのは揃そろいの装備に身を包んだ自警団の面々だ。自警団は野次馬をかき分けると、その中心に居た要と、要に抱き着いてもう一つキスをしようとするアリサを確認し……渋い顔で頷うなずく。ちなみにリンゲルは野次馬に冒険者と思われる連中が多かったせいだろう、人の壁による連携で見事に路地裏に押し込まれている。

「……ユノハナは観光地だ。あまり煩うるさく言うつもりはないが、度が過ぎるようであれば投獄も有り得るからな」

「いえ、そういうのじゃ……すみません」

「うむ」

　素直に謝った要に自警団の男は再度頷くと、アリサにも視線を向ける。

「お前もだ。あまり男に恥をかかせるような真似はするな」

「姉と弟のコミュニケーションにあまり口出ししてほしくはないんですけどねえ」

　その言葉に自警団の男は軽く目を見張り……誤魔化すように咳せき払ばらいをする。

「似てな……いや、事情は人それぞれだな」

「そうそう。ね、カナメ」

「だから人前ではやめろって……！」

「人前じゃなければいいんだ？」

　顔を近づけるアリサを押し返す要……その寸劇にも似た状況に、自警団の男は今度は少し大きな咳払いで中断させる。

「ともかく！　程々にしておくように！」

　そう言って隊長格らしい男はやってられるかという風に他の自警団の仲間と共に去っていき、残った一人の自警団の男が要を見て「ふむ」と頷く。

「なるほど、レクスオールの最下級アザル……面倒事も多いだろうな」

「ええ、まあ」

「当然の事だが、我々はそんな事で差別はしない。ここの温泉は魔力を上げるという伝説もあるしな。神官殿が少し旅に出ているので再判定は今は出来ないのだが……まあ、そこは許してほしい」

「あ、そうなんですか」

「ああ。もうそろそろ帰ってくると思うのだが……しっかりとした時期まではな」

　まるで初めて聞いたという風に振る舞う要に自警団の男は頷き、敬礼して去っていく。

　なるほど、やはり神官の件が事件だと思うのは考えすぎだったらしい。

　そんな事を考える要の背中に、ぼふっと誰かが抱き着く感触がする。

「ふふーん、カナメ。それにしても、中々冒険者らしくなってきたじゃない。姉さん、嬉うれしいなあ」

「だからアリサぁ……いい加減にしてくれよ」

「なぁに、褒めてるんだよ？」

「それは分かるけどさ」

　嬉しそうに言うアリサに要がそう返せば、アリサは何度も頷いてみせる。

「さっきの啖たん呵かの切り方もそれなりだったよ。理想は自警団が来る前に自分で全部片づける事だけど」

「そ、それはどうだろう」

「そうよ、それじゃ野蛮人だわ。ていうかアリサ、いい加減離れなさい」

「やだ。それに、ああいうのは力がモノを言うんだよ。カナメは分かるよね？」

　大股でやってきてアリサを引き剝はがそうとするハイロジアに抵抗しながら、アリサはそう返す。

　話を振られてしまった要はどっちの味方をするのかという選択に放り込まれてしまったのを自覚しながら「えーと……あはは」と誤魔化そうとする、がアリサには通用しない。

「誤魔化そうったってダメ。分かるよね？」

　抱き着かれたまま頰を指で突つつかれ、要は冷汗を流す。どうやら選ばなければ逃がしては貰もらえないらしいと理解したのだ。

「まあ、分かるんだけど……でも、確かになんでも力で解決するのは野蛮だとは思うよ」

「思いっきり力で解決したくせに？」

「うっ、それは……まあ。それを否定するわけじゃないから。それに、たぶんアレが一番穏便な解決だったと思うんだよな」

　実際、レクスオールの力で解決している。それを選んだのは要だが、同時にそれが野蛮だと思うくらいの理性もあった。

　そしてこの答えで二人が納得してくれるだろうかという不安もあったのだが……アリサとハイロジアは意外と何も言ってはこない。それが逆に不安になって要は「えーと……？」と二人の反応を探ってしまう。

「うーん……私からすれば甘いけど、まあ。カナメらしいっちゃ、らしいのかな？」

「そう？　私は好きよ。情を残し、されど苛烈を排せず。上に立つ器だわ」

　どうやら納得して貰えたらしい。ホッとする要だったが……きっと、また似たようなことは起こると思っていた。レクスオールの祝福、そして最下級アザル。その両方が揃った要は、分かりやすい「下」の存在なのだろうと要は思う。

　けれど……今の要に、そんなものは気になる事でも何でもなかった。

　そうして油断していたからだろうか。リンゲルが押し込まれた場所とは別の路地裏から要達を見ていた者が居たことに、気付けなかった。

「……レクスオールの最下級アザルと……その取り巻きの女二人、か。街中でイチャつくとは、中々の腑ふ抜ぬけ。なら大した事もあるまい。強硬手段でもよさそうだ、な」

　そう呟つぶやいて、その何者かは消えていく。その不穏な言葉を、闇の中に溶かしながら。




　　　　☆★☆




　宿屋にも色々売りがあれど、湯あみ白鳥の翼亭は温泉宿の名の通り、温泉が売りである。特に全て貸し切りとなったこの宿では、その全ての温泉が要達専用ということになる。

　具体的には幾つか用意された特別室の個人風呂、そして男湯と女湯の大浴場が全て貸し切りということだ。そして大浴場を独り占めとなると、入りたくなるのが当然というもの。

　広い男湯の露天風呂に浸つかり、要は大きく息を吐く。

　高い壁で囲われた露天風呂はそれでも広さのせいか閉塞感は一切なく、他に誰も客が居ないという状況が要にこれ以上ないくらいの解放感を与えていた。

「あー……広いっていいなあ！」

　別にパーソナルスペースが信じられないくらい広くて他人と一緒が耐えられないとかいうわけではないが、広い風呂を独り占めというのは一種の贅ぜい沢たくとして要の中にあるものだ。今回は王族だというハイロジアの財力によって叶かなえられた……勿もち論ろん要が望んだわけではないがそれはさておき、とにかく一つの夢が現実となった形だ。要は温泉の縁へりに背中を預けると空を見上げ、ぽつりと「ああ、そうだなあ」と呟く。

「ハイロジアには感謝しないと」

「あら、そういうのは直接言ってくれると嬉しいわね」

　スタスタと入ってきたハイロジアが、桶おけでお湯を汲くみ身体からだにかける。

「まあね。気持ちは直接言葉にしないと伝わらないものだっていうし」

「その通りだと思うわ。秘めたる気持ちなんてものは、秘めたまま永遠に暴かれぬ遺物となり果てるだけだもの。私、そういうのは愚かだと思うのよね」

「でも、そういうのが奥ゆかしさって言う人もいるんだよなあ」

　更に何処どこからか現れたクシェルがハイロジアの身体を手早く、しかし完璧に洗い上げると再び何処かへと去っていく。

「奥ゆかしさ、ねえ。仕し舞まい込んで陽ひに当てぬ事に何の意味があるのかしら？　カビが生えるか腐れて面倒なものに成り果てるか。それとも、戦わずして滅びる美学？」

「う、うーん。そんなものじゃないと思うけど。むしろ……」

　とぷん、とハイロジアの足が湯に浸かる。スイスイと移動して要の横に座り、小さく……けれど艶を感じさせる息を吐く。

「むしろ？」

　そして、そこでようやく温泉の温かさでぼーっとしていた要の頭が覚醒する。

　何故なぜ、間違えた？　女湯？　ヤバい。そんな連想ゲームのような思考が要の中を駆け巡り、全身から血の気が引く音が聞こえてくる。

「ご、ごごごごごご、ごめん！　俺間違えた!?」

「間違えてないわよ」

　立ち上がろうとした要の腕をハイロジアが摑つかみ、湯の中へと引き戻す。

「分類上は男湯だもの、此処ここ」

「だよな!?　え、ならなんで」

「ふふ、可愛かわいい反応。でも落ち着きなさい？」

「え、いや。落ち着くって……ええっ？」

　むしろ何故ハイロジアは落ち着いていられるのか。反応が逆じゃないのか。そんな事を考えながら要は必死にハイロジアから目を逸そらす。

　良く磨かれた岩を見て心を落ち着け、要はようやくマトモに会話できるだけの思考力を取り戻す。

「……なんで此処にいるんだ？」

「なんでって。折せつ角かくの貸し切りだもの。一緒に入りたいと思うのは普通でしょう？」

「いや、此処男湯だし……」

「貸し切り状態で男湯も女湯もないと思うのだけれど。それとも、女湯で一緒に入りたかったのかしら？」

　カナメがそう言うのであればやぶさかではないわね、と言うハイロジアに「違うから」と要は必死で否定する。

「ていうか、そうじゃなくて！　なんかこう恥じらいとか」

「そんなに見られると恥ずかしいわ？」

「見てないから！」

「見てもいいのに」

「もういい、出る」

「いいから」

　再び湯の中に引き戻されて、要は少し不ふ貞て腐くされた様子になる。

「……からかいにきたのか？」

「一緒に入りに来たって言ってるでしょう？」

　クスクスと笑うハイロジアに要は複雑なものを感じつつも、仕方なく……とにかくハイロジアの方を見ないようにしながら湯に浸かる。

　なにしろ、服の上からでもハッキリと分かるほど豊満な……そして美しい身体を持つハイロジアがお風呂の中で自分の隣にいるのだ。

　意識するなというのは無理だし、さっきほんの少し見てしまっただけで、隠しようがないくらいに顔が赤く、心臓がドキドキと跳ねる音がするのだ。

　今僅かに触れ合っている肩。たったこれだけの接触で、要の頭からは冷静さが全て消えてしまいそうになる。

　なんとか理性を総動員して耐えている状況。それがまさに「今」なのだ。

「こういうの、良くないと思う」

「あら、どうして？」

「男女で一緒にお風呂って、恋人とか夫婦でやるものだと思うし」

「なら問題ないじゃない。私はカナメと恋仲になるつもりだもの」

「ごほっ!?　ま、またからかって！」

　咳せき込こむ要にハイロジアはクスクスと笑いながら身体を寄せる。

「からかってないわよ。私は本気。カナメと恋人になって、夫婦になる。そのつもりよ？」

　恋人、夫婦。今の状況で聞かされるにはあまりにも刺激的な言葉に、要の混乱は最高潮になる。ひょっとして、もう少し触れてもいいのだろうか。そんな不ふ埒らちな考えに流されそうになって、要は石のように動かない事で理性を取り戻そうとする。

「な、なんでそんな」

「なんでって。貴方あなたがあの夜、レッドドラゴンを倒した日の事。あんな鮮烈なものを見せつけておいて、惚ほれるなっていうのが無理よ」

「それは……いや、俺はそんな事の為ためにやったわけじゃない。アリサを助けたかっただけなんだ」

　そう、あの時の要の考えていた事はただ一つ。アリサを助けたかった。ただそれだけの事だった。モテたいとか惚れてほしいとか、そんな事は何一つ考えていなかった。

「でしょうね。でもね、そんなの関係ないのよ。私はね、強い男が好き。勿論性格がクズな奴やつは論外だけど、貴方はその点でも合格よ」

「……強いだけなら、俺じゃなくたって、他にも幾らでもいるんじゃ」

「たとえば？」

　言われて、要は考え込む。他に幾らでもいるとは言ったが、要はこの世界で「強い」と言えるような人物をほとんど知らない。アリサは同性だし、レヴェルも同様。となると……。

「トゥーロ……とか？」

「ハッ、冗談じゃないわ」

　それしかないが故に口にした名前を、ハイロジアは一秒かからずに却下する。

「よりにもよってトゥーロ？　面白い冗談ね、カナメ」

「え、そんなにダメな答えだったのか？」

「ダメよ、落第。オウカの事が頭にあったら、そんな事言えないはずよ？」

「うっ……ごめん」

　そういえばオウカはトゥーロのハーレム要員にされかかったあげく逃げてきたんだったかと要は自己嫌悪する。そんな男を例に出すのは、やってはいけなかった事だ。

「そうだよな、ちょっと無神経だった」

「そうね、気を付けなさい」

「……ああ」

　少し落ち込んだ様子の要を見て、ハイロジアはクスリと笑う。

「本当に素直な子ね、カナメは」

「素直って……褒めてるの？」

「ええ、これ以上ないくらいに」

　本当に心の底からそう言っているように聞こえるハイロジアの言葉を受けて、要はチラリとハイロジアに視線を向ける。

　ハイロジアの顔にはからかうような色は無く、満足そうな笑みすら浮かんでいる。

　そして視線を向ければ当然湯で火照ったその身体にも目が向いて。瞬間、ハイロジアとバッチリと視線が合う。

「あら、ちゃんと見ていいのよ？　勿論責任は付随するけどその」

「こらー！」

　男湯の扉が開き、大きめの布を身体に巻いたアリサが姿を現す。ハイロジア程のインパクトはないものの、均整のとれたその身体はやはり美しく。しかしそれ以上にアリサに見つかったという正体不明の焦燥が要を襲う。

「うわっ、アリサ!?　ご、誤解だ！　これは違……」

「女湯に誰も居ないしこっちで何か声が聞こえると思ったら、やっぱり！　こぉの毒婦！　私のカナメを誑たぶらかしたな!?」

「あら毒婦だなんてご挨拶ね。風呂での裸の付き合いは互いが分かり合う最上の手段って言葉もあるでしょう？」

「トゥーロの寝言みたいな言葉なんか持ち出してもダメに決まってるでしょ！　大体、姉の私がカナメの事を慮おもんぱかって遠慮してたのに！　それはないんじゃないの！」

　トゥーロを例に出すのはダメなんじゃなかったっけ……とかアリサは「自称」姉だよな……と思いつつも、要はハイロジアとアリサの両方から視線を逸らす。きっと、それを言っても無駄だろうという事くらいは要にも理解できている。

　幸いにも直接責められる事はなさそうだが……なんとなく要は、浮気のバレた男のようなそんな気分になってしまう。

　しかし、自分は此処には居ないと念じながら気配を消そうとしても無駄な努力でしかない。ザバザバと湯を搔かき分け、隣に誰かが浸かる音が聞こえる。というか、アリサだ。要が目を逸らした方向……すなわちハイロジアの反対側に浸かっているのだ。

　何故、どうして。ホワイ。そんな疑問に誰も答えてくれるはずもなく。肩のぶつかる感触が伝わってきて、要の思考は混乱や緊張を超えて悟りの域まで突破してしまう。こんな事、現実にあるはずもない。いや、現実だけど夢だ。いやそもそも、ただ一緒にお風呂に入ってるだけだ。何もおかしいことはしていない。そう自分を納得させて。けれど、そんな浅い悟りでは多少冷静側に自分を引き戻す効果しかない。

「あのさ、アリサ……」

「なに、カナメ」

「……なんで横に来るんだ？」

　もっとハイロジアを連れて出ていくとか、色々解決方法はあったんじゃないだろうか。いくらなんでもコレはない。自分の理性を試してどうしようというのか。まさか自分を男だと思っていないんじゃないだろうか。そんな想おもいを込めながら聞く要に、アリサは露骨に不満そうな視線を向けてくる。

「そんなにソイツと二人きりがよかったの？」

「え、いや。そういうわけじゃないけど」

　それはそれで耐えきれないかもしれなかった。今の状況はもっと酷ひどいが、艶っぽい態度を見せるハイロジアと二人っきりよりは、いつも通りなアリサも一緒にいた方が安心な……と考えて、そんなはずもないと要は悟ったはずの心が再び混乱してくるのを感じる。

　迫ってくるハイロジアに加え、アリサまで此処にいる。裸の二人にくっつかれて無反応で居られるほど要は枯れていないし、かといってこの状況では逃げられもしない。

「あら残念。私は二人きりがよかったわ」

　茶ちや化かしているのか本気なのか分からない発言をするハイロジアをとりあえずスルーしながら、要は「えーと……」と適切な言葉を探す。

「なんか間違ってると思うんだよ」

「間違ってないよ。弟と一緒にお風呂に入る姉。何一つ間違ってない。違う？」

「字面だと間違ってない気はするけど、倫理的に間違ってると思う」

　コツンと肩をぶつけてくるアリサに要はそう答えるが、正直それ以上の答えは浮かんでこない。

　何度でも言うが、裸の美少女二人にこんな状況で囲まれて冷静な思考を保てるほど、要は慣れてはいないし枯れてもいない。

「間違ってないよ」

「ええ、間違ってるのはアリサ一人。私は間違ってないわ」

「は？」

「何か？」

「仲よくしようよ……」

　自分を挟んで喧けん嘩かを始める二人に要がそう、聞いてはくれないと思いつつも言うと……二人は意外にも「そうだね」「そうね」と了解の返事をしてくる。

「へ？」

「お風呂で喧嘩っていうのも非常識だし、仲良く入らないとね」

「ええ。お風呂では全てのしがらみから解放されるべきだわ」

　一体何の夢かと呆ほうける要の腕が、両側からがっちりホールドされる。

「というわけだから、逃げないように」

「仲良く入りましょうね」

「ええ……？」

　何故なぜそうなるのか。一緒にお風呂に入る事にこの世界特有の何かがあるんじゃないかと考えてしまう要だが、この状況では一歩も動けない。まさか振り切って出ていくわけにもいかないのだ。というか、今までよりも密着されてしまった要の思考は完全にフリーズしてしまう。逃げるという手段は、この時点で完全に要から失われてしまった。

「で、あのオウカって子はどうするつもりなの？」

「そうね。亡命者って扱いでもいいけど、王国民という形で囲った方がいいと思うのよ」

　そして始まる真面目な話……それもオウカの話となれば、要はますます出ていくわけにはいかなくなってしまう。

「その二つって、何か違うのか？」

「違うわ。亡命者はあくまで他国民の保護で交渉の範囲内。王国民にするのであれば、皇国が手を出せば侵略行為という形になるわ」

「ま、要は『うちの国民だから返せ』よりも『お前の所の国民を寄よ越こせ』の方が正当性がないって話かな」

「なるほど……」

　オウカは政治犯というわけではなく、トゥーロの求婚から逃げてきただけだ。そんなオウカがトゥーロの手の及ばない王国民となるのは、要にも非常に合理的な話に思えた。

「でも、間に合うのか？　それに、そんなの聞いてないで連れていかれる可能性もあるんじゃ」

「此処ここに王国の姫がいるのに？　私が認めた時点で国民、その程度の権力はあるわ」

「あ、なるほど……」

「それに『そんなの知らない』は国家間じゃ通らないんじゃないかな。そんなの戦争になるし」

「そうね。流石さすがのトゥーロも今は守るものが大きい。そこまでの無む茶ちやは出来ないはずよ」

　確かに、それであればオウカの安全は確保できるだろうと要は思う。あと懸念があるとするなら、トゥーロのオウカに対する執着がどの程度かだが……それ程ハーレムを増やしているのであれば、そこまで拘こだわりはないかもしれない。

「そっか。なら安心……かな？」

「一応、しばらくは私達が同行して……様子をみて何処どこかの領にでも預ける形になるかしらね」

「それが無難だね」

　頷うなずくアリサと「ええ、無難なのが一番よ」と相あい槌づちを打つハイロジア。こういう話では要はあまり役立てないが故に、頼りになる二人が居て良かったと思う。助けて放置して終わりでは、あまりにも酷い。

「ありがとうアリサ、ハイロジア。俺じゃそんな事出来そうにないし」

「もっと頼ってくれていいんだよ？　カナメ」

「ええ、そうね。依存してくれていいわよ」

「……ええっと」

　同じような事を言ってるはずなのにハイロジアのは何かちょっと違うな、と思いながら要は愛想笑いを浮かべて。

「ていうかカナメ。一応真面目な話だから黙ってたけど、思いっきり押し付けられてるからね」

「……知ってる」

　要の腕に絡みつくハイロジアだが、その胸は要にこれでもかというくらいに押し付けられている。無我の境地だか明鏡止水だかの領域に至るには要には功クン夫フーとかそういうたぐいのものが足りず、意識を半分遥はるかな空へと飛ばす気分になることで理性を保っている状況ではあった。

「こんなに空が綺き麗れいなんだから、そんなことだってあるさ」

「スケベ」

「俺だって意識しないように頑張ってるんだよ！　分かるだろ!?」

「分かんない。カナメのバーカ、スケベ」

「理不尽すぎるだろ……！　ていうかアリサも何してるんだよ！」

　反対側を押さえ込んでくるように要の腕をより強くホールドするアリサに要は声をあげ、アリサはフンと顔を背ける。

「カナメなんか、温泉で煮物になっちゃえばいいんだ」

「訳分かんないぞ……!?　ていうか当た……あ、いや。当たってないな」

　ハイロジアよりは接近していないアリサの、ハイロジアよりも小さい胸は要には微妙に当たらず……しかし余計な事を言った要にアリサの冷たい視線が向けられる。

「……カナメェ？」

「ごめん。今のは俺が完全に悪かった」

「許さん」

　場所が場所なら土下座を敢行したかもしれない要に、アリサはハイロジアに負けず劣らずといった風に絡みつく。

「今のは姉さん怒ったぞ、カナメ！」

「ごめんてば！　頼むからくっつかないでくれよ！」

「ハイロジアを許して何言ってんだこのお！」

「いやそれは明鏡止水の心がうわっ!?」

　男湯と女湯を隔てる壁の向こう。ひょっこりと顔を出したオウカに気付き、ほとんど動けないまま抵抗していた要は声をあげる。

　結構な高さがあるはずだが、まさか登ったのか。そもそも女の子としてそれはどうなのか。色んな言葉が湧いてくるが、今の要には全く説得力がない。何しろ女子二人と男湯で混浴中だ。何を言っても無駄な気しかしない。

「……貸し切りのはずなのに賑にぎやかだと思えば」

「い、いや待った！　誤解だ！　説得力はないけど誤解なんだ！」

「爛ただれてる……」

「違うんです！　まずは説明を！」

　思わず立ち上がろうとした要だが、アリサとハイロジアにホールドされたままなので立つ事すら出来ない。

「ていうか、こっちを覗のぞいてるオウカも相当だと思うけど」

「あ、それは私も思ったわ」

「なんで二人はそんな冷静なんだよ!?」

　今更ながらこの状況の異常さを自覚し、要は叫ぶ……が、当然のようにその声は黙殺されてしまう。

　混浴って、本当は怖いんだな……と。そんな認識を要が抱く羽目になったのは、仕方のない事だろう。




　　　　☆★☆




　温泉でのトラブルはともかく、山菜や肉を中心とした食事は全員が充分に……ハイロジアには少し思うところがあったようだがそれはさておき充分に満足できる内容で、他には何もトラブルが無いままに夜を迎えていた。

　要に割り振られた三階の個室からの風景はそれなりに良く、同じ階にはハイロジア、そして下の階にはアリサとオウカの部屋があった。

　アリサはこの街の冒険者ギルドを見てくると言って出かけているが、ハイロジアとオウカは寝てしまっているのだろう。街の店のほとんども早はや仕じ舞まいをしている為ため、虫や鳥の鳴き声が聞こえてくる程だった。

「……のどか、だなあ」

　温泉の記憶をのどかな記憶で上書きしようと無駄な抵抗をしながら、要は呟つぶやく。

　アリサとハイロジア。要の感覚でいっても超絶美少女である二人に裸で触れられて何も思わないほど要は鈍感ではない。

　たぶん普通以上に好きでいてくれているのであろうことは理解できているし、それを嬉うれしく思ってもいる。特にハイロジアは分かりやすい。たぶん恋愛的な意味で好きと言ってくれているのだろうと思っても自うぬ惚ぼれではないだろうと、そう思ってすらいる。

　あのままハイロジア一人に迫られていたらどうなっていたか、正直要は自信がない。アリサが飛び込んできて色々と有う耶や無む耶やになったことで「結果として何事もなかった」となった感もある。

「……はあ」

　要は、たぶん。たぶんだが、アリサを女の子として好きだ。あの自称姉の少女に、要は自分がかなり精神的に依存していることを自覚している。

　しかし、だからこそ恋愛感情に「たぶん」がつくし、アリサに告白したとて「弟にしか見えない」と言われたら三日は落ち込むかもしれない。だからこそ「告白してから関係をゆっくりと」というのは却下だ。どうするにしても自分の感情を整理しないといけないのだが……だからこそ確実に自分を好きなのだろうと思えるハイロジアにも感情が傾いてしまう。

　正直に言ってハイロジアの事はまだよく分からないが、嫌いではないと思う。しかし、「だからこそ」適当な事はできない。「貴方あなたの事が好きかは分かりませんが付き合ってください」と言うほど要は恥知らずではないし、もしそんな事を言う男が視界に居れば要は殴っているかもしれない。

　お互いに好きだから付き合う。これは要の乏しい恋愛経験において、譲れない一線だった。

　後ろ指をさされない、綺麗な恋愛がしたい。幻想じみた……先程の風呂の事を欠片かけらでも覚えているなら寝言でも言えないような望みではあるが、要は結構本気でそう思っている。

「好きとか嫌いとかって、ほんとに難しいんだな……」

　言いながら、要はひとまずこの件は後回しにしようと夜景に目を向ける。

　考えてみれば、この世界に来てからこんなにのどかな夜は初めてなのではないだろうかと要は思う。

　レシェドの街は夜でも騒がしいところがあったし、窓を開ければ色々な明かりが目に飛び込んできた。しかし、この街は何もない。ただ月と星の光が飛び込んでくるだけだ。

　……けど、その月は要の知っている月とは違う。

「三つの月、かあ」

　赤、青、緑。色違いの月が空に浮かんでいる様子は、要に「此処は自分の知る世界ではない」と再認識させるには充分すぎるものだ。

　レヴェルいわく要は弓神レクスオールの転生体であるらしいが、その割には「レクスオールの記憶」を要は全く思い出さない。

　かつてこの世界に居たことがあるというのであれば、多少は懐かしいものを感じても良いと思うのだが、それすらもないのだ。

　とはいえ、レヴェルの言う「自分がレクスオールの転生体」である事が全くの出で鱈たら目めかといえば、それは違うと今の要は断言できてしまう。

　ペンダントに封印された魔力、そして「矢作成クレスタ」の権能。レクスオールの祝福だけでは説明できない証拠が要自身に宿っているからだ。

「……でも、それなら。この世界の何処かに居るかもしれない『姉さん』は……一体何者なんだ？」

　確かレヴェルは「姉さん」の事をイルムルイと呼んでいたはずだと要は思い出す。

　イルムルイ。新しん堂どう要という名前とは、あまりにも違い過ぎる響きだ。

　要が思い出せることも、あまり多くはない。

　確か元の世界から何処かの世界へ移動して、それから今居る世界に落とされたはずだ。

　そしてレヴェルが知っている相手ということは、イルムルイはこの世界の神の一人……想像するに、恐らくは「レクスオールの姉」であろうという推論が成り立つ。そういった経緯で「姉さん」と呼んでいたとすれば、納得がいく話だった。

「……つまり姉さんは、姉さんであって姉さんじゃない……？」

　言っていてわけが分からなくなってきた要の耳に、扉が開く音が響く。

　部屋の扉ではなく、要の部屋専用の温泉に続く扉の音。一体誰が、と思い振り返った要の視線の先に居たのは……アリサでもなければハイロジアでもないし、ましてやオウカでもない。

「レ、レヴェル……？」

「あら、カナメ。いいお湯だったわよ」

　そう、そこに居たのはいつものドレスのような服装とは違う、薄い寝巻のようなものを纏まとった「死の妹神」レヴェルの姿だった。

　身体からだの線がハッキリと見えるその寝巻姿に、要は思わず視線を逸そらそうとして。

　けれど、まずレヴェルが此処ここにいる異常に気付き凝視してしまう。

「え。な、なんで此処にいるんだ？」

　確かレヴェルには要が此処に来ることは言っていないはずだし、そもそも要達は馬車で来たのだ。まさかレヴェルが馬車と同じ速度で走れるというわけでもないだろう。

「なんでって。今の私の監視対象は貴方だもの。馬車の屋根に居たの、気付かなかったかしら？」

「ええ……？」

　レヴェルが本気で姿を隠したら要にも見ることは出来ない。弓神の魔眼を発動すればどうなるかは分からないが、少なくとも通常の状態では無理だ。気付くはずもない。

「え、じゃあ今まで何処どこに居たんだ？」

「何処でもいいじゃない。それで？　今度は何を悩んでたの？」

「何って、いや、それは」

「悩んでた顔してるわよ。ま、大体想像はつくけど。どうせイルムルイの事でしょ？」

　実は聞いていたんじゃないかというくらいのレヴェルの言葉に、要は頷うなずく。

　余程温泉がよかったのか、いつもの不機嫌そうな様子が消えて優しく微笑ほほえむレヴェルに、要は聞こうと思っていた疑問を口にする。

「……俺と、どんな関係だったんだろうと思って。実はレクスオールの姉だったりしたのか？」

「冗談やめてくれる？」

　怖おぞ気けが立つ、とでも言いたげにレヴェルは自分の両肩を抱きしめる。

「イルムルイとレクスオールが姉弟きようだい関係？　手に負えな過ぎて吐き気がするわ」

「え、そこまで……」

「そこまでのことなのよ。レクスオールに姉も妹も居ないし、イルムルイも同様。というか、あの二人は仲悪かったわよ」

　意外といえば意外過ぎる言葉に、要は思わず呆ほうけたような顔をしてしまう。

「え？　でも、俺の『姉さん』はイルムルイって人なんだよな？」

「私の想像になるけど、恐らくはそうよ。私の知る限りイルムルイってのは親愛の情とは程遠い奴やつだったから、私自身『本当にそうか？』っていう疑問があるのは確かだけれども」

「だったら」

「でも、現状を考えれば貴方の『姉さん』はイルムルイよ」

　だったら違うんじゃないか、という要の言葉をレヴェルは封殺する。

「貴方にこびりついていた魔力、そして私の知らない神が生き残っているのでもない限り、貴方の『姉さん』はイルムルイ以外に有り得ない。仮面の神であるイルムルイがどうやって姉ぶったのかは……想像がつかないわけじゃないけど」

　そこまで言って、レヴェルは濡ぬれた髪をかきあげる。

「でも何度も言ったけど、今の貴方は……」

「分かってる。今すぐ会いたいわけじゃない」

　要はそう言って、レヴェルへと向き直る。

　会いたいという気持ちが消えたわけじゃない。心の中にある暗い感情を整理できたわけでもない。けれど。

「俺が冷静に『姉さん』と話が出来るようになった時、思い出せずに『初めまして』じゃ、あんまりだろ？」

「……かもしれないわね。でも、貴方の記憶はたぶん……」

　たぶん、もう戻らない。その言葉をレヴェルは吞のみ込む。要の記憶の消失。そんな事が出来るのはイルムルイだろう。けれどイルムルイがやった事は恐らく「逆行」による記憶の消去のはずだ。肉体と魂を含めた全てを巻き戻す「逆行」は、恐らくは要の中の記憶の全てを無かった事にしたはずだ。

　断片的にでも要が覚えているというのは……恐らくは、感情があまりにも強すぎて焼き付いているか、あるいは幻のようにチラついているせいだろう。要の心が癒いやされた時にまだ「姉さん」の事を覚えていられるかどうかは……レヴェルには分からない。ひょっとすると、要の中に占められている「姉さん」に対する感情は空白となり、別の誰かに置き換わるかもしれない。むしろ、そうなる確率の方が高いだろう。

「レヴェル？」

　その「誰か」が自分だったら。そんな事を考えて、レヴェルは自嘲するように笑う。

　そんな事になっても面倒なだけだ。それが分かっていても、実に甘美なものに思えたのだ。

「ねえ、カナメ」

「ん？　何？」

「いっそのこと……私を姉さんって呼んでみる？」

「え……？」

　本気か冗談か判断しかねるレヴェルの言葉に、しかし要はすぐに冗談だろうと思い笑う。

「ハハ……レヴェルが姉さん、か。怖そうだな」

「ええ、怖いわよ。弟なんてもった事ないから分からないけども」

　言われて、そういえばレヴェルは「死の妹神」だったよな……と要は思い出す。

　生と死の双子神ルヴェルレヴェルの妹の方、死の妹神レヴェル。確かレヴェルはそういう神だった。

「で、どう？」

「どうって……さっきのは冗談だろ？」

「かもしれないわね」

　そう言って微笑むレヴェルに、要は何と言っていいか分からずに黙り込んで。

　けれど何かを言わなければならないと、口を開く。

「……レヴェル」

「なあに、カナメ」

　何を、何を言えばいいのか。悩んだ挙句に、要は心の中に浮かんだ言葉を口にする。

「恋愛について、どう思う？」

　言った後になんだそれ、と要は頭を抱えたくなるが、口から出た言葉は流石さすがに矢作成クレスタできない。

　レヴェルは一瞬呆気あつけにとられたような顔をしていたが……その表情は、すぐに呆あきれたようなものになる。

「唐突、とは言わないわ。なに、まさか私の事好きなの？」

「……好きか嫌いかでいえば好きだとは思う」

「ふ、ふーん？」

　要の珍しく攻めた返答に視線を逸らしながらレヴェルは髪を指先で巻き付けるように弄いじり……ちらりと、要へと視線を戻す。

「もし私が貴方あなたの事好きよ、って言ったら……ちなみにどうするつもりなの？」

「正直、分からない」

「はあ？」

　今のレヴェルの心境を表すならば「何言ってるんだこいつは」が一番正しいだろう。お互いに好きなのに付き合うかどうか分からない。いや、レヴェル自身が要を好きかはさておいて、そういう話ではないというのだろうか？

　こいつ斬ってやろうか、とレヴェルが剣けん吞のんな考えを抱き始める横で、要は「俺は……」と呟つぶやく。

「たぶん、どうしたらいいか分からないんだ」

「何がよ。何人と付き合えるかって話だったら殺すわよ」

　少しやさぐれた相あい槌づちを打つレヴェルに要は「そんな話じゃない」と答える。
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「俺はたぶん、ある女の子が好きで。でも本当にそうかも分からない。その子は俺を弟扱いするから、そういう意味で俺の事を好きなんだとしたらって思うし。それに、別の子は俺をたぶん確実に好きなんだ」

「ふうん？」

　前者はアリサで後者はハイロジアだな、とレヴェルは確実な予想をつける。何の話かと思えば別の女の話だ。ちょっとムカつくなと思いながらレヴェルは頷く。

「なら確実に好いてくれる女と付き合えばいいじゃない」

「でも、俺はその子の事をあまり知らない。そんな状況で付き合うなんて不誠実だろ」

　そこまで聞いて、レヴェルは大きく溜ため息いきをつく。

　なるほど、完全に理解できた。つまり、要のクソ真面目が発動しているのだ。そう気付くと、レヴェルの中のイライラも少し解消されてくる。

「保留すればいいじゃない」

「保留？　でもそれは」

「不誠実じゃないわよ」

　要の返答に先回りして笑う。そういうことなら、ちょっと弄らせてもらおうとレヴェルは思う。不確定な思春期なのだ。何も問題はない。

「要は、自分の気持ちが分からないのに決着をつけようとするのは嫌だっていう話でしょう？」

「ああ。互いに好きじゃないと、きっと幸せになれないから。捨てたり、捨てられたりっていうのは……嫌だ」

　イルムルイ、あのクソ女。トラウマになってるじゃないの。そんな罵倒を心の中でしながら、レヴェルは要に囁ささやく。

「なら……たっぷり悩みなさい。今の貴方は選択肢が二つだと思い込んでる状態よ」

「それって……二人とは違う人って意味だよな」

「あるいは、ね」

　自分だとはレヴェルは言わない。それはあからさまな悪手だし、そうなりたいと望んでいるわけではない。ないのだ、絶対に。絶対だ。

「貴方も無意識でそれを感じてるのよ。その二人ではないかもしれない。そう思うから二の足を踏むの。たぶんだけどね？」

「……そう、なのかな……いや、でも」

「あくまで可能性の話よ。でも未来の選択肢が限定されてると思うよりは現実的じゃない？」

　もちろん詭き弁べんだ。誤ご魔ま化かしだ。けれど不思議と、要の中にはするりと入りこんでしまう。

　要ようは「後回し」とか「先送り」に近いが、それには全く気付いていない。

「そう、かもな。少なくとも、もっとちゃんと考えないといけない問題だよな」

「ええ、そうね。たっぷり悩みなさい？」

　少しの満足を浮かべたレヴェルの笑みに、要も釣られて微笑ほほえんで。

「……ん？」

　ふと感じた違和感に、ピクリと反応する。何がおかしいのかは分からないが、何かがおかしい。そう感じたのだ。

「今、何か……変だったよな？」

「ええ、そうね。普ふ人じんにしてはそれなりに手て練だれのようだけど」

　レヴェルのその言葉に、要は即座に弓神の魔眼を発動する。窓から外を見ると……物陰に、三人いるのが見えた。

「なんだ……？　襲撃？　だとすると！」

　要は壁際に置いた弓をとると、即座に扉を開けて走り出す。廊下に飛び出して、部屋の配置を思い出しながら階段を飛ぶようにして駆け下りる。そして……開け放たれたオウカの部屋の扉を見た。

「オウカさん……！」

　叫ぶと同時に部屋の中から黒ずくめの男が飛び出してきて太い針のような何かを要に向けて投とう擲てきする。何らかの薬の塗られた針は暗い中では目視が難しい程の速度で放たれ……けれど、弓神の魔眼を発動した要には「見えて」いる。

「矢作成クレスタ・縛り付ける鉄枷の矢アインズジヤツクアロー！」

　針が、要の手に触れる直前で魔力に絡めとられ一本の矢に変わる。それは前回の騒動の中で「素材の把握ミスによる矢作成クレスタの失敗」があった事から学んだ、新しい矢作成クレスタの使い方。

　それが「どのような効能を持つどのような素材のものか」の全てを把握する事を諦め、「どのような素材か」のみかを把握する事に絞った矢作成クレスタ。魔力を完全解放せねば扱いきれぬ矢作成クレスタを、今の状態の要でも充分に扱えるようにする為ための手法。そしてそれは、見事に成功したのだ。

「なっ……！」

　自分の放った暗器針が矢に変えられたという信じ難がたい事態に黒ずくめは一瞬硬直する。

　避よけるのはいい、防ぐのもいい。だがアレは何だというのか。相手の武器を自分の武器に変える……そんな魔法を使えるなどとは聞いていない。

「くそっ、あの無能め！」

　何が大したことのないヒモ男だ、と黒ずくめは偵察役を心の中で罵倒する。

　とんでもない魔法を隠し持っていると分かった以上、下手な手段は使えない。

　自分の中で使える手段を一瞬頭の中で巡らせた黒ずくめだが……それが要に矢を放つ時間を与える致命的な隙となる。

　要の放った縛り付ける鉄枷の矢アインズジヤツクアローをナイフで迎撃しようとした黒ずくめだったが、それもまた悪手。ナイフで打ち払ったはずの縛り付ける鉄枷の矢アインズジヤツクアローはしかし、その瞬間に無数の鎖へと変わって黒ずくめを一瞬の内に縛り上げる。

「が、あ……!?　なんだこれは！」

　濃密な魔力で構成された鉄鎖は黒ずくめに抵抗を許さず、ギリギリと締め付ける。

　魔法？　違う、マジックアイテムを作り出す魔法などあるはずがない。

　そもそもこの矢はマジックアイテムなのかすらも分からない。

　知らない。こんな訳の分からないマジックアイテムなど、知らない。マギノギアだったとしても、こんなものは報告されていない。ならば、一体何が。

「なんなんだ……お前は一体、何者だ……！」

　混乱する黒ずくめの横を走り抜け、要は部屋に駆け込む。そこには……丁度オウカを抱えて窓から逃げようとする別の黒ずくめの男の姿があった。

「むぐー、むぐー！」

　猿さる轡ぐつわを嚙かまされ喋しやべれないオウカが助けを求めて声をあげるが、次の瞬間には黒ずくめの男が窓の外へと飛び降りてしまう。

「くっ……!?」

　開け放たれた窓から外を見れば、そこには縛られたオウカを抱えて走り去ろうとする黒ずくめの男と、その仲間達の姿。此処ここから飛び降りても間に合わない。ならば、一体どうすれば。迷う要の視界に入ったのは、窓際に置かれた鉢植え。それを見た瞬間、要は鉢植えを乱暴に摑つかむ。

「……フン、弓など。当たるような間抜けはいないだろうな」

「当然だ」

　黒ずくめ達は、要を嘲あざ笑わらう。こんな闇の中で矢を当てられるはずがない。

　無駄なあがきだと……そんな余裕を見せる。

　そしてそれは間違いだ。要を足止めしていたはずの男がどうなったかを知っていれば、そんな愚は犯さなかっただろう……結果がどうなるかはさておき、だが……そんな彼かれ等らの心中も未来も今の要には関係ない。要の中にあるのは「オウカをどう救うか」の、その一点だけだ。

「矢作成クレスタ……！」

　必要な性能は二つ。オウカを傷つけてはならない。そして……黒ずくめの男達を同時に射抜かなければならない。鉢植えに使用された土を変換し、要はその全てを達成可能な矢を創り出す。

「追い縋る猟犬達の矢ウル・デイエロスアロー！」

　放つと同時に矢は無数の小さな矢に分裂し、闇に隠れた黒ずくめ達を追う。

　追い縋る猟犬達の矢ウル・デイエロスアロー。要がこの矢を放つならば、一度でも敵を視認していればそれで事足りる。あとはもう、たとえ要の視界から逃れようと関係はない。防御無効化のような性能こそ無いが、猟犬が獲物を追い詰めるかのように……それこそ世界の果て、空の果てまで逃げようと追い続ける。故に、この矢から逃亡は不可能。

「ぐあっ」

「ぎゃっ」

「うぐっ」

　闇に消えようとした男達を追い縋る猟犬達の矢ウル・デイエロスアローが貫き、オウカを抱えていた男が転倒する。

「むぐー!?」

　猿轡を嚙まされていたオウカが落下する恐怖に叫んで。

「跳躍ジヤンプ！」

　ドン、と響いた音と共にアリサがオウカを摑んで「前」へと跳んでいく。凄すさまじい勢いのままアリサは前方へと跳び、地面に跡を残しながら丁度宿の入り口前で停止する。

「ビックリしたあー。何これ。どういう状況？」

「くそっ、有り得ん！　俺達が、こんな！」

「あの矢をまた撃たれたら……くそっ、退ひけ！」

　足を射抜かれた男が逃げようと足を引きずりながら叫ぶ。

　有り得ない。あの矢は確かに自分達を追いかけてきた。確かあの男はレクスオールの祝福持ち……それも最下級アザルのはず。それが、こんな強さを持っているなど！

　だが、今は逃げなければならない。逃げて、この事態を伝えねばならない。

　そう考えて……しかし、周囲で意識を失い倒れていく仲間達を見て目を見開いて。次の瞬間には、男もまた意識を失い倒れていた。

「……助かりました。正直、私一人ではお嬢様の護衛をしながらでは捕縛と救出のどちらかは諦めざるを得ませんでしたので。流石さすがはカナメ様……といったところですか」

　そこに居たのは、クシェル。どうやったのかは分からないが全員の意識を一撃で刈り取って回ったらしいメイドナイトの少女は、手際よく黒ずくめ達を縄で縛り始める。

「確かに、随分手際が良かったね。私も気付くのが遅れたし……たぶんアサシンでしょ、こいつ等？　カナメはよく気付いたなあ、ひょっとしてまた魔力の扱いが……」

「オウカさん！」

　オウカを地面に降ろして黒ずくめの男達を見ていたアリサの言葉は、オウカに向かって駆け寄ってくる要の声に中断される。

「むぐー！」

　縄で縛られていたオウカを見て、要は縄を解ほどこうとするが……簡単に解けないように縛られていた為か、解く取っ掛かりすら見つけられない。

「切る？　ナイフ持ってきてる？」

「あ、うーん……いや、大丈夫。いけると思う」

　ナイフを貸そうとするアリサの提案を固辞すると、要はオウカを縛る縄に触れて魔力を僅かに流していく。

　やろうとしているのは、素材の把握。どうやら、これは普通の縄ではない。見た目こそ縄だが、何かに別の何か……金属の線が入っている。縄と金属線で素材が違うから、素材で区別すれば拘束を解くには二回の矢作成クレスタが必要だ。けれど、要はこれがどういうものかはもう理解している。だから、素材で区別する必要など無い。というよりも、矢作成クレスタとは本来はそういう能力だ。だから、要は縄に触れて集中する。

「……矢作成クレスタ・拐かす蛇の矢アズゲイトアロー！」

　オウカを拘束していた縄と猿轡が輝き、溶けるように消え要の手の中で一本の矢に変わる。その名の通り絡みつく蛇のような装飾のついた矢を要は一瞬嫌そうな目で見るが、押し倒すような勢いで抱き着いてきたオウカに驚き地面に落としてしまう。

「うわっ、ちょ……！」

「怖かったあ！　ありがとう、ほんとにありがとう！」

「は、はい」

「もうダメだと思ったよお！」

　本当に怖かったのだろう。わんわんと泣くオウカの声に、宿の従業員達も慌てたように宿から出てくる。

「お、お客様……！　一体何が!?」

「えっと……誘拐未遂？　です」

「なんと！　それで、犯人は……」

　従業員の視線は、自然と縛り上げられた黒ずくめ達へと向けられる。

「これは、如何いかにもですなあ……おい、すぐに連絡を」

「はい」

　一人の従業員が何処どこかへと走っていき、要達の視線に気付いた従業員が「自警団に連絡しました」と答える。

「いやはや、申し訳ありません。このような事態が起きるとは」

「いえ……」

　要にも、男達の正体は何となく想像がつく。けれど、それを言えば従業員の態度がどう変わるか未知数な以上、言うわけにもいかなかった。

「とにかく、あとは私達にお任せください」

　棒を持って奥からやってきた他の従業員を見て、要とアリサは頷うなずき合う。

「それじゃ、戻ろうか。後はどうとでもなりそうだし」

「うん、でも……」

　やはり最後まで居た方がいいんじゃないかと考えた要の耳に、複数の馬が走ってくる音が響く。

「どうやら自警団……いえ、アレは……」

　揃そろいの鎧よろいに身を包んだその姿は、自警団と呼ぶには少しばかり立派過ぎた。

　クシェルの眼前で馬を停止させた男達は、兜かぶとの奥からクシェルへと視線を投げかける。

「我々はシュネイル騎士団である。不ふ逞ていの輩やからというのはそいつ等か？」

「ええ。どうやら誘拐が主目的だったようですが」

「そうか。何か他に盗とられたものなどは？」

「いいえ、何もありません」

「本当か？」

「ええ」

　騎士とクシェルはしばらく睨にらみ合い……やがて騎士が「了解した」と告げる。

「では犯人の身柄は我々が貰もらい受ける。今回の件については規定に基づき協力金が支払われる事を留意せよ。滞在期間はいつまでだ？」

「……二、三日程かと」

「了解した。それまでには遣いを出そう……連れていけ！　中にも二人回れ！」

　騎士の号令に従い、他の騎士達が下馬して黒ずくめ達を馬に載せていく。宿の中にも二人の騎士が入っていき、やがて要の縛り付ける鉄枷の矢アインズジヤツクアローで拘束された男を運んでくる。

「これは……マジックアイテムか？」

「あ、すぐ解除します」

　要が拘束に触れると鎖は地面に落ちて消え、何か言いたげな顔をしながらも騎士達は抵抗しない黒ずくめを再度拘束していく。

「今回、このユノハナの治安が乱された事は我々も遺憾である。犯人一味にはシュネイル男爵と王国の名において相応ふさわしい罰が下されるだろう」

　言いながら騎士は要達を見て……順番に移動していた視線が、要のところで止まる。

「……フン、レクスオールの最下級アザルの割には頑張ったようだな」

　そう言い残して走り去る騎士達を見て、アリサは軽く唾を吐き捨てる。

「ったく。騎士団ってのはどいつもこいつも……」

「彼等はシュネイル男爵の擁する騎士団の一員です。担当地域では法を司つかさどるも同然のエリートですから、まあ予想された言動かと」

「シュネイル騎士団、かあ……」

　確か前回の騒動の時は「シュネイル騎士団レシェド支部」だったな……と要は思い返す。今回は「シュネイル騎士団ユノハナ支部」といったところだろうが、どうにも要も良い印象を抱けない。

「とにかく、戻ろうか。私も眠いし」

「そう、だよな」

「私もお嬢様の所に戻りませんと」

　言いながらクシェルが宿を見上げた先、三階の窓から寝巻姿のハイロジアがヒラヒラと手を振っているのが要にも見えた。
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　その後、オウカをアリサに任せて部屋に戻った要だったが、ドアを開けた瞬間に驚きにのけ反る事になる。

「お帰りなさいませ、カナメ様」

「ク、クシェル!?　ハイロジアの部屋に戻ったんじゃ」

「その前に、と思いまして」

「え？」

「此方こちらを」

　言いながらクシェルが取り出したのは、一つの腕輪だった。

「それって……」

「オウカ様の持っていた腕輪です。例の黒ずくめのうちの一人が持っていました」

「持っていたって」

「他の荷物には手を付けられていませんでした。ひょっとすると、オウカさんの誘拐だけではなくコレの奪取も目的であった可能性があります」

「え、でも。だとすると騎士団がそれを聞いたらまた来るんじゃ」

「恐らく喋しやべらないでしょう。あの手のはプロです。田舎騎士風情に口を割らせることは出来ないのではないかと」

「田舎騎士……」

　クシェルも結構口が悪いなと思う要だが、彼かれ等らを庇かばう気は微み塵じんも起きてはこない。

「でも、それだったらオウカに返した方がいいんじゃ」

「いえ。それは今はカナメ様にお預けした方が良いと判断します」

「どうして」

「その腕輪の持つ魔力です。それを手掛かりに追ってきたのだとすると、カナメ様を襲ってくる可能性もありますので」

「ええ……？」

「私でも良いのですが、お嬢様に危害が及ぶ可能性は避けねばなりませんし。何より、レッドドラゴンを屠ほふるカナメ様であればゼルフェクトが襲ってこない限りは平気でしょう」

「破壊神が襲ってくるような状況は嫌だなあ……」

「それだけ信頼しているということです」

　無表情のまま言うと、クシェルは要の横をすり抜けて部屋から出ていく。

「それではお休みなさいませ、カナメ様」

「あー、うん。おやすみクシェル」

　クシェルを見送って、扉を閉めてカンヌキをかける。

　壁に弓をたてかけて、ようやく一息ついた要の背後から「カナメ」というレヴェルの声が聞こえてくる。

「レヴェル。まさか、ずっと居たのか？」

「ええ、居たわよ。そんな事より、その腕輪。ちょっと見せなさい」

「これを？　いいけど」

　レヴェルの手の平に要がオウカの腕輪を載せると、レヴェルは嫌そうな顔をした後に即座に要に腕輪を押し付けてくる。

「なんだよ。もういいのか？」

「ええ、いいわ。そんなの触りたくないもの」

「ならなんで見せろなんて」

「カナメ」

　真剣な表情で、レヴェルは要の言葉を遮るように言い放つ。

「その腕輪。あまり良いモノではないわよ」

「やっぱり、か」

　自分の直感が正しかった事を確認し、要は小さく溜ため息いきをつく。この腕輪に何かある事は分かっていたが、やはり悪いモノであるようだ。

「……呪いの腕輪とか？」

「ゼルフェクトの力を感じる。早めにどうにかした方がいいわね」

「どうにかって。え、これ放っておいたらどうなるんだ？」

「弱い人間なら、ゼルフェクトの力に影響されて何か事件を起こす可能性もあるわね。持っているだけでモンスターを引き寄せる可能性もあるわ」

「うわ……そういうことか」

　オウカがモンスターに追われていた理由……トゥーロからの話が来たことも、ひょっとするとこの腕輪が原因なのかもしれないと要は思う。まるでユノハナにオウカを引き寄せ腕輪を運ばせる為ためだけに一連の事件が起こったかのような、そんな何かを要は感じていた。

「とりあえずカナメ。貴方あなたが着けてなさい」

「えっ」

　なんでそんなものを自分が着けるのか。そう言いたげな要に、レヴェルは「貴方だからよ」と告げる。

「俺、だから？」

「ええ。貴方はその権能のせいか、他者の魔力干渉を抑え込む性質があるわ」

「腕輪の影響がないって事？　でも、周りには影響あるんだよな」

「最後まで聞きなさい。貴方がその腕輪をつければ、恐らくはその腕輪のゼルフェクトの魔力も貴方の……レクスオールの魔力で抑えつけられるわ。簡易的な封印としては上等な方よ」

「……なるほど」

「私もそれをどうにかする手段を考えてみるから、それまで持ってなさい。オウカって女には、貴方から上手うまく言えばいいわ」

「上手くって、あ、ちょっ！」

　要の目の前で消失するレヴェルの姿を探すが、弓神の魔眼を発動させても見つけられない。もう部屋の外に行ってしまったのかもしれなかった。

「あー、もう……」

　頭を搔かく要の耳にコンコン、と控えめに叩たたかれる扉の音が響いて。一瞬レヴェルが戻ってきたかと思うものの、そんなわけがないと要は思い直す。

「えっと……誰？」

「……あたし。オウカ」

「え、オウカさん？」

　一体どうしたのかと要が扉を開けると……そこには落ち込んだような表情で立っているオウカの姿があった。

「一体どうしたんですか？」

　ポニーテールを下ろしたオウカは……先程は気にする暇もなかったが、ハイロジアとは違うタイプの「お姫様」のような雰囲気を放っている。何処どことなく気弱そうな、実はこちらがオウカの本当の性格なのではないかと思わせるような儚はかなさだ。

「……怖くて」

　なるほど、確かにあの襲撃の後で部屋に一人で居ろと言っても無む茶ちやだろう。だが、アリサも一緒に居たはずなのだが……と思ったところで、オウカの後ろで困ったように頰ほおを搔かいていたアリサが目に入る。

「えっと、アリサ？」

「あー、うん。どうにも私じゃダメみたいで。なんか空気が似てるって」

　ベテラン特有の雰囲気か何かだろうか、と要は察する。そうなると、ハイロジアはともかくクシェルもダメだろう。というよりも、襲われる原因となり得るオウカとハイロジアの同室をクシェルは許容しないかもしれない。

「そんなわけだからさ、カナメ。今晩、お願いできるかな」

「え、でも……男女だぞ？　いいの？」

「そこは姉さん、カナメを信じてる」

　朗らかに笑うアリサだが、妙な圧を感じて要は「あ、うん」と言いながら軽い冷汗を流す。

　まあ、オウカに何かするつもりもないので信じてくれていいのだが……。

「じゃあ、今夜はオウカを預かるよ」

「うん。それじゃよろしく……ね」

　要の横を通って部屋に入っていくオウカを見ながら、アリサは数度振り返り自分の部屋へと去っていく。

「心配性……なのかな？」

　そんな事を呟つぶやいて自分を納得させると、要は振り返り……すぐ近くに立っていたオウカに思わずビクリとする。

「え、な、何？　どうしたんですか？」

「その腕輪……」

「あー、まあ。クシェルが誘拐犯から回収したらしいです」

「そっちじゃなくて。いや、そっちもだけど」

　言いながらオウカが指差したのはオウカの腕輪ではなく……反対の腕に着けた最下級アザルの腕輪の方だった。

「レクスオールの、最下級アザル……？」

「……」

　オウカがどんな表情をしているのか見たくなくて要は少し目を逸そらすが……次に聞こえてきたオウカの言葉は「なんで？」だった。

「あれだけ凄すごい事出来るのに、最下級アザル？　そんなわけないと思うんだけど」

「んー、まあ。色々ありまして」

「再判定した方がいいと思う。絶対間違いだよ」

　真剣な表情で見てくるオウカに、要は「まあ、ね」と誤ご魔ま化かすように言葉を濁す。

「この街では神殿が無人で再判定できなかったんです」

「無人の神殿？　なんで？」

「旅に出てるんだそうです」

「ええ……？」

　なんとも微妙な顔になったオウカだったが、すぐに真剣な表情を作り直す。

「じゃあ今はしょうがないけど、再判定しなきゃ。いつ判定したの？　きっと子供の頃からずっとやってないんでしょ。ダメだよそういうの」

「いや、待って、待ってください。俺にも色々と事情が」

「事情なんて！　魔力判定程大事なものはそうそうないよ!?」

「それもそうかもしれないけど、まずはオウカさんの腕輪の話をですね？」

　要がオウカを抑えるようにそう言うと、オウカの表情はみるみる曇っていく。

「あ、うん。そう、だよね……」

　小さく震えだすオウカに要は内心で「しまった」と自分のミスを呪う。今のはオウカの虚勢だったのだ。普段のように振る舞う事で、恐怖を何処かにやってしまおうとしていたのだろう。先程の様子を見ていながら話を急いだのは、要の痛恨のミスだ。

　どうしようかとオロオロして……要は、この世界に来た最初の頃にアリサが自分の震えを止めてくれた時の事を思い出す。あの時は、確か。

「大丈夫」

　言いながら、要はオウカを正面から抱きしめる。

「大丈夫です、オウカさん。俺が居ます。ちゃんと守りますから、何も怖いものはないです」

　そう、あの時アリサは俺の恐怖をこうして取り除いてくれたと、そんな風に要は思う。

　そして勿もち論ろんだが、その思い出には要の美化がかかっていて真実は大分違う。

　ヴーンとの初戦闘を終えて脅おびえる要にアリサは論点を逸らす事で心の負担を取り除いたのであり、真正面から受け止めて抱きしめたのでは断じてない。そしてその結果どうなるか、思考が微妙に混乱している要は全く気付いていない。

「だから、大丈夫です」

「え、あ……えう」

　自分を抱きしめる要の腕の強さに、オウカは思わず顔を赤くする。

　意外と力強い。なのにゴツゴツしてなくて、柔らかい。

　近くに抱き寄せられて初めてマジマジと見た顔は可愛かわいくて、近い将来はきっとカッコよくなるんだろうなと予想できてしまう。

　年下だ。オウカにとって、要は年下だ。なのに、どうしようもなく胸がドキドキするのを感じていた。

　それはオウカの事を諦めた地元の人々への悲しみから始まる苦難が、ここで報われたような気がするからだろうか？

　……分からない。分からない。こんな気持ちを今まで知らなかったから、オウカはそれを何と分類していいのか分からない。

　恋？　まさか。いくらなんでも、こんなに簡単に恋に落ちるなんて有り得ない。

　それなら、この感情の正体は？

　考えて、考えて。オウカは、先程アリサが言っていた言葉を思い出す。

「……ねえ、カナメ」

「なんですか？　オウカさん」

「あのアリサって子は、貴方のお姉さんなの？」

「あー、いや。えーっと……自称っていうか」

　自称、姉。どういう事情があってそうなっているのかは分からないが、オウカは自分の気持ちを「姉弟きようだい」に当てはめてみる。

　弟、家族。頼りになる弟。愛すべき弟。もし、そういう感情だとしたら？

「……そっか」

　それが一番「正しい」気がした。ちょっと違う気もしたけれど、「そうである」とオウカは自分の感情を「姉弟」の鋳型にはめ込む。そうすると、目の前がぱあっと明るくなった気がしたのだ。

「うん、ありがとうカナメ。お姉ちゃん、頑張る」

「……ん？」

「よし！　情けないとこ見せてごめんね、カナメ！　さ、寝よう！」

　それは、歪いびつな感情だ。同じ黒髪黒目だからといって本当に要と姉弟であるはずもなく、ある種の代償行為にも近いものがある。弱った心の隙間を、要を弟と定義することで埋める。オウカのやっていることはそういうことだが……オウカは、要をそういう愛いとしい存在と定義することで恐怖に震える心を立て直したのだ。そしてそれは奇くしくも……アリサやハイロジアの「頼れる姉」とは違う、「弟に甘える姉」の姿だった。

「え、待って!?　ほんと待ってください！　お姉ちゃんて、え!?」

「敬語はやめよ？　お姉ちゃん、距離感じちゃう！」

「だから……え、なんでこうなって……」

　慰めたら自称姉が増えた。

　要としては意味が分からないが……少なくとも撤回はしてくれそうにないという事だけは、今までの経験上……要は深く、深く理解できてしまっていた。
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　魔法の明かりが、暗い部屋を照らす。何処かの室内と思われるその場所は……しかし、部外者が此処ここが「何処」であるかを知れば、間違いなく命を狙われ消されるだろう。此処は、そういう場所だ。

　そんな場所で悠然とソファに座る一人の男は、目の前に跪ひざまずく黒ずくめの男を見下ろしていた。

「……失敗した？」

「は、はい。申し訳ありません……！」

「それで？」

「は？」

　覆面に隠れた顔に疑問の色を浮かべる黒ずくめの男に、ソファに座る男は大きな溜ため息いきをついてみせる。

　魔法の明かりの逆光で隠れて分からないが、その表情は恐らく失望か呆あきれであっただろう。

「は？　じゃねえんだよ。次の手は打ってるのかと聞いてんだ」

「はい、それは無論です。二、三日はユノハナに居るとの事。次の襲撃を行うには充分です。更に人数を用意し、囮おとりも使う事で成功率を上げます」

「……馬鹿の極みかテメエ」

　男が手を向けると、黒ずくめは衝撃音と共に壁へと叩たたき付けられる。

「ぐはっ!?」

　ズルズルと崩れ落ちる黒ずくめに舌打ちをすると、男はゆっくりと首を横に振る。

　どうしようもない。そう言っているかのような態度だ。

「同じ手が通用すると思ってんのか。襲撃が最大の成果を上げんのは最初の一回までだ。そんなもんが次の手だと？」

「お、同じでは……ありません。連中はユノハナに観光に来ています。仕掛けるタイミングは幾らでも……！」

「殺されてえのか。じゃあ言うけどよ、お前の言う『とんでもねえ矢を放つ奴やつ』にもう一度仕掛けて倒せんのか。やってみせるなんて意欲は要らねえぞ。必ず出来るか、そうじゃねえのかだけで答えろ」

　男に問われ、黒ずくめは肩を落とし「……必ずとは言えません」と答える。

「しかし！」

「しかし、じゃねえんだ。お前、この計画をナメてんのか。襲撃計画は凍結だ。テメエは下がってろ」

「……はい」

　悔しそうに部屋を出ていく黒ずくめを見て、部屋の隅に居た男が「私が動きましょうか？」と声をあげる。

「いや、やめとけ。その手札は切るべきじゃねえ、最後まではな」

「はい。ですが、このまま見逃すと……？」

　対する男は、無言。しかし、男の隣に立っていた女が口を開く。

「……ねえ、私達が動くべきじゃない？　クラートテルラン」

「それこそ愚策だ。相手は、たぶん……いや、十中八九『レクスオール』だ」

「戻ってきたっていうの……？　今更？」

「今だからこそ、かもしれねえな」

　クラートテルランと女の言葉に、先程の男が疑問符を浮かべる。

「レクスオール……？　しかし、神が舞い戻ってきたのだとして……アルハザールならともかく、そんな雑魚に何が出来ると？」

「ああ、お前まえ等らはそういう認識だよな。黙ってろ、うぜえ」

　悔しがるような声が聞こえてくるが、クラートテルランは気にした様子もない。

「どうするの、クラートテルラン。本当にレクスオールが……あの荒ぶる弓神が相手なら、私達に勝ち目は無いわよ？」

「脅おびえるな、アロゼムテトゥラ。確かにレクスオール相手にマトモに戦っても勝ち目はねえ。あの神はアルハザールなんぞより余程厄介だからな。だが……襲撃かけた連中を殺してねえってことは、性格が多少変わってるのかもしれねえ」

　クラートテルラン達に伝わる伝承で語られるレクスオールは、まさに最悪の荒神だ。強く、猛たけ々だけしく……その強さに比例して性格も相応に破綻している。最強と謳うたわれる神でもあり、正直に言えば襲撃した連中と、相手の実力を読み間違った偵察の連中をぶち殺したい程度にはクラートテルランはイラついている。もし「レクスオール」が伝承通りの性格なら、今この場を探し出して乗り込んできていても何もおかしくはないのだ。その点では、まさにラッキーだったという他はない。

「……だが、気になるな。この時期に、此処にレクスオール？　まさか、ドラゴンの件もそうか？」

「それこそ『まさか』じゃないのかしら。いくら何でも、そんな偶然……」

　クラートテルランは、無言。しかし、しばらく考えた後に「確かめてみるか」と呟つぶやく。

「確かめる？　え、でもさっき愚策だって貴方あなた」

「まあな。だがそれでも放っておいて喉に刃やいばが迫ってたってよりは大分マシだろ」

　それに、とクラートテルランは語る。

「力押しだけが策じゃねえ。まずは……平和的なお話し合いってやつを試してみようじゃねえか」

　そう言って、クラートテルランは立ち上がる。その肌は……まるで邪妖精イヴイルズのような、緑色だった。







第三章　温泉デート、あるいは観光




「ん、んん……」

　閉めたままの窓の隙間から漏れだす光に、要かなめは目を覚ます。

　結局アレからオウカは元には戻らなかったが、持ち直したのならとりあえず良いのだろうかと、そう考える。

　いや、良くない。ちっとも良くない。皆との関係で悩んでいたのに、ここにきてオウカの距離感がおかしくなった。しかもまた自称姉だ。アリサも「そう」なのではないかという考えが湧いてきて、要は思わず小さく溜息をついてしまう。

「……別にそうだとして。今までと何も変わらないじゃないか」

　そんな言い訳じみた言葉を呟きながら、要の意識は少しずつ覚醒していく。

　オウカをベッドに寝かせて、要はそのベッドの横に腰を下ろして座って寝ていたのだが……。

「ん？　あれ？」

　今要が居るのはベッドの上。しかも何か柔らかいものが絡みついている。

　まさか、と頭を動かしてみれば、そこには安心しきった顔で寝ている幸せそうなオウカの寝顔。

「う、わ……っ！」

　叫びかけて、要は思わず言葉を吞のみ込む。こんなところで叫んでは、またクシェルが何処どこからか現れないとも限らない。そうなれば、間違いなくハイロジアとアリサにも伝わってしまう。

「レヴェル、レヴェル！　居るんだろ!?」

　小声でレヴェルを呼ぶ要の声に応えてくれたのか、少し不機嫌そうなレヴェルがすうっと姿を現す。

「別に心配しなくても、何もなかったわよ。その女が貴方をベッドに引きずり込んで布団にしただけ。じゃあね」

　そう言って消えていくレヴェルに要はホッとするが……やっぱり居たのかと思うと、別の意味で寒くなってくる。

「それ程暇じゃないから安心していいわよ」

　姿は見えないまま、心を読んだような声が聞こえてくるが……それはともかく。

「とにかく、それならよかった……いや、良くはないけど。オウカ、オウカ。起きて」

　昨日のゴタゴタですっかり敬語が取れた要がそう呼びかけると、オウカはもぞもぞと動いて「むー」と唸うなる。

「あと、少し……」

　言いながら抱き着いてくるオウカだが、要としてはたまったものではない。寝巻の女の子に抱き着かれて平気では……昨日の温泉はその比ではなかったが、まだ要の心はそれを役得と喜ぶ程汚れてはいない。

「いいから起きて！　ほら、おはよう！」

　なんとかオウカを引っぺがすと、オウカはもう一度「むー」と唸ると目を開ける。

「……あれ？」

　要を見てようやく目が覚めたのか、意思の光が少しずつ宿り始める。

「え、あれ!?　え、なんであたしの部屋にもがっ」

「違うから。俺の部屋だから。覚えてない？」

　オウカの声量が少しずつ上がっていくのに気付いた要が素早く口を塞ぐと、オウカは要の手を自分の口から外して「えっと……」と記憶をたどり始めて、やがて恥ずかしそうな笑みを浮かべる。

「あ、そっか。そうだった。えっと……なんか、昨日はごめん」

　照れたような笑みを浮かべるオウカに要までなんだか恥ずかしくなってくるが、なんとか抑えつつ「大丈夫？」と問いかける。昨日のオウカは大分消耗……お姉ちゃんだとかの名乗りもそうだが、かなり限界だったように見えたのだ。

「うん、大丈夫。あたしもしっかりしないといけないし」

「……昨日も言ったけど、無理は……」

「分かってる。いざとなったら、カナメがあたしを……お姉ちゃんを守ってくれるんでしょ？

「そのお姉ちゃんってのも……いや、それはいいや。良くないけど、とりあえずいいや」

　ひとまず安定しているらしいと判断した要は、小さく安あん堵どの息を吐く。

「とりあえず、着替えないと」

「うん、着替え持ってくる」

「それはダメだから」
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「ふーん、それは大変だったね」

「どうしてああなったのか……」

　結果としてクシェルに付き添ってもらう事で解放された要は一階の食堂に降りてきたのだが……アリサからの返答は、思ったよりも淡白なものだった。

「……なんか冷たいな」

「べっつにー？　姉さんだって一緒に寝たかったなーとか思ってないし」

「……はぁ」

　疲れたように机に突っ伏す要の頭を、アリサは苦笑しながら撫なでる。

「まあ、気にする必要はないんじゃない？　たぶん、今弱ってるからそういう思考になってるんだと思うし。そのうち元に戻るよ」

「だといいけど」

　考えてみれば昨夜のレヴェルも自分の事を姉と呼ぶかどうかとか言っていたな……と要は思い出す。一体何なのだろうか、何かそういう時期なのだろうか……と悩んでいると、ハイロジアが階段を降りて食堂にやってくる。

「おはよう、カナメ、アリサ。昨日は大変だったみたいね？」

「おはよう、ハイロジア。まあ、ね」

　要が机から顔をあげて挨拶すると、ハイロジアは当然のように要の隣に座る。ちなみにアリサも同じなので、これで要の両脇は埋まっている。

「それで、オウカの事なのだけれども。思ったより根深い問題かもしれないわよ？」

「そりゃそうでしょ。他国なのにトゥーロが特殊部隊を差し向けてきた。完全に国際問題じゃない」

　肩をすくめるアリサに、ハイロジアは「そうじゃないわ」と答える。

「国際問題程度ならお父様に投げれば良かったけど。でも、昨日の誘拐犯はオウカよりもオウカの持ってた腕輪に執着してた感があるらしいのよね」

「……オウカの持ってた腕輪……コレに？」

「あ、カナメ。なんで着けてるの？」

「昨日、クシェルにちょっと」

　コホン、と軽い咳せき払ばらいで要とアリサの会話を中断させると、ハイロジアは話を続ける。

「昨夜、クシェルにちょっと現場検証をさせたのよ」

「何してんのアンタ」

「事件解決の為ためよ」

　アリサのツッコミにしれっと答え、ハイロジアは「それで分かったのだけど」と語る。

「どうにも、オウカの荷物を探った形跡があったそうよ。その上で、オウカを運ぶ役と腕輪を運ぶ役は別。これ、引っかからない？」

「……オウカの身柄よりも、腕輪を重視していたってことか」

「そうなるね。オウカが見つけたんだっけ？　でも、そんな古臭い腕輪……多少、いや、かなり良いマジックアイテムだったとしても、トゥーロが欲しがるかなあ？　それに……何か変だよね、その腕輪」

　アリサは首を傾かしげるが、要はこの腕輪が破壊神ゼルフェクトの力を感じさせるものである事を知っている。知っているが……それがどうトゥーロに繫つながるのか分からない。おまけに、このユノハナに来てから全く無くなったオウカの腕輪への執着。それをもトゥーロと繫げるのは、無理がある。

「たとえば、これが破壊神の力の宿る腕輪だった！　とかだったらどうかな」

　だから要は「たとえ話」にする事で言ってみるが、アリサとハイロジアの反応は芳かんばしくない。

「うーん……だとすると、もっと分かんないかなあ」

「そうね。トゥーロ皇こう王おうはアルハザールの生まれ変わりを自称してるんだもの。破壊神の腕輪なんて、コレクションでも欲しがるとは思えないわ」

　むしろ見つけたら即座に壊せと言わなきゃいけない立場よ、と言うハイロジアに要は「そっか」と頷うなずくしかない。

「だとすると……昨日の連中はトゥーロの配下じゃない、か」

「面白い考えだけどさ、カナメ。それなら連中は……」

　誰だと思うの、と言いかけて。アリサは「それ」に気付く。一瞬遅れてハイロジアも気付き、その表情は真剣極まりないものへと変わる。

「……まさか」

「ゼルフェクト教団……？」

「え？　ゼルフェクト教団？」

　しかし、逆に分からなくなったのが要の方だ。ゼルフェクト教団などと言われても「それって何？」と聞くしかない。

「あ、そっか。カナメは知らないんだ」

「有名な連中だと思ったけれど」

「はは……ごめん、知らない」

　要が申し訳なさそうに言うと、アリサはふむと頷く。

「ま、簡単に言うと破壊神ゼルフェクトを崇あがめてる連中だよね。復活を企たくらんでるとも言われてるし、世界中に居るとも言われてる」

「逆にとんでもなく少ないとも言われてるけど……実態が中々摑つかめない連中でもあるわね」

　そう、ゼルフェクト教団と呼ばれる何者か達は、世界を滅ぼそうとした破壊神ゼルフェクトを崇める者達だ。

　その本拠地は不明で、支部は何度か潰されたと言われているし、支部ではなく連絡所、所謂いわゆる末端にしか過ぎないと言う者もいる。

　つまるところ、詳細不明。しかし「居る」のは確実とされる集団だ。

「でも、なんでゼルフェクトを復活させようと……？　復活したら世界を壊されるかもしれないんだろ？」

「色々と理由はあるとされているわね。でも、とりあえずそれは置いておきましょう」

「そうだね。もしゼルフェクト教団が相手なら……かなり面倒な話になるよ」

「そう、なのか？」

「もし連中が相手だと仮定すると、支部か連絡所か……その類の何かがこの街にあるってことになるからね」

「そして一度襲ってきた以上、諦めるという選択肢はないはず」

「で、でも。昨日騎士団に捕まったんだから、騎士団も分かってるんじゃないか？　だったらそっちに情報が入っているかも」

「……どうかなあ。私はダメだと思う」

「私も同感よ。下手をすると逃げているか、全員自決していてもおかしくないわ」

　その言葉に、要はゾクリと背筋が凍るような気分になる。異世界人の要には、そのゼルフェクト教団という連中の恐ろしさを本当に理解できてはいない。しかし、二人の口調から相当に恐ろしい……実力とは別の部分で恐ろしい相手だということが、少し理解できた気がしたのだ。

「じゃあ、この街を急いで離れるっていう選択肢はないわけだよな」

「ないね」

「ないわね」

　二人が即座に頷くのを聞いて、要は小さく唸る。そうなるとオウカを連れてユノハナを出るというわけにもいかない。

「俺達がオウカをユノハナに連れてきたせい、かな」

「それは違うよ」

　要の言葉を否定するのはアリサだ。自分のせいかもしれないと思う要のその思考はある種当然の帰結ではあったが、だからと抱え込むことをアリサは良しとしない。だからこそ、アリサは違うと否定する。

「言ったでしょ？　連中は何処どこにいるか分からない。予想なんて、出来るはずもないんだから」

「そう、かな」

「そうだよ。未来でも見えてない限り、こんな事態は防げない。それは断言できるよ」

　そして、そんな能力を持つ人間はいない。だからこの事態は必然。

「それに、その腕輪がもし破壊神の……ゼルフェクトの力を秘めた腕輪なんだとしたら、オウカの行動も理解できるよね」

　腕輪自身がこの街を目指し、オウカを操っていた。そう考えることさえ出来てしまうのだ。

　……そうである以上、要達がとれる手段は一つだけしかない。

「……なら、俺達がこの街のゼルフェクト教団を倒すしかない。そういうことだよな」

　アリサとハイロジアは、黙って頷く。このユノハナの何処かにゼルフェクト教団は潜んでいる。何人いるのかは不明だが、少なくとも要達を狙ってこれない程度に壊滅させる必要がある。そうやって初めてオウカの安全は確保されるのだ。

　問題は、どうやって倒すのか。というよりも、どうやって勝負できる場面に持っていくのか。この一点に尽きる。

「また襲っては……来ないだろうねえ」

「余程のアホじゃない限り、ないと思うわよ」

　アリサとハイロジアは同時に溜ため息いきをつく。方針は決まっても、どうしても「待ち」になってしまう。いつまでもユノハナに留とどまっているわけにもいかない以上、下手をすると帰り道で何かを仕掛けられる恐れすらあった。

「騎士団に話を持って行ってみるのはどうなんだろう」

　そう、騎士団はこのユノハナでの捜査権を持つ機関だ。ゼルフェクト教団の事を話し協力を求めればアジトを見つけることが出来るのではないかと要は思ったのだが、これにはハイロジアがゆっくりと首を横に振って否定する。

「たぶん騎士団は動かないわ」

「え、でも……実際襲撃があったんだし」

「ええ、そうね。私の権威を使ってもいい。それでも真面目に動くかは分からないわ」

「なんでだよ。この街の騎士団にも問題があるのか？」

「というよりも、縄張り意識ね」

　この街の騎士団の正式名称はシュネイル騎士団ユノハナ支部。王国の貴族であるシュネイル男爵の擁する騎士団のユノハナ担当の支部、だ。無論最上位が王族であるのは間違いないのだが、シュネイル男爵に雇われた地方騎士……悪く言えば私兵でしかない。そうであるだけに彼かれ等らは自分の狭い領域の権力に非常に固執しているし、その上に立とうとする者を基本的には良く思わない。

「平たく言えば『俺等に任せて引っ込んでろ』ってわけ？」

「ええ、アリサの言う通りよ」

　忌々しげにハイロジアは机を指で叩たたく。此処ここに居るのが王国騎士団であればハイロジアの命令一つで如何いか様ようにでも動くだろう。しかし此処に居るのはあくまでシュネイル騎士団なのだ。ハイロジアの命令を「一応聞く」程度でしかない可能性が高い。そんな連中に隠れ潜むゼルフェクト教団を見つけることは不可能だろう。

「むしろ、動かす事で余計邪魔になる可能性すらあるわ。あまりお勧めは出来ないかしらね」

　たとえばバックアップしてくれとハイロジアが言ったところで、功を焦り要達を出し抜こうとする可能性すらある。そうなれば、最悪の事態に発展するかもしれない。

　無能な仲間は敵に劣る、といった事になりかねないのだ。

「つまり、騎士団にも気取られずにゼルフェクト教団をおびき出す必要がある、か」

「そういう事ね」

　どうすればいいのか。どうやれば可能な限りオウカを危険にさらさずに出来るのか、要は考える。しかしどうやっても「完全にオウカを危険から遠ざける」方法は無いように思えた。

　となると「オウカを守りながらおびき出す」方法が確実だ。

「……」

　やはり、一つしかない。覚悟を決めた要は、まだオウカが食堂にやってきていない事に気付く。

「そういえばオウカ、遅いけど……まさか」

「ふふ、違うわ。クシェルに足止めして貰もらってるのよ。そろそろ来るんじゃないかしら」

　この話し合いはオウカを不安にさせるだけだから聞かせる必要はない。そう判断したハイロジアの配慮だ。

「その顔を見るに……何か良い案があるんでしょ？」

「ああ、たぶんこれしかないと思う」

「そう。ならソレでいきましょ」

　アッサリと賛成するハイロジアに、要は逆に戸惑ってしまう。

「いいの？　え、まだ俺の作戦何も聞いてないのに？」

「信じるのも女の度量よ。それに、貴方あなたが無謀な作戦を考えるとも……いいえ、考えたとしても。それを完遂する力は持っているでしょう？」

「……ありがとう」

　自分を信じてくれている。ハイロジアの信頼を感じた要は力強く頷うなずいて、アリサへと視線を向ける。

「アリサ。アリサは……俺を信じてくれる？」

「む……」

　要に見つめられて、アリサは……真正面から、その目を見つめ返す。

「勿もち論ろんだよ、カナメ。姉さんはカナメを信じてる。ドーンとやりなよ」

「ああ、任せて！」

　笑顔の要にアリサは仕方ないなあ、という風に小さく息を吐く。アリサはその現場を見てはいないが、要にはレッドドラゴンを倒す力があるのだ。それだけの力があればゼルフェクト教団に簡単に負けるはずもないと、そう思ってもいたのだ。

「で、どんな作戦なの？」

「あ、そうね。聞いてみたいわ」

　興味深げな視線を向けてくるアリサとハイロジアに、要は頷く。

「ああ。まあ、難しい作戦じゃないんだけど……」

　一呼吸おいて、要はその作戦を口にする。

「……オウカと、デートしようと思う」

　その言葉に、アリサとハイロジアの表情が凍り付いたように固まって。

　丁度クシェルと一緒に食堂にやってきた……格好こそ昨日とほぼ変わらないが、微妙に化粧を施されているオウカの動きが、ピタリと止まる。

「……ふへ？」

「あ、オウカ」

「え、あ、うん？」

　オウカを見つけると、要は椅子から立ち上がりオウカの下へと歩いていく。

「今日、俺と一緒に街を散策しようよ」

「え、散策……あ、デートってそういう」

「一応設定は恋人みたいな感じで。何かあっても、その方が自然に守る理由になるし」

　何しろ、実はトゥーロの追手という可能性だって捨てきれない。要が恋人のフリをしていた方がその場合も追い返しやすいはず……と要は考えていた。

「ちょ、ちょっと待って。何かって、昨日の」

「ああ。ゼルフェクト教団じゃないかって、今話をしてた」

「ちょ、ちょっと、カナメ!?」

　立ち上がりかけたハイロジアを、アリサが押さえる。話す必要がないという意図を要は充分に理解していたはず。それでも話したということは……要が「話す必要がある」と判断したのだろうと、アリサはそう考えていた。

「ゼ、ゼルフェクト……？」

「オウカの、この腕輪を狙ってるんじゃないかって。でも、それは今は俺が着けてる」

「……うん」

「だから、大丈夫。俺が守るから。犯人をおびき出すのを手伝ってほしいんだ」

　要の言葉を受けて、オウカは要をじっと見つめる。

　俺が守る。目の前の年下の少年に言われても、普通は笑うべき場面だろう。けれど、オウカはそうは思わなかった。

　要になら、任せられる。頼れる。そんな風に思ったのだ。だから大丈夫だと。そんな風に、思って。けれど、いや、だからこそ。オウカの中に別の感情も湧いてくる。

「うん、分かった」

「ありがとう、オ……」

「でも！　あたしだって守られてるだけじゃないよ！　こう見えて地元じゃ結構優秀な魔法士だったんだから！　ゼルフェクト教団なんか、あたしの魔法でドッカンなんだから！」

　お姉ちゃんの事も頼ってね、と言いながらオウカは要の手を握る。

「そ、そんなに無理しなくていいんだけど」

「大丈夫、頑張るから！」

　そう、要への信頼を土台にオウカは「自分」を強く築き直した。

　それは、危ういけれど……同時に、この上なく強いものだった。




　　　　☆★☆




　昨夜あんな事件があったとは思えないほど、ユノハナの街には平和な光景が広がっていた。夜中に騎士団が黒ずくめを連行していったから噂うわさになっているかもと要は考えていたのだが、ユノハナには不安そうな顔をしている住人は一人も居ない。

　そんな街中を要と、その要に少し不安そうな表情を隠せずに無意識のうちにくっついているオウカの姿があった。

　互いに黒髪黒目であるせいか、カップルかはさておいて並んで歩いていても全く不自然には見えない。まあ、そもそもそんな事を気にする者がいるかはさておいて、要とオウカは観光客の一部として違和感なく街中を歩いていた。

「……意外と噂にならないんだな、昨日のこと」

「でも、意外とそういうものかも。温泉街だと酔っ払いとか喧けん嘩かとかあるかもだし」

　また何かあったのか、とは思っても翌日には忘れているのかも、とオウカは語る。

「そんな事あるのかな」

「あるよ？　騎士団への信頼が強い所とかはそうかなあ。放っておいても解決するって思うと自然とね」

　対岸の火事、という言葉を要は思い出す。自分に関係がないから然さ程ほど気にならない。それはなんとなく、要にも理解できる気がしたのだ。

「そ、それよりカナメ」

「ん？　なに？」

「今日のあたし、どうかな？」

「え？　どうって……」

　昨日と同じ格好に見えていた要としては「どこが違うのだろう」という感想しかない。

　実のところクシェルの時間稼ぎで微妙に化粧を施されていたオウカとしては「変わった」感触があったのだ。しかしながら男女の感覚の差か要の観察力不足か、いわゆるナチュラルメイク的なものによる変化は要にはほとんど理解できていない。それがオウカにも分かってしまった為ために、少し不満なのだが……要達をこっそり尾つけている二人からすると、なんとも複雑な思いがあった。

「ダメだなあ、カナメは。女の子の化粧には気付かないと」

「確かにそうね。でも『変化に気付く』のは意識している事の表れよ。それが無くて良かったと考えるべきじゃないかしら」

「うーん……個人的にはカナメには気配りの出来る子になってほしいかな、姉としては」

「何よアリサ。新しい自称姉に対抗してるの？」

「そんなんじゃないし」

　言いながらも気配を悟らせない辺りは流石さすがだが、それには二人の格好も関係していただろう。

「カナメは優しいから、オウカが今不安定なのは分かってるんだよ。オウカだって姉がどうこうって言いだしたのは、そのせいでしょ？　私とは違うし」

　そう言うアリサはふわりとしたワンピースに上着を羽織った、女の子っぽい服装だ。恐らくはクシェルが用意したのだろうロングヘアのウィッグをつけているせいで、いつもとは違い女の子っぽさが強調されている。

「その『私とは違う』って辺りがすでにアレなのよね……」

　ハイロジアは、こちらは逆に地味な色の上着とズボンを纏まとい、胸を何かで押さえつけているのか平らになっているのが分かる。

　ロングヘアも短く纏めて帽子に押し込む事で、男っぽい雰囲気を出す事に成功している。

　互いに武器を交換しているのも、そうしたイメージ変更の一環かもしれないが……そのせいか、ちょっと見たくらいではこの二人がアリサとハイロジアであるとは中々気付かない。ちなみにクシェルの苦労の結果であることは言うまでもないが、そのクシェル本人は宿で留守番である。

「まあ、カナメがデートなんて言うから少し警戒したけど。あの様子なら大丈夫そうかしらね……？」

「ソレに関してはね」

「なによ、思わせぶりじゃないの」

　ホッとした様子のハイロジアとは違い警戒を解かないアリサの様子に、ハイロジアは訝いぶかしげな目を向ける。

「まさか、こんな朝から仕掛けてくると思ってるの？」

「流石に、それはないと思うけど……」

　言いながら、アリサは周囲を注意深く見回す。

「……なんか、妙じゃない？」

「何がよ」

「空気がピリピリしてるっていうか……」

　殺気、ではない。しかし周囲に何か妙な気配が漂っているような、そんな気がしたのだ。

　しかし周囲を見回しても、何処どこにもおかしなところは無い。

「昨日騎士団が出動する騒ぎがあったのよ？　多少はそういう部分もあるんじゃない？」

　私は何も感じないけど、と付け加えるハイロジアに、アリサも首を傾かしげる。

　確かに「そんな気がする」程度で、アリサも明確に何かを感じ取っているわけではない。

　勘というにもボンヤリしすぎた、その程度のものなのだ。

「案外、貴方自身の問題じゃない？　オウカに自分のポジションを取られるんじゃないかと思っちゃってるのよ」

「それはない」

「そうかしら？」

「勿もち論ろん」

　言いながらも、アリサは少し胸がチクチクするようなものを感じ始める。要とオウカは同じ黒髪黒目だ。要の出身については本人の記憶の問題もあってハッキリしてはいないが、ひょっとすると同じ連合……もとい皇国なのかもしれない。だとすると、要は本当の「姉さん」を求めて連合に向かう可能性もあった。まあ、要にはレヴェルという正解を知る相手がいるのだから当てもなく皇国へ旅立つはずもなく、本人に聞いても笑って「そんな事は無い」と言うはずなのだが……そんな事がアリサに分かるはずもない。

「……たぶんだけど」

「ん？」

「たぶん、カナメの中ではまだ色々なものの整理がついてない気がする」

　でも、アリサは要と接していてそう思う。

「カナメは優しいし、私が捕まった時にも全力で頑張ってくれたけど……対人関係では、何処か壁があるから」

　それは、要が「姉さん」に捨てられたというのが関係しているのだろうとアリサは思う。

　心を許した先の喪失。それは記憶がなくとも要の中にトラウマとなって残っているのだろうし、仕方のない事でもある。アリサとて、弟の死をまだ引きずっている。心の傷とは、簡単に癒いやせるものではないのだ。

「……ふうん？　ま、いいわ。見失わないうちに行きましょ」

「あっ！」

　ハイロジアが一歩踏み出そうとした先。その目の前にあった果物店の女の抱えていた箱からリンゴがゴロゴロと転がり出る。

「あああ、リンゴが……！」

「おいおい、大丈夫かい」

「おーい、止まれ！　皆止まれ！　踏むんじゃねーぞ！」

　道に広がるように転がっていくリンゴに慌てる女を見かねたか、周囲の店の店員や街の住人達が次から次へと出てきて交通整理を始め、リンゴを追いかける。そうなると観光客も無関係ではいられないのかリンゴ拾いを手伝い始める。

　そしてそうなると、丁度その現場からは少し離れていた要達とアリサ達の間に人の壁が出来上がる形となってしまう。

「あ、ちょ……」

「おいおい兄ちゃん、アンタも手伝ってくれ！」

「誰が兄ちゃ……くっ！」

　そういえば男装していたな、と思い出しながらも人の壁の向こうに消えてしまった要達に気付きハイロジアは舌打ちしそうになる。

　大丈夫、黒髪は珍しいからすぐに追える。そう自分を納得させながら、アリサとハイロジアもリンゴ拾いに参加した。




　　　　☆★☆




　丁度リンゴ騒動に気付かなかった要達は、そのまま観光客向けの通りまでやってきていた。ちょっとした食べ物や飲み物、お土産を中心に売っている通りだが、いわゆる女性向けのアクセサリー……といってもハイロジアに見せれば「何年前のデザイン？」と鼻で笑われる程度のものだが、とにかくそういう類の物も売っていた。

「見てこれ、カナメ。なんだか可愛かわいくない？」

「どっちかというとカッコよく見えるけど……言われると可愛いような」

　星形を円で囲んだ、いわゆる五ご芒ぼう星せいの魔法陣っぽいデザインのペンダントを見ながら要は男女の感覚の差だろうか……などと思う。

「女の子だったら、もっとこういうの好きかと思ってたけど」

「ええ……？」

　要が示して見せたのはケースに並んだハート型のアクセサリーだが、オウカの反応は鈍い。

「うーん……なんかさ、こういうのって狙ってる感あって逆に良くない感じしない？」

「狙ってるって、何狙うのさ」

「こう、可愛さとかあざとさとか」

「そんな事言われても……」

　要としては可愛ければいいんじゃないだろうかと思うのだが、オウカにとってはそうではないらしい。

「どれもお勧めですよ。都会から来た方だと、ちょっと古臭いとも仰おつしやいますが」

「あー、確かにそうかも。デザイン結構古いよね」

「ちょっと、オウカ……すみません、失礼なことを……」

　オウカを止めようとして、フォローが先だと思った要がそう言って謝るが、店主の女は気にした様子もなく笑う。

「いえいえ、本当の事ですので。でも、逆に見ないデザインで新しいと仰る方もいるんですよ」

「それって相当古いってことじゃ」

「あ、あはは。デザインのはやりって周期があるって言いますものね！」

　オウカの失礼な発言を誤ご魔ま化かすように要が声をあげ、適当にあった親指サイズの水晶玉を指さす。

「こっちとかはアクセサリーっぽくないですけど、えっと、何なんでしょう？」

「はい。そちらはお守りですね。温泉宝珠です」

「あ、ユノハナ名物っていう……」

「はい、その中でも特に価値の高い石を並べております」

　言われてみると、確かに昨日見た温泉宝珠と比べて透明度も高い。ちょっとビー玉っぽいな……などと要は思うのだが、普通の石よりは良いものなのだろうとも思う。

「ふーん……」

「どうぞお手に取ってご覧ください」

　言われて要が手に取ってみるが、特に魔力のようなものは感じない。前回の騒動を経て要もそういうものを感じ取れるようになってきているので、本当に魔力など欠片かけらも含まれていないのだろうと、要はそんな事を思う。

　しかし試しに光に透かして見ると七色の光が反射し、要は思わず「へえ」と声をあげてしまう。

「え？　なに？　あ、綺き麗れいだね」

「うん、俺もそう思う」

　オウカも要に気付いて近くに寄ってくるが、おおよそ同じ評価のようだった。

「店員さん、これ……」

　そう言いかけて、要は店員の視線が自分の最下級アザルの腕輪に向けられている事に気付く。笑みはそのままに……しかし明らかな冷笑に変わっているその目を見て、要は軽く咳せき払ばらいをする。

「あ、はい。そちらお買い上げですか？　お気軽にご購入頂ける値段ですよ」

　聞いてもいないのに此方こちらの財布事情を聞いてくる辺り、店員の心に侮りが入ってきたのだろう。笑顔の「種類」が先程と変わっている事を要は敏感に察していた。

「どうする？　オウカ」

「んー……別にいらないかなあ」

「そっか。そういうわけなんで、すみません」

　要に向けられる店員の態度に気付いたのだろうか、オウカは何処となく不機嫌そうになっているのが要にも分かる。そして二人の態度が変わったことに店員も気付いたのだろう、慌てたように愛想笑いをしてくる。

「そうですか、残念です」

「はい、ではこれで……」

　店先を離れる要には再び侮るような視線が向けられてくるが……オウカの機嫌が目に見えて下降している方が要としては問題だった。

「あー、オウカ。俺、気にしてないから」

「私が気にするの。でも、なんで本当に、そんな判定されちゃったの？　昨日のカナメの使ったマギノギア……たぶんマギノギアだよね、あの矢？　あれもあんなに凄すごかったのに」

　オウカの目の前で使った追い縋る猟犬達の矢ウル・デイエロスアローがマギノギアと思われたのだろうか、というかその後に使った矢作成クレスタは何か違う魔法と思われたのか。まあ、あえてこの場で説明する必要もないと要は「あはは……」と笑って誤魔化す。

「あたし、そういうのはダメだと思うんだよね。大体神殿の連中って、どいつもこいつも余計なプライドばっかり高くて傲慢だよね。おまけに頭も固いし、そのくせ度胸は無いし」

「概おおむね同意だな。まあ、そういうのが今の世界の倫理の象徴でもあるんだが」

「へ？」

　聞こえてきた声に、オウカと要は振り返る。

　観光客向けの、人通りの多い道だ。ちょっと知り合いとすれ違っても分からないかもしれない、そんな場所でも「こんな奴やつが居れば確実に分かる」と言ってしまえるような、そんな男がそこに居た。そして男がそこに現れた瞬間から、どういう偶然だろうか……要達の周囲から人が少しずつ減っていく。道自体は騒がしいままに、要達の周囲にだけ壁が出来たかのようだ。

「エルフ……？」

「えるふ？　なんだそれは」

　要から思わず出てきた単語に、男は疑問符を浮かべる。

　そう、その男の最大の特徴はその長い耳だった。エルフを想像させる長い耳と……ちょっと不自然な色のような気もするが白い肌。いつか何処どこかで読んだ物語に出てきた「エルフ」そのものだと思わせるような姿の男がそこに居た。雑に切った感のある茶髪と黄金というよりは黄色に近い目はあまり「エルフっぽく」はなかったが、男の返答を聞く限り要の知識にある「エルフ」ではないらしい。

「え、まさか……魔人？　初めて見た……」

「魔人？」

　ちょっと邪悪そうな言葉を呟つぶやくオウカに要が聞き返すと、オウカは「うん」と男を凝視したまま頷うなずく。

「魔法に長たけてるっていう種族だよ。伝説の時代にほとんど死に絶えたって聞いてたけど」

「確かにな。魔人は伝説の時代に、かの破壊神と戦い滅びたも同然の種族だ。だがまあ、それについては今はどうでもいいさ。そのあたりの認識のすり合わせをするつもりもない」

　言いながら、男は歩き……要達の横を通り過ぎる。

「一応人払いの魔法はかけたが……長くはもたねえしな。ついてこいよ。ちょっと話をしよう」

「ど、どうする？　カナメ……あたし、ちょっと気になるんだけど」

　要の裾を引っ張ってくるオウカを守るようにして、要は男に警戒するような視線を向ける。

「……話なら此処ここでも出来るんじゃないですか？」

「俺はそれでもいいけどよ。誘ったんだから茶くらい奢おごってやるって言ってんだ」

　言いながら男が指差したのは、少し離れた場所にある喫茶店らしき場所だった。

「心配しなくても、危害を加えたりはしねえよ。だから……そんなにビビんなよ、最下級アザル」

　それは明らかな挑発。しかし確かな感情を込めた嘲りに、要が……何か反応を返すその前に、オウカが「はあ!?」と大声をあげる。

「最下級アザルがどうこうって……見て分かんないの!?」

「見て分かる証あかしがソレだろ。つーかお前がキレんなよ」

「うっさい死ね！」

「怖ぇなあ」

　ちっとも怖くなさそうな表情で笑うと、男は要へと視線を向ける。

「ま、安い挑発なのは確かだな。意外と効いてねえみてえだが」

「大切なのはそんなものじゃないって知ってます。侮りたいなら、そうすればいいです」

「……フン」

　その言葉に男はつまらなそうに鼻を鳴らす。

「すまねえな。どうやら俺はお前の扱いを間違えたみてえだ。そういうのに喜んでのってくる男だと思ったんだが」

「のりません。そんなに軽率じゃないです」

「そうかい。そんじゃ、今度はお詫わびって事で茶の誘いにのってくれるかい？」

「ごめんなさい。昨日ひと悶もん着ちやくあったばかりだから、そういう誘いにはのれません」

　要がそう言うと、男は天を仰ぎ大きく溜ため息いきをつく。

「……うーん、ダメだな。予定じゃ、もっと楽しく茶でも飲んでるはずだったんだが。思っていた性格と違いすぎる」

「予定って……」

　一体何を言っているのかと聞きたくなる要だったが、その前に男は気を取り直したように笑顔を浮かべる。

「ま、いい。俺はクラークだ、カナメ」

「俺の名前……」

「そこの女がそう呼んでたろ」

「うぐっ」

　オウカが黙り込むが、クラークと名乗った男はそちらには視線も向けない。

「仲良くなる手順を省いたことだし、率直的に言うんだが。お前の着けてる金の腕輪を譲ってくれねえか？　金なら言い値で払うし、欲しい情報や物があるなら言ってくれ。手元にあるなら持ってこさせるし、無いなら連絡先をくれれば最優先で届ける」

「金の……」

　オウカの腕輪を着けている腕を反射的に押さえた要に、クラークは「そう、それだ」と笑う。

「隠しても不信感煽あおるだろうから言っとくけどよ。厄ネタだぜ、その腕輪。持ってるだけで不幸とトラブルを運んでくるような代物だ。あまり長く持ってると身体からだにも何か悪影響が出るかもしれねえっつー、呪いのアイテムじみた効果があるからな」

　それを聞いてオウカが「うげっ」と声をあげるが、要の警戒心は全く解けない。

「……なんでそんな事を知ってるんですか？」

「その腕輪の放つ魔力で分かるさ。ていうか分かる奴からしてみれば、そんな物を持ってるだけで下手すりゃ敵認定されかねないな」

　破壊神ゼルフェクトの力を感じる、とレヴェルが言っていた事を要は思い出す。それに、この街に腕輪を運ぶ為ためだけに引き寄せられたような、オウカの行動……このクラークという男の言うことは、それと一致しているように思える。

　けれど、何故なぜだろうか。目の前のクラークという男の言うことは、信用できないように感じられたのだ。

「昨日ひと悶着あったって言ったな？　その腕輪に関連した話じゃねえのか？　もしそうなら、俺の話にも考える余地が出てくるはずだぜ」

「確かに、その通りです。ですが、それはクラークさんも同じでは？　そんな呪いの腕輪を言い値で買うような理由は無いはずです」

　そう、理屈でもクラークの言う事を信用できない理由は構築できる。散々呪いだのなんだのと言っておきながら、高値で買おうとする。それは腕輪に執着する相応の理由がなければできない事だ。そう思い、要は自然とオウカを庇かばえる位置取りを意識し始めるが……クラークは「なるほどな」と頷くだけだ。

「やっぱり、その腕輪手放した方がいいぜお前」

「え？」

「手放したくなくなってきてるんだろ。ヤバいもんだと自覚してて、それでも尚なお捨てようとは思わない。違うか？」

「……そんなヤバいものを捨てるわけにはいかないでしょう」

「それだ。屁へ理り屈くつつけて手放さず、手放せという相手を信用できなくなってくる。なんだかんだと持ち続けるんだ。その腕輪の魔力に吞のまれてきてる」

「え、でも。あたしはずっと持ってたよ？」

「ずっと着けてたわけじゃねえだろ？」

「それは、まあ」

　オウカはクラークの反論にすぐに黙り、要の持つ自分の物だったはずの腕輪を気味悪そうに見始める。

「俺はその腕輪の処分方法を知ってる。お前の欲しいものを何でもやるから、こっちに寄よ越こせ。俺が親切で言ってる事くらい分かるだろ？」

「カ、カナメ。魔人って、魔法関連のエキスパートって噂うわさだよ？　これ、マジの話なんじゃ」

　オロオロするオウカには答えず、要は無言でクラークを見る。

　クラークの言うことは筋が通っているように思える。

　もしかすると要は腕輪の「ゼルフェクトの力」に吞まれているのかもしれない。

　手放さなければ、拙まずいことになるのかもしれない。けれど。

「なら、その処分方法を教えてください」

「ん？」

　要の返答に、クラークは呆気あつけにとられたような表情に変わる。

「俺が処分します。それで問題ないでしょう？」

「あー……」

　クラークは頭を搔かくと、小さく笑い始める。

「そうきたか。困った、こいつぁ想像以上の善人だ」

「え？」

「なあ、どう言えば腕輪を渡してくれる？　一体何がそんなに不満なんだ？」

　要を見るクラークは、笑ってはいるが目が笑っていない。明らかな苛いら立だちを向けてくるクラークに、要は最初から思っていた事をぶつける。理由をつけようと思えば、いくらでもできる。けれど、結局はシンプルな一つの答えに行き着くのだ。

「貴方あなたが信用できません」

　あまりにも簡潔なその返答に、クラークはブッと音を立てて吹き出してしまう。

「なるほど、ははは、なるほど！　そりゃダメだ！　交渉以前の問題だな、はは、ははは！」

「カ、カナメ……」

　不安そうなオウカを庇いながら、要は油断なくクラークを見る。

　大丈夫、弓は持ってきている。いざとなれば、いつでも戦える。そう考える要の眼前で、クラークの笑い声がピタリと止まる。

「……もういいや、やめだ。なあ、これが最後の慈悲だ、カナメ。死にたくなけりゃ腕輪を寄越せ。代わりにお前の欲しいものをくれてやる。さあ、答えろ。是か非か、どっちだ」

「断る」

「おう、分かった。俺とお前は次に会った瞬間から敵だな」

　クツクツと、クラークの笑い声は含むようなものに変わっていく。

「正直な、お前とは敵対したくないと思ってたんだ。だがまあ……それも間違いだったかもしれねえ」

「……」

「こうして会うと分かる。警戒するまでもなかった」

　告げた直後。クラークの笑みが一瞬で凶悪なものに変化する。

「お前を殺す。その死体から腕輪を奪ってやることにするよ」

「そんな事は、させない」

「いいや、するさ。お前もその女も仲間も皆殺しにする。その時を待ってろ」

　その宣言とほぼ同時に、要の指が背中に背負った弓にかかる。だが……クラークは動く様子もない。

「おいおい、こんな街中で武器を使う気か？　俺と勝負する前に牢ろうにでも行くか？」

　言われて要は気付く。要達の周囲から消えていたはずの人の流れが、戻り始めている。

　こんなところで武器を抜けば、制圧されるのは要達の方だ。

「くっ……！」

「くくく、そうそう。クラークってのも偽名でな。俺はクラートテルラン。それじゃあな、カナメ。残りの人生、悔いなく過ごせよ」

　そう言い残して、クラーク……いや、クラートテルランは戻った人の流れの中に消えていく。それを見送るしかなかった要は、悔しさに拳を握りしめる。

　恐らくは、あのクラートテルランが昨日の襲撃の親玉だったのだと、ゼルフェクト教団の一員なのだと……要はそう確信する。しかし、今から追うわけにもいかない。

　予定では、人通りのない所で接触してくるだろうと……そうであれば弓を使う機会もあると、そう考えていた。

　だが甘かった。相手は要の考えを楽々と上回る手段を持っていたのだ。

「カナメ……」

　オウカは、心配そうに要を見る。オウカ自身、今の状況に思うところはあった。

　話し合いでは騙だまされかけ、今クラートテルランが敵対宣言して去っていくときにも、何もできなかった。それが……とても、悔しくて。ようやく追いついたアリサ達が様子が変だと察して駆け寄ってくるまで……要達は、その場に立ち尽くしていた。







第四章　反撃のシティアドベンチャー




　その日の夜。部屋のベッドに腰かけて座っていた要かなめの眼前に、レヴェルの姿が立ち現れる。

　深く考え込みレヴェルが居ることにも気付かない様子の要を見て、レヴェルは深く溜ため息いきをついて何度か首を横に振ると、思い切り要の脛すねを蹴りつける。

「いったあ!?」

「負け犬の面してんじゃないわよ、この負け犬」

「ま、負け犬って……大体、負けてないし」

「心で負けたらおしまいなのよ。レクスオールは絶対に負けを認めなかったわよ」

「そんな事言われても……」

　言いながらも、要は何かを思いついたようにレヴェルの肩を摑つかむ。

「きゃ、ちょっと何よ！」

「そうだ、レヴェル！　レヴェルなら出来るよな！」

「うっさい、放しなさい！」

　要の手を思い切り払うと、レヴェルは「この馬鹿！」と声を荒らげる。

「突飛な行動に出る前には申告なさい！　いきなり触るんじゃないわよ！」

「ご、ごめん」

　突飛な行動に事前申告とかあるんだろうか、とは要も言わない。そしてレヴェルも素直に要が謝ったことでとりあえず気がすんだのか、それとも動揺した自分を忘れたいのか。軽い咳せき払ばらいをすると「もういいわ」と告げる。

「で？　何を出来るとか出来ないとか言ってるのよ」

「えーっと……クラートテルランの居場所を探れるかなって」

「……まず、そのクラート何とかってのは誰よ。そこから説明なさい」

　レヴェルの言葉に、要は「え？」ときょとんとした顔になる。

「見てたんじゃ……ないのか？」

「怒るわよ？」

　睨にらんでくるレヴェルに要は「いや、なんとなく見てたんじゃないかって気がして……」と言いながら視線を逸そらし、レヴェルが要の両頰ほおを摑んで引き戻す。

「いい？　前にも言ったけど。私はそんなに暇じゃないの」

「あ、ああ。分かったよ」

「本当かしらね。まあ、いいわ。説明なさい」

　言われて、要はレヴェルに今日街であった事を話して聞かせ……その全てを聞き終わった時、レヴェルは悩むように自分の頰に手をあてる。

「魔人がゼルフェクトの腕輪を……？」

「ああ、オウカは魔人だって。なんかこう、耳が長い……」

　こんな感じ、と言いながら要が自分の手の平で長い耳を表現してみせると、レヴェルは難しい顔をしながらも頷うなずく。

「その物もの真似まねはムカつくけど、確かに魔人っぽいわね」

「ええ……？」

　ちょっと理不尽だ、とは思うがレヴェルは聞いてはいない。

「話を聞く限りでは、確かに要の言う通り交渉内容については全部噓うそでしょうね。大人しく渡したら報酬を寄越すって辺りは本気だったかもしれないけど」

「でも、渡したらダメだろ？」

「当り前よ。そんな事したら、私が貴方を殺してたわよ」

　そんな冗談か本気か分からない事を言いながら、レヴェルは部屋の中を歩き回る。

「有り得ないわ。魔人がゼルフェクト教団に……？　でも、聞く限りだとやってる事は……」

「レヴェル。ひょっとしてレヴェルは、クラートテルランが何をしようとしてるか、分かるのか？」

「ゼルフェクトの力の籠った腕輪をそんな連中が欲しがる理由なんて、一つしかないでしょ」

「でも、それって……こんな腕輪一つでゼルフェクトの復活なんて……可能なのか？」

「不可能よ。でも、複数の要因を組み合わせる事でゼルフェクトに刺激を与える事は出来るわ」

　複数の要因。つまり、腕輪以外に何かクラートテルランは手を用意しているという事なのだろうと要は予測する。

　そうでなければ、要の前に姿を現して交渉などという大胆な手に出てくるわけもない。

　そもそも襲撃もしてくるはずがない。自分達の存在を悟られるだけでダメージになるからだ。

　いや、むしろ……。

「腕輪一つ手に入れれば大丈夫と思えるほど、準備が進んでいるって事……なのか？」

「可能性はあるわね」

　レヴェルは要の座っているベッドの、丁度要の横に座る。

「……確かに、そのクラートテルランとかいう奴やつ。探す必要はありそうね」

「協力してくれるってことか!?」

　嬉うれしそうに笑う要に、レヴェルは仕方なさそうに頷いてみせる。

「まあ、今回は仕方ないわね。ゼルフェクトの復活なんて事態は、許すわけにはいかないもの」

「なら明日、アリサ達にも話して……」

「ダメよ。私が協力するのはカナメ、貴方にだけ」

　サラリと言うレヴェルに要は驚きの表情で「え？」と聞き返してしまう。

「分かりやすく言ってあげましょうか？　私と貴方の二人で、今すぐそのクラートテルランの居場所を突き止めてブチ殺すのよ」

「え、ええ……？　でも、人数が多い方が」

　要のそんな消極的な抗議に、レヴェルは溜息で返す。

「ダメよ。そもそも……私、普ふ人じんは嫌いなのよね」

「えっと……人間が嫌いってことか？」

　普人とやらの意味は分からないけど、きっとそういうことだろう。そんな事を考える要に、レヴェルはふるふると首を横に振る。

「違うわ。普人が嫌いなの。今この世界にはびこってる連中の事ね」

「それって、たぶん俺みたいな姿の人間の事だよな？」

「そうね。ま、そんなわけよ。私と貴方で行くわよ、いいわね？」

「……ああ」

　たぶんレヴェルとトゥーロの間でトラブルがあったように、レヴェルとこの世界の人達の間でも何かあったのだろう。そう考えて、要はそれ以上の追及をやめる。レヴェルのトラウマかもしれない場所に触れるのを怖おそれたのだ。

「さて、と。ちょっと触れるけど……抵抗しないで受け入れなさいね？」

「受け入れるって……え？」

「すぐ分かるわ」

　レヴェルの手が要の手に触れると同時に、ゾッとするような感覚が要を襲う。

　全身から体温を奪われたような、冷たい水の中に放り込まれたような、そして急に光届かぬ場所に放り込まれたような……そんな感覚。

「受け入れなさい」

　思わずレヴェルの手を振り払いそうになる要を、レヴェルの手が押さえ込む。そして、その冷たい感覚に要の全身が包まれきった時……レヴェルは「ふう」と小さく息を吐く。

「これでいいわ。今、貴方あなたは私の権能によって死を纏まとっている状態にあるわ」

「死を纏うって……」

「あらゆる全ては死を厭いとうが故に、私達から目を逸らす……分かりやすく言えば、誰も私達を認識できない状態にあるわ」

「それって、レヴェルみたいに何処どこにでも行けたりするってことか？」

「そこまでは無理よ、貸してるだけだし」

「そっか、でも……」

　それでも、誰からも見えないというだけで捜査範囲は確実に広がる。

「よし、行こう！」




　　　　☆★☆




　誰からも見えない状態となった要とレヴェルは、夜のユノハナを歩き始める。

　クラートテルランとその仲間……あの黒ずくめ達のような複数人がこのユノハナに潜んでいるのであれば、それなりに大きな建物であるだろうと要は考えていた。

「で、何処から探すのかしら？」

「そうだな……それなりに大きくて、尚なお且かつ人の出入りが多くても問題ないような場所、かな？」

「ふうん、どうしてかしら」

「だって、ゼルフェクト教団として色々活動するんだから。小さな家に色んな奴が出入りしてたら、明らかにおかしいじゃないか」

　だから要は、地下室という可能性はあっても小さな家に広大な地下室が設置されている可能性は捨てていいと、そう判断している。

「そうだとしても、それに該当する場所は沢山あるわよ。観光地だもの」

「ああ。だから、小さな個人の家みたいなとこは除いて片っ端から調べていくんだ」

　そう言うと、要は丁度近くにある宿屋の扉に手をかけて開けるべく引っ張る。

「あ、あれ？」

　ゴトン、と小さな音を立てた扉を隙間から覗のぞいて、要は「あっ」と声をあげる。

「中からカンヌキかけてある……」

「出る前もそうだったでしょ。他の宿だってそうに決まってるじゃない」

「うう……」

　早速つまずいてしまった。誰にも見えなくても、障害があれば通れないのでは意味がない。

　悩む要に、レヴェルは仕方なさそうに「貴方の権能を使いなさいよ」と助言する。

「カンヌキなんか、矢にしちゃえばいいじゃない。それで解決よ」

「え、でも触らないと……」

「……レッドドラゴンのブレスを『触れて』矢にしたわけじゃないでしょ？」

「あ、そっか」

　そう、要は前回の戦いでレッドドラゴンのブレスを矢に変えた。

　それは炎に直接手で触れたわけではなく、要の手から放出された魔力が炎に触れたのだ。

　つまり……直接触れずとも、魔力で触れれば矢に変える事が出来る。それに気付いた要は、扉の前で意識を集中して。

「でもまあ、こんな夜になると眠る街で宿から人がチョロチョロ出てたら怪しまれるわよね」

「うぐっ」

　矢に変えるその前に、その魔力を霧散させる。

「……そういうのは、もっと早く言ってほしいな」

「自主性を大事にしてるのよ」

　そんな事を言うレヴェルをそのままに、要はもう一度考える。

　調べるべき場所は、それなりに大きな建物。

　そして、人が出入りしていてもおかしくはない場所。

　……けれど、本当にそうだろうか？　たとえば、人があまり近づかない場所などもそれにあたるのではないだろうか？

　そう考えた時、要の頭の中に一つの場所が思い浮かぶ。

「あ、まさか……」

「何？　思い浮かんだのかしら？」

「ああ、たぶん……神殿だ！」

　言いながら要は走り、やがて神殿へと辿たどり着く。鍵付きの鎖で閉鎖された扉はそのままでは開かないが、要の権能を使えば開けるのに鍵など必要ない。

「矢作成クレスタ・絡み封ずる鉄鎖の矢アインズジエイルアロー」

　要の魔力が鎖と鍵を纏めて絡めとり、一本の矢へと変換する。

「……相変わらずの権能ね」

　そんな事を呟つぶやくレヴェルには答えず、要は神殿の扉を開ける。

　しばらく誰も触れていないのか、ギイ……ときしむような音を立てて開いた扉の先は薄暗く、あまり視界が良くない。しかし掃除はされているのだろうか、あまり埃ほこり臭くさくはなかった。

「……暗いな。これじゃ、ほとんど何も見えない」

　とはいえ、明かりをつけるわけにもいかない。そもそも明かりなんて持ってきていない。どうしたものかと悩む要とは逆に、レヴェルは「あら」と何かに気付いたような声をあげる。

「……この神殿、死の香りがするわね」

「死の香りって……え!?」

「えーと……あっちね」

　暗い中を迷わずに歩いていくレヴェルの後をついて、要も歩き出す。

　高所に設置された窓から入ってくる僅かな明かりは神殿の中を薄暗く照らしているが……やがてその暗闇にも慣れて来た頃、要は立ち止まったレヴェルの先にあったモノを見て驚きよう愕がくする。

「え、え……？　これ、って……」

　それは、ボロボロの神官服を着た骸骨。コレが恐らくは「旅に出た神官」なのであろう事は、要にも簡単に予想がついた。

　しかし、一体誰が。いや、想像は出来る。恐らくはクラートテルランだ。

　けれど、この街に来た初日。要達は街の人間で交代で神殿の掃除をしていると聞いたのだ。

　神殿の近くの掃除だけで中は掃除していなかった？

　だがあの男は神殿が荒れるのも……と話していたのだ。神殿の中を掃除していなければ出てくる台詞せりふではない。

　言葉尻の問題で、鍵をかけたのは神官。そして街の人間はやはり外だけを掃除していたのだろうか。いや、違う。この神殿の中は、あまり埃臭くはない。やはり中に人間は出入りしているのだ……ということは。

「……！」

　嫌な予感に、要の身体からだから汗が流れ出る。つまり、あの掃除していた男はクラートテルランの仲間……ゼルフェクト教団の一員。あの頃からすでに要達は捕捉されていたのだ。

「何か心当たりがあるって顔ね」

「……この神殿を掃除してた街の人が居るんだ。あの人はきっと、クラートテルランの仲間だ。神官は旅に出てるって……そう言ってた」

「ふうん……？　でも実際は死んでいた。そして死体は此処ここにある。気付かないものかしらね……？」

　そう、確かにおかしいと要も思う。神官が殺されていた。旅に出ているということにされた。そこまではいい。でも、こんな骨になるような長い期間「旅に出ている」事を、この街の誰もおかしいとは思わなかったのだろうか？

　情報操作が上手うまくて誰も気付かなかったという可能性は、当然ある。けれど……「まさか」と要は思う。

　突飛な発想かもしれない。けれど、それでも……もしかしたら、とも思うのだ。

「……レヴェル」

「なにかしら」

「……俺、クラートテルランのアジトが分かったかもしれない」

「え？　何処なの？」

　要はゆっくりと……しかし、ハッキリとその場所を告げる。

「この街の……騎士団」




　　　　☆★☆




　シュネイル騎士団ユノハナ支部。ユノハナの街の比較的中心に位置する二階建ての建物は、夜でも見張りが立ち、騎士の出入りこそないものの門が開け放たれた状態で煌こう々こうと全体に明かりが灯ともっている。

　この街を守る騎士達は、街が眠る夜でも忙しく職務に励んでいるように見えた。




「騎士団……ねえ。確かに人の出入りが常時あっても何も怪しくはないわね」

「ああ。それに……騎士団が言う事なら、きっと街の誰もが『神官が旅に出てる』と信じる。あとは、ゼルフェクト教団の息のかかった奴やつを掃除役にするだけでいい。それだけで、きっと神殿には誰も近寄らない」

　それこそ要達のような神殿に用のある人間でもない限り、神殿という存在を忘れ去るだろう。

「じゃあ、中を探してみましょうか」

「ああ」

　レヴェルの権能が効いて透明人間状態である以上、要達が見つかることは無い。

　正面から門へ向かって歩いて行っても、見張りの騎士達は視線の一つすらも向けてこない。

「……こんなに近づいても分からないもんなんだな」

「ええ。こうして会話していても……ね」

「どういう理屈なんだ？」

　要が興味を惹ひかれてそう聞くと、レヴェルはクスリと笑う。

「誰だって、死の声なんて聴きたくないでしょう？　つまりは、そういうことよ」

「……理屈は分かんないけど、何となくイメージでは理解できたよ」

「そう、ならそれでいいのよ。権能なんて、理屈で説明しきれるものではないわ」

「そういうものなのかな」

「ええ、貴方あなたの権能を含め……ね」

　言いながら、要とレヴェルは騎士団の敷地へと入っていく。

　やはり夜のせいか外には人はあまり居らず、時折巡回らしき騎士が通り過ぎていくだけだ。

　もし要の予想通りクラートテルランが騎士団に居るとしたら、建物の中のはずだが……閉まっている扉を開けて回れば流石さすがに気付かれるかもしれないし、レヴェルに確認してきてもらうというのもどうだろうと要は思う。なにしろ、何があるか分からないのだ。女の子に任せて自分が安全な所にいるのを要は良しとはしない。

「……なんとか建物の中に入りたいけど、どうするかな」

「開ければいいじゃない」

「え？」

「大丈夫よ、ついてきなさい」

　言いながらレヴェルは建物まで歩いていき、なんでもないかのように扉を開ける。

　だが、扉の横に立っている見張りの騎士は全く気付いていない。

「ほら、さっさと入る」

　レヴェルが要の手を引っ張り二人で建物に入ると、レヴェルは扉をパタンと閉める。

　だというのに、外にいる騎士が騒いだ様子はない。

「え？　どういうことなんだ……？」

「当たり前でしょ。むやみやたらに死の気配を感じたい奴なんていないわ。それが自分の喉元に迫るようなものでない限りは……ね」

「……ドアをちょっと開けるくらいなら大丈夫ってことか」

「そういうこと。さ、行くわよ」

　レヴェルの権能はなんかズルいな……と思う要だが、自分がそれをどう活いかすかとなると、こういう潜入にしか使えないので使いこなせるかはまた別の話だろう。

　ともかく、レヴェルの権能によって要達は騎士団の建物の中をサクサクと進んでいく。

　調理室、食堂、待機所……二階は騎士団支部長の部屋があるらしいのだが、見張りは誰もいない。

「なんか不用心だな……」

　すっかり慣れた要が扉を開けると、暗い執務室の光景が目の前に広がる。

「……誰もいないな」

「書類でも漁あさってみる？」

「うーん。でも、そんな犯罪の証拠みたいな書類、堂々と置いてあるかな？」

「それもそうね」

　机に置かれた書類にアッサリ興味をなくしたレヴェルだが、注意深く周囲を見回し首を傾かしげる。

「……けど、何もないわね。外れだったかしら？」

「いや、まだ探してない場所がある」

「え？　一階も二階も探したでしょう？」

「まあ、そうなんだけど……ね」

　要は一階へ降りると、道順を思い出しながら気になった場所へと歩いていく。そうして辿たどり着いたのは……騎士が見張りに立っている一つの扉の前だった。

「此処」

　雑品庫と書かれた部屋のようだが、その割にはしっかりと見張りが立っているのが分かる。

「……なるほど、怪しいわね」

「だろ？　でも、あんな風に前に立たれちゃ、どうしようも……」

　いくらレヴェルの権能が効いているとはいっても、押しのけて通ればバレるだろう。

　……だが、要が呟つぶやいた直後。騎士の後ろのドアが開いて、別の騎士が顔を出す。

　何やら互いにボソボソと呟きあった直後、騎士がどいて道を開ける。

「……チャンスだ！」

「そうね」

　その隙に要とレヴェルは開いたドアから雑品庫の中に滑り込む。

　……そして、雑品庫の名とは全く違う内装に驚きの声をあげる。

「……なんだこれ」

「普通の部屋ね。けど……」

　棚に置かれているのは、暗器の類の武器だ。まともな騎士が使うとは思えない……昨夜要が黒ずくめに使われた針のような武器も並べてあるのが見える。

「やっぱり、これ……！」

「当たり、ってことね。けれどクラートなんとか……カナメの言ってた魔人は何処どこかしら」

　レヴェルは部屋の中を見回し、下に降りる階段があるのを発見する。

「ああ、なるほど。地下のアジトってことかしらね」

　そう呟き、レヴェルは要の袖を引っ張る。

「行くわよ、カナメ」

「あ、ああ」

　レヴェルの促す先……地下への階段を降りた二人は、広い地下室へと出た。

　薄暗い部屋の中は……けれど、騎士団の中のどの部屋とも違う内装になっている。

「これって……神殿？　いや、違う……お城？」

「ゼルフェクトを崇あがめる神殿ってことでしょうね。ふざけてるわ」

　そう、この場は神殿の祭壇の間と呼ぶのが相応ふさわしいような造りとなっていた。

　祭壇の間と違うのは祈りを捧ささげるべき祭壇がなく、代わりに玉座のような椅子が置かれていて、玉座の間とのコラボレーションのような造りとなっているところだろう。

　一番正しい表現をするなら……そう、司教とか教皇の謁見の間、といったところだろうか。

　けれど、恐らくは普段クラートテルランが座っているのだろう椅子は空。数人の騎士に、一人の女が何やら指示を出している最中だったようだ。

　そして、その指示役らしき女を見て……レヴェルは納得したかのように口の端を笑みの形に吊つり上げる。

「……なるほど？　カナメ、アレが貴方の言っていた『魔人』の正体みたいよ？」

「え……な、なんだアレ!?」

　クラートテルランとは違う、長耳の女。けれど、その肌は白ではなく……まるで邪妖精イヴイルズのような緑色。

「邪妖精イヴイルズ……じゃないよな。中級ミルズってやつなのか？」

「勿もち論ろん違うわよ」

　中級邪妖精ミルズ・イヴイルズではない。あの女は、そんなものではない。

「アレは……人間と邪妖精イヴイルズのハーフ。灰色の子グレイチルドレンとも呼ばれる連中ね」

「人間と邪妖精イヴイルズのハーフ……!?」

「ええ、そうよ。『かつての戦い』でゼルフェクトに魂を売り渡した連中……まさか現代になっても、あんな連中がいたなんてね」

　女に近づいてみると、どうやら単純な指示というわけでもなく報告会をも兼ねているようだった。

「……宿の方に動きなし、か。こっちが何もできないとナメてるのかしらね」

「アロゼムテトゥラ様。いっそ、此方こちらから逮捕の名目で攻め込んだ方が良いのでは」

「そうです。理由などいくらでもでっち上げられます」

　その内容から、どうやら要達の宿に再度の襲撃を考えているらしいと要は気付く。

　しかも今回は怪しい黒ずくめではなく、騎士団として逮捕という名目を掲げての襲撃。

　レシェドの街でアリサが捕まった事の繰り返しになる恐れがあるのだ。

　けれど、戦慄する要に気付かないままにアロゼムテトゥラと呼ばれた女は首を横に振って否定する。

「ダメよ。クラートテルランから指示が出ているでしょう？　まだ余計な真似まねはするな……って」

「しかし！　奴やつ等らが逃げてしまうのでは……！」

「問題ないわ」

　異議を唱える騎士達に、アロゼムテトゥラは余裕の表情で笑う。

「……だって、奴等だけじゃない。このユノハナに紛れ込んだ餌どもは、もう一人も生き残れないんだもの」

　その言葉に、騎士達から喜びに満ちた声が上がる。

「おお！」

「では、まさか……ついに始まるのですね！」

「待ち侘わびた時が来る……！」

「そうよ。私達が待ち望んだ時が夜明けと共に来るわ。クラートテルランは今、その為ための準備をしている。その意味が、分かるわね？」

　そして騎士達が同時に立ち上がり、敬礼をアロゼムテトゥラへと向ける。

「我等が神の為に！」

「ええ。我らが神……破壊神ゼルフェクトの名の下に。破壊の為の破壊を始めましょう」

　その言葉を合図に騎士達は部屋から出ていき……部屋の中には姿を消したままの要達と、アロゼムテトゥラだけが残される。

「ふふ……ついに始まる、ついに始まるわ！　ああ、世界よ！　人間どもよ！　私達の呪いの炎の燃え上がる様を見るがいいわ！　呪われ、焼かれ、その身も呪いと化せばいい！　あはは、あははははははは！」

　その様子を見て……要は、静かに拳を握る。それは、無力さに握る拳ではない。

「……戻ろう、レヴェル」

「戻るって。いいの？　今なら隙だらけよ？」

「ここで暴れても、連中に『騎士団』として動く口実を与えるだけだ。それよりも……迎撃の準備を整えないと」

　ユノハナの騎士団は、ゼルフェクト教団だった。街の人間の中にも、ゼルフェクト教団が混じっているかもしれない。そして明日の明け方から、何かが起こる。それが分かっただけでも充分すぎる収穫だ。此処ここで騒ぎを起こしてもクラートテルランは止められないし、意味がないのだ。

「連中に騎士団として動く理由を与えれば、たぶんゼルフェクト教団じゃない人達も敵になる。それは……ちょっとマズいと思う」

「……まあ、そうね。お尋ね者なんかになられても困るわ」

　言いながらも、レヴェルは笑い続けるアロゼムテトゥラへと視線を向ける。

「……その呪いの炎とやらが燃え上がるかどうかは、見物ね」
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　そして、湯あみ白鳥の翼亭では……要の部屋に、起こされた全員が集められていた。

　他の普ふ人じん連中になんか興味ないわ、と消えてしまったレヴェルの代わりに、要がこの夜に集めた情報の全てを説明して……全員が、難しそうな表情で黙り込んでしまう。

「……」

「……」

　無言。誰もが無言。オウカは顔色を青くしているが、それでもこの事態を飲み込もうとしているようだった。

「明日の朝には、何かが始まる。それをどうにかしないといけないんだ」

「……とは、言うけどね」

　要の言葉に、アリサは困ったように口を開く。

「たぶん旅行者を皆殺しにするつもりなんだとは思う。でも、どうやってそれを為なすのか。違うな、方法については想像がつく。どうやって防ぐかが分からない」

「どうやってって……アリサ、何か分かってるの？」

「まあ、ね。カナメもたぶん同じ考えなんじゃない？」

　アリサに言われ、要は静かに頷うなずく。

「……たぶん、だけど。ダンジョンバーストを起こすつもりなんじゃないかと思う」

「なっ……！　レシェドと同じことをしようというの!?」

「どっちが本番で、どっちが予備なのかは分からないけどね」

　どうあるにせよ、クラートテルランがユノハナに来た冒険者を含む観光客やユノハナの一般住人……そして要達を皆殺しに出来ると考えているのは確かだ。そうであれば、油断できる要素は何処にもない。

「とにかく、此処からは少しも油断は出来ない。何処に連中の手先が潜んでるか分からない」

　要の言葉は、そのままの意味だ。この湯あみ白鳥の翼亭にだって、ゼルフェクト教団の連中が潜んでいるかもしれないのだ。

「……だから着替えて武器も持って来いって話だったのね」

　ハイロジアはそう言うと、疲れたように溜ため息いきをつく。

「全く、休養に来てこんな事件が起こるなんて、ついてないわね」

「……ごめん、あたしのせいで」

「オウカのせいじゃないわ。こんな観光地に支部を構えてる連中のせいじゃないの」

　言いながら、ハイロジアはオウカに微笑ほほえみかける。

「どのみち、王族の務めとしてやらなきゃいけない運命だったみたいだし。事前に計画を潰せたと思えば、むしろラッキーではあるわ」

　自分を納得させるように言うハイロジアに、オウカは疑問符を浮かべてしまう。

「あら、言ってなかったかしら。私はハイロジア・ラナン・ラズシェルト。ラナン王国第十六王女よ」

「え、ええ!?　え、何!?　じゃあまさか、カナメは王子とかだったり!?」

「はは、違うよ」

「私の夫になるかもしれないという意味では合ってるわね」

「寝言はやめてくれる？」

　即座にアリサが要を守るように抱きしめ、ハイロジアと笑顔で睨にらみあう。

　その緊張感など一切ない様子を見て、自然とオウカの緊張も解けていく。

「……なんか、どうにかなるような気がしてきた、かな」

「どうにかするよ」

　オウカの言葉に、そう要が答える。

　どうにかなるのではなく、どうにかする。たとえドラゴンが再びやってこようと吹き飛ばし、ユノハナを守る。

　要はそう決意をして朝を待つ。そして、やがてやってくる日の出は……ユノハナに張り巡らされた悪意の、爆発する合図だった。







第五章　悪意の炎、大地を焼くか




　まず最初に起こったのは、爆発だった。

　いつも通りの朝、いつも通りのユノハナ。よく晴れた朝に、食堂の店主が数日の間にすっかり馴な染じみになった客をいつも通りの笑顔で魔法で吹き飛ばした。

「が、がはっ……おい親父おやじ、何を……！」

「何って。そうさなあ、アンタを料理してやろうかと思ってね」

　その向こうでは、果物屋の娘が身の丈ほどの大剣を振り回し客と斬り合っている。土産物屋の主人が杖つえを構えて魔法を唱え、宿の従業員達が宿泊客を襲い始める。

「くそっ……！　おい、騎士団を呼べ！　急になんだってこんな……！」

　叫ぶ観光客達だが、その騎士団もまた敵だ。ユノハナで一番の宿へと向かい馬を走らせる騎士団の面々は、そのついでとばかりに街の住人達と戦う観光客達に斬り付けていく。

　冒険者ギルドに助けを求めようと思った観光客もいたが、それも無駄だった。

　笑顔の眩まぶしい受付嬢は双剣を振るい、ギルドの支部長は大おお槌つちをぶん回す。

　ユノハナの住人全てが敵に回ったかのような、この異常事態。それは要かなめ達の居る湯あみ白鳥の翼亭でも起こっていたのだ。

　響く破壊音、攻撃魔法の影響で吹き飛ぶ壁。要達の居る部屋を狙って放たれた強烈な魔法攻撃はしかしオウカとクシェルの展開した、要達を守る半透明の魔法障壁マジツクガードによって防がれる。

「び、びっくりしたあああ！　何これ、いきなりこんなの来る!?」

「オウカ様、気を抜かず。第二撃、きます」

「ひえっ！」

　クシェルの忠告通り、先程のとほぼ同じ規模の魔法が魔法障壁マジツクガードを破ろうと放たれるが……これもまたオウカ達は防ぎきる。

「こわい、こわいこわい！　こんなのいつまでも防ぎきれないよ!?」

「ああ、大丈夫だよ」

「へ？」

「ちょっと障壁を解いてくれる？」

「はい」

「え、ええ？」

　素直に魔法障壁マジツクガードを解除するクシェルと、戸惑いながらも同じようにするオウカ。その眼下で、この宿の従業員だったはずの者達が叫んでいる。

「よし、もう限界がきたぞ！　全員、放て！　爆熱弾ボムズシヨツト！」

　そうして放たれた爆発を引き起こす火球を放つ魔法の群れは、崩れかけた宿の二階に立つ要に向かう。魔法障壁マジツクガード無しでは防ぎきれるはずもなく、魔法障壁マジツクガードを張り直したところで、建物自体がもう耐えきれない。

　どちらにせよ、終わりだ。彼かれ等らはそう確信して。

「矢作成クレスタ・爆熱連弾の矢ウル・ボムズアロー」

　要の突き出した手の先で魔法の全てが絡めとられ、一本の矢へと変化する。

「なっ、魔法が……!?」

　魔法が消えた。防がれたではなく、消えた。その事実を認めきれず、従業員達は慌てて次の魔法を放つ……ことは出来なかった。

　この瞬間に壊れた壁から下へと飛び降りていたアリサの剣が、次から次へと従業員達を薙ないでいくからだ。

　バタバタと倒れていく従業員……いや、ゼルフェクト教団の信者達を見下ろして、要は複雑な表情になる。

　殺さなければ殺される。それは分かっているし、人間同士で戦う覚悟はとっくに出来ている。

　だが、それでも……昨日まで良き人々であった彼等と戦うというのが、如何いかに精神を削るかもよく理解できていた。

「これが、ゼルフェクト教団のやり方……か」

　崩れそうな宿から脱出し、要達はこの後の方針を確認していく。

「それじゃあ、俺とアリサが東回り、ハイロジア達が西回りで」

「ええ、分かったわ。それじゃあ、気を付け……」

　気を付けて、と。そう言おうとしたハイロジアは、見つけてしまったソレを見て絶句する。

「……なに、あれ」

　それは、遥はるか向こうからやって来る何者か。全身を鋼で覆った二足歩行の大巨人に率いられる、巨人の群れ。

　小さい巨人……と言ってしまうと何が何だか分からなくなってしまうが、大人二人分ほどの大きさの巨人達が「小さい」と思えてしまうほどの巨体。他の巨人達の二倍もの大きさの巨人。そんなものが、全身を武器防具で固めユノハナに向けて歩いてきていた。

「下級デルム、じゃない。それにあんな巨人ゼルト、見たことない……！」

　その巨大さに、異様さにアリサも冷汗を流す。

　あえて名前を付けるなら……中級鎧巨人ミルズ・アーマーゼルト。そうとしか呼べないモノが……ユノハナを蹂じゆう躙りんするべく近づいてきていた。

「……俺が相手するよ」

「カナメ!?」

「あれがクラートテルランの策なら、それを潰す事にきっと意味がある。だから、行ってくる」

「ならカナメ、私も……」

「アリサは作戦通りに」

「ダメ」

　要の言葉を遮って、アリサは剣を握る。

「途中に何があるか分からないでしょ。アレが策だってんなら猶なお更さら。カナメをおびき寄せる餌でしかないって可能性もあるんだから」

　巨人ゼルト。大きくて頑丈、ただそれだけの、しかしただそれだけで人間の大きな脅威であるモンスター。下級巨人デルムゼルト一体にベテラン冒険者がそれなりに手間をかけるものを……あの数は、街の一つなど簡単に滅ぼしうる。

　だからこそ要はアリサを連れて行きたくないし、だからこそアリサは要を一人で行かせたくない。

「……カナメ。私は、弱くない」

　アリサはそう言って剣を鞘さやに納め……その手を、天へと掲げる。

「マギノギア、オン」

　光がその手に集い、やがてアリサの手の中に一振りの巨大剣が現れる。

　その剣の秘める魔力の大きさに……そして凶暴さに、全員から感嘆の声が漏れる。

　刀身は、冴さえ渡るような美しい銀。あくまでシンプルでありながら刃やいばには磨き抜かれ鍛え抜かれた、名剣のみが持つ輝きが宿っている。

　一点の曇りなき剣。これほどの大味な武器でありながら、アリサの持つマギノギアの大剣には一切の妥協が見られなかった。

　巨大殺しの剣ギガスブレイカー。アリサの奥の手であり……与えられたマギノギアだ。

「カナメ。あんまり、姉さんをナメんなよ？」

　確かに要は強いのだろうとアリサは思う。その現場を見てはいないがレッドドラゴンを倒した話は聞いたし、それはアリサには出来ない事だ。

　けれど、だからといって危険な場所に弟と重ねた相手を一人送り出すような真似まねは出来ない。

「なら、私達も行くわよ。ねえ、クシェル」

「……そうですね、お嬢様」

　アリサへの対抗意識と、要の心配が半々といったところだろうか。

「マギノギア、オン！」

　ハイロジアの手の中にもマギノギア・戦神のブロードソードが現れる。

　その輝きはアリサのものに勝るとも劣らず、クシェルが黙って盾を手渡す。

「う、うう……それなら、あたしも」

「オウカ、あんまり無理はしない方が」

「この状況で、あたしだけ引けるわけないでしょ！　あたしだって、あたしだってやれるもの！」

　自分の杖を構え、オウカは虚勢を張る。

「……いや、でも」

「カナメ様」

　そしてそこで、クシェルが進み出る。

「説得は時間の無駄です。参りましょう」

「……クシェルも来るんだよな」

「当然です」

「はあー……」

　諦めたように大きな溜ため息いきを一つ、ついて。要は意識を切り替える。

「……よし、行こう！」

　そう叫んで、巨人ゼルト達の来る方向へと走り出す。

　……だが、宿の敷地から出た直後、要達は此方こちらに向けて走ってくる複数の馬の音を耳にする。

　馬うま鎧よろいを着けた立派な馬と、重武装の鎧姿の男達。シュネイル騎士団ユノハナ支部の騎士……そして、ゼルフェクト教団員でもある者達だ。

「この時は来たれり！　全員、突撃！　我等が神の為ため、武威を示せ！」

「はっ！」

　血に濡ぬれた剣を構え襲い来る騎士達の前に、誰より早くクシェルが進み出る。その瞳は……破壊の魔眼は、すでに騎士達を捉えている。

「邪魔です」

「ぐあああああ!?」

　巻き起こる大爆発が、騎士達を吹き飛ばす。簡単な事だ。ドラゴンを相手にするよりは、余程。吹き飛んだ騎士達は、それでも重武装のせいか何人かが立ち上がり……今の爆発を聞きつけたのか、他のゼルフェクト教団員達も集まりつつあるのをクシェルは察していた。

「……お嬢様、カナメ様。此処ここは私が引き受けましょう。今のうちに先へ」

「クシェル……」

「さあ、お早く」

　クシェルの破壊の魔眼が再度騎士達を吹き飛ばし、その間を要達が駆け抜けていく。

　要達の背中が遠くなったのを確認してクシェルが小さく息を吐くと……倒れていたはずの他の騎士達もが、ゆっくりと起き上がってくるのをクシェルは見た。

「……倒したと思いましたが」

「フン、ゼルフェクト教団をナメるなよ。我等の鎧は対魔力防御も完璧。魔眼などが通用すると思うな」

「然さ様ようですか」

　何の抑揚もない返答と共に、騎士団の面々が先程よりも大きく吹き飛ばされる。

「薄汚い破壊神に魂を売った騎士もどき共。メイドにして騎士。メイドナイトたる、この私に勝てると思うのならば、やってみるとよいでしょう」

　そして更に数度、破壊の魔眼による轟ごう音おんが響く。要達はすでにこの場を遠く離れ、シュネイル騎士団の主力は完全に足止めされていた。
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「魔法障壁マジツクガード！」

　オウカの咄とつ嗟さに張った障壁が、何処どこからか飛んできた魔法を弾はじく。

「チッ……うあっ！」

　屋根の上に居た一般人にしか見えないゼルフェクト教団員を要の矢が撃ち、倒れて動かなくなる。

「……まさか、街中が敵なのか？」

「どうも、そうみたいだねえ！」

　双剣を振り回す肉屋の主人を斬り伏せ、アリサが応える。ここに来るまで、倒れた観光客や、丁度戦っている最中の観光客達も何度か見た。どうやら外部の人間は大体が一般人であるらしいが、街の人間はほぼゼルフェクト教団員とみて間違いないようだった。

　……つまるところ、ユノハナは恐らく丸ごとゼルフェクト教団の支部だったのだ。

　騎士団だけではない。それが分からなかったのが要は悔しいが……分かるはずもない。

「しかし、これじゃあ中々進めないわね！」

　自警団の男を持っていた槍やりごと斬り裂き、ハイロジアが叫ぶ。

　街の中心に近づいてきたせいか観光客とユノハナの住民……ゼルフェクト教団との戦いは激しくなってきており、要達がそれに巻き込まれる頻度も高くなっていた。

　けれど、此処で足止めされているわけにもいかない。巨人ゼルト達はもう、ユノハナの近くまで迫ってきているのだ。

「……仕方ないわね」

　言いながらハイロジアはオウカを摑つかみ「私達が此処で連中を引き付けるわ」と要に告げる。

「え、でも」

「でも、じゃないわ。いつまでも有象無象の相手をしているわけにもいかないでしょう。オウカの魔法があれば派手にもやれる。クシェル程の役には立たないでしょうけど」

「ええ!?　あたし、あのメイドの子の代わり!?」

　不満そうな声をあげるオウカだが、遠くからやってくるゼルフェクト教団の集団に向けて攻撃魔法を素早く放つ。響く爆音は、仕方ないと腹をくくった証あかしだろうか。

「……あー、もう。仕方ないか。カナメ、此処はお姉ちゃんと、こっちの怖いお姫様とで何とか引き付けとくから、巨人ゼルトの方をよろしく！」

「分かった……気を付けて！」

　走り去る要とアリサを見送り、オウカは杖つえを握りしめる。

「さて、と……言った以上はやらないとね！」

「ええ、期待してるわ。ほら、自警団の連中が来るわよ！」

「はいはい！　燃えよ、爆はぜよ、砕け……爆熱炎弾フルブレズシヨツト！」

　宿でゼルフェクト教団の連中が放っていたものよりも大きな炎の球が飛ひ翔しようし、着弾と共に爆発を巻き起こし自警団を吹き飛ばす。

「魔法士だ！　全員対魔法戦用意！」

　聞こえてくる声は、オウカ達の背後。紋様の描かれた盾を構え迫ってくる一団に対し、オウカは手の中でクルリと杖を回転させながら向き直る。

「風よ、豪風よ、暴風よ！　巻き起これ、吹きすさべ、荒れ狂え！　暴風竜巻ウインネルド！」

「ぎゃあああ！」

　恐らくは魔法に対する耐性をもつのだろう盾を持っていた一団が竜巻にまかれて空へと舞い上がり、屋根の上に登っていた別の教団員が魔法を解き放つ。

「風よ集え、斬り裂け……斬風刃ウインブレイド！」

　巨大な風の刃が放たれ、けれどオウカは慌てずに杖を振りかぶる。

「光よ集え、斬り裂け！　斬光刃ソルブレイド！」

　まるで剣を使うかのような動きで振り抜かれたオウカの杖から放たれた光の刃が教団員の風の刃を斬り裂き、それでも足りぬとばかりに教団員を深々と斬り裂き消滅する。

「ば、かな……これ程の……っ」

「フンだ。これでも地元じゃ魔法で四番目くらいだったんだから」

「微妙なところねえ」

　苦笑しながら、ハイロジアは寄って来る教団員達を次々と斬り伏せていく。教団員の中にはマギノギアを持っている者も居たが、ハイロジアの戦神のブロードソードにマギノギアごと斬り裂かれ倒れていく。そんなハイロジア達を安全地帯と考えたのだろう、周囲で戦っていた生き残りの観光客達が集まり始める。

「あんた等ら、強いな。一緒させてくれ！」

「じゃあ、そっちの魔法士の子を守りなさい」

「了解！」

　剣士の男がオウカに向かって走ってきていた酒場の店主と斬り結び、その隙を狙って現れた黒ずくめの放った針を盾を持つ冒険者らしき女が弾く。

「気を付けて、あいつ等アサシンよ！」

「知ってる！　一昨日おとといの恨み、爆熱弾ボムズシヨツト！」

　オウカの放った魔法が黒ずくめを吹っ飛ばし、あちこちの路地や物陰から他の黒ずくめ達が現れ始める。

「うわあ、ゾロゾロと……」

「囮おとりが成功してる証よ、オウカ。喜びなさい」

「囮？」

　オウカを守っていた女冒険者が思わず聞き返して。それにハイロジアは自分の事を自慢するように笑う。

「ええ、そうよ。こっちに向かってきてる巨人ゼルト共を吹き飛ばしてくれる、私の英雄が居るから。私達は、此処で有象無象の相手をしていればいい。それで全て解決よ」




　　　　☆★☆




「マズ、もう村の端近くまで来てる！」

「急ごう、カナメ！」

　要とアリサが走る先。ユノハナの端近くに、ゆっくりとした動きで歩く巨人ゼルト達の先頭が辿たどり着きつつあった。

　その巨体故か、それともゆっくりと恐怖を煽あおろうというのか。決して走ることのない巨人ゼルト達だが、要達にとっては幸運であっただろうか。巨人ゼルトとの市街戦になれば、もうユノハナの大量破壊は免れない事態となってしまう。

「よし、あと少し……！」

「残念だけど。そうはいかないわ」

　ボコリ、と地面が盛り上がる。

「うっ……!?」

　丁度その場所に居た要が飛びのいた直後、土を吹き飛ばしながら巨大なアリが顔を出す。

「ヂヂヂヂヂ……」

　ボコリ、ボコリと。周囲から現れる巨大なアリ達。黒い装甲を纏まとっているかのように見えるその姿は頑丈な重戦士のようで、頭部の巨大な顎は何でも砕きそうな印象さえ与えてくる。

　そして……風のような速度で走りアリサへと斬り付けたのは、一人の緑色の肌を持つ女……アロゼムテトゥラ。

「アリサ!?」

「平気！」

　ギイン、と。激しい音を響かせ剣がぶつかり合い、しかしアリサは押されるように下がり要から離れていく。

　やがてひと際大きい音が響き……アリサは大きく下がり、アロゼムテトゥラを睨にらみつける。

「狙いは私ってわけ？」

「正確には、そこの男が目的ではない……かしらね」

　そう言うと、アロゼムテトゥラは弓を構えようとしている要へと声だけを投げかける。

「クラートテルランから伝言よ。早く来い……だそうよ？」

「……！」

　やはりクラートテルランはこの先に居る。ならこいつを倒し、アリサと共に向かう。そう考える要に、アリサが叫ぶ。

「カナメ、いいから先に！　こいつは私がブッ倒しておくから！」

「行くなら行きなさい？　邪魔はしないでおいてあげるわ」

　クスクスと笑うアロゼムテトゥラを要は睨みつけ……しかし、それでも走りだす。

　そうして去っていく要を見送り……不意打ちのように放たれたアリサの斬撃を、アロゼムテトゥラは自分の剣で受け止める。

「あらご挨拶ね。あのカナメとかって男を見る最後の機会だったかもしれないのに」

「悪いけど。私は今日も明日もカナメに会うの。そっちこそ、言い残す言葉があるなら聞いとくけど？」

　互いに笑みを浮かべ、数度の斬り合いの果てにアリサとアロゼムテトゥラは互いに距離をとる。

「そんなものはないけど、名前くらいは教えといてあげる」

　通常のものとは思えぬ禍まが々まがしい形状の剣を構え、アロゼムテトゥラが名乗りをあげる。

「私はアロゼムテトゥラ。破壊神ゼルフェクトより与えられしマギノギア、呪じゆ炎えんの剣を振るう者。そして……貴方あなたを殺す者よ」

　その名乗りを受け、アリサも大剣を構える。

「私はアリサ。戦神アルハザールより授かりしマギノギア、巨大殺しの剣ギガスブレイカーを振るう者。そんでもって……カナメの姉さんだ！」

「ハッ、そのくだらない遺言、覚えといてあげるわ！」

　剣けん戟げきの音が響く扱いの難しいはずのアリサの大剣はアロゼムテトゥラの長剣と真正面から打ち合い、普通であれば打ち負けるはずのアロゼムテトゥラの長剣はアリサの大剣を真っ向から迎え撃つ。互いに一歩も引かない打ち合いは、しかし距離をとったアロゼムテトゥラの不敵な笑みによって崩される。
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「斬炎刃フレアブレイド！」

「跳躍ジヤンプ！」

　ゴウ、という音と共に放たれた炎の刃やいばをアリサは跳躍ジヤンプの魔法によって得られた脚力で跳ぶ事によって回避し、近くの建物の壁を蹴って着地する。

　その近くには装甲アリシルドアントが居たが、置物のように動きはしない。

「へえ、そういう方法で避よけるなんてね。やるじゃない」

「……そっちこそ、今の隙に装甲アリシルドアントに攻撃させる事も出来たはずだけど」

「そんなつまんない事はしないわよ。この戦いを楽しんで、殺して。その後に死体を喰くわせてあげるの。あとは……そうね。逃げたら追わせるためかしらね？」

「趣味悪っ」

「よく言われるわ」

　妖艶にも思える微笑ほほえみを浮かべ、アロゼムテトゥラは炎を纏い始めた剣を軽く振るう。

「……その剣。火の魔法を簡単に扱える剣ってとこ？」

「そうかも、しれないわね？」

　確か呪炎の剣と言っていたな、とアリサは頭の中で素早く考えを巡らせる。

　単純に炎の魔法を簡単に扱える剣というだけでも相当に面倒だが、その炎自体に何か妙な効果がついていてもおかしくはない。

　油断は出来ない。そしてそれは……この集団の首しゆ魁かい、恐らくはアロゼムテトゥラより強いのであろうクラートテルランの下へと向かっている要にも言えることだった。

「さっさとアンタを倒してカナメの応援に行ってあげないとね……！」

「無理よ、それは。そしてあの男も死ぬ。もう、そう決まってるの」

「そういう夢を見て死ねばいいよ。墓くらいはたててあげるからさ！」

　そうして、再びアロゼムテトゥラとアリサは剣戟の音を響かせた。




　　　　☆★☆




「間に合った……！」

　巨人ゼルト達がユノハナの街へ踏み込む直前、要は街の端へと辿り着いていた。

　観光地であるせいかユノハナには子供でも乗り越えられる程度の柵しかなく、巨人ゼルトを防御できるような体制はそもそも存在しない。

　だからこそ、此処ここで止めるしかない。そして、出し惜しみなど最初から出来はしない。

　要は矢筒の中から一本の赤い矢を取り出す。竜を模した装飾の施されたソレは、先日の騒動の時にレッドドラゴンのブレスを変換し作り出した火竜の吐息の矢レツドドラゴンブレスアロー。

「いくぞ……！」

　同時に発動するのは、弓神の魔眼。要を視認するなり走り始める巨人ゼルト達を見据え、最も効果的な地点を見極める。

　……もっとも、この矢においてはそんなもの、誤差にすぎないかもしれない。

　ゴウ、と。大地を焼き尽くす力を秘めた最強生物の火炎吐息が真正面へと向けて放たれる。

「ガアアアア！」

「ギアアアアアア!?」

　骨まで焼き尽くされ消えていく巨人ゼルト達を視界に収め、要は次の矢を弓へと番つがえる。放つのは叩き砕く岩の矢ヴエガルアロー。要に向け走ってくる巨人ゼルトの胸を轟ごう音おんと共に貫いた時には、すでに次の叩き砕く岩の矢ヴエガルアローを弓に番え放っている。

「……馬鹿ね、それじゃキリがないわよ」

　聞こえてきたのは、そんな言葉。それが誰の言葉であるのかは、要は振り返るまでもなく知っている。

「光を使いなさい。前の貴方がよく使っていた矢よ。名前は……」

　その導きのままに、要の手は空から降り注ぐ光を摑つかむ。

「矢作成クレスタ……！」

　要に触れえぬものなど、この世界にはない。そこにあると認識したならば、その全てを摑み取り矢に変える。その傲慢なる力こそが、要の……弓神レクスオールの権能、矢作成クレスタであるが故に。

「審判の矢ジヤツジメントアロー！」

　現れた輝く矢を要は弓に番え、空へと放つ。空を舞う敵など居ないというのに、一体何を。

　そう問う者などこの場には居ない。要が矢を撃ち損ねたと考えた巨人ゼルト達は要へと殺到しようとして……しかし次の瞬間、空より降り注ぐ無数の光線に貫かれていく。

「次よ。次は、そうね……」

「ああ、矢作成クレスタ！」

　風を要は摑む。だが作るのは逃れ得ぬ豪風の矢ウル・ハルテイールアローではない。あれは確かに多数の敵を相手するには向いているが、巨人ゼルトを相手にするには足りない。「今」の要に出来る渾こん身しんの魔力を込めて作り出すのは、その巨人ゼルトをも葬る矢。見るものを恐怖させる、偉大なる風の脅威を示す矢……その名も。

「螺旋塔の矢デルザツトアロー！」

　放つと同時に生まれ出た巨大竜巻が、周囲の巨人ゼルトを吞のみ込み巻き上げ、微み塵じんに砕いていく。

　強大な巨人ゼルト達は、本来であれば竜巻程度では死なないのかもしれない。だが、魔力を練りこまれて生まれ出る、この螺ら旋せんの塔は違う。昇りきった頃には微塵に削り殺され死する運命の待つ、絶望の螺旋。

　仲間達が為なす術すべなく屠ほふられていく姿を目にした巨人ゼルト達は、この螺旋塔を前にして完全に士気が崩壊する。

　当然だ。彼かれ等らの指揮官である中級鎧巨人ミルズ・アーマーゼルトは最初のドラゴンブレスを連想させる一撃で溶け消え、それを放ったちっぽけな人間の放つ信じられない程の高威力の攻撃で仲間達が次々と屠られていく。それが恐怖でなく、なんというのか。逃亡していく生き残りの巨人ゼルト達を見て、要は小さく息を吐く。なんとか巨人ゼルトの群れは撃退できた。それを確信すると、背後に立つレヴェルへと振り向く。

「ありがとう、レヴェル」

「別に何もしてないわよ。私はただ、貴方の使える矢について少し教えただけだもの」

　言いながらレヴェルは肩をすくめて。瞬間、叫ぶ。

「カナメ、後ろ！」

　いつからそこに居たのか、長剣を振るうクラートテルランの姿がそこにあった。

　マントのようなものを身に纏まとい嗤わらうクラートテルランの剣は、すでに避けるには遅すぎて。けれど、避ける必要はない。

「矢作成クレスタ・縛り付ける鉄枷の矢アインズジヤツクアロー！」

　激しい音を立てて、クラートテルランの手の中から剣が消失し盛大に空振る。

「チッ、だが！」

　そのままクラートテルランは回転の勢いを利用し強烈な回し蹴りで背後のレヴェルごと要を吹き飛ばす。

「うあっ！」

「きゃっ……」

　絡み合うようにして転がる二人を見て、クラートテルランは軽い舌打ちをする。

「お前一人なら今ので確実に仕留められてたんだがな……まさか死の妹神レヴェルまで居やがるとは計算外だ」

「クラートテルラン……！」

「ったく、遠慮なく巨人ゼルト共をぶっ殺しやがって。魔力が下級デルム程度しか無くとも、やっぱりレクスオールってわけか」

　クラートテルランが指を鳴らすのに合わせ、現れた黒ずくめがクラートテルランに新たな長剣を差し出し、自らもまた武器を構える。

「だが、もう限界は充分に見えた」

　そう、クラートテルランはずっと要を観察していた。その魔力、動き……全てを観察し、一つの結論を出していた。

「カナメ。お前、体術は然さ程ほどじゃ……いいや、素人レベルだな？」

「なっ……」

「分かるぜ。お前は遠距離戦じゃ此処にいる中で最強だろうさ。だが……！」

　黒ずくめがレヴェルへと襲い掛かり蹴りを放ち吹き飛ばす。

「レヴェ……」

「ソレだ。注意散漫で、すぐに隙が出来る」

　クラートテルランの拳が要を吹き飛ばし、弓がその手から零こぼれ落ちる。

　だが、それでもクラートテルランの動きは止まらない。

「そんでもって、動き自体も素人くせえ。身体強化も弱ぇ。つまり俺が全力で動けば……！」

　始まるのは、打撃のラッシュ。剣を使わぬままに、拳と蹴りの連撃が要を襲う。

「が、あっ、ぐっ……」

　そして、ひと際強い蹴りが要を地面へと叩たたきつけ転がす。

「……この通りだ」

　近寄り、要を踏みつける。グリグリと靴底で踏みにじるクラートテルランの表情には、愉悦が浮かんでいる。

「くくく、はは……ハハハ！　なんて気分がいい！　俺達の神を地の底に封じ込めた主因！　あのレクスオールの生まれ変わりに、今俺が神に代わり罰を下している！　神よ、見ておられるか！　このクラートテルランが今、貴方あなたの敵を痛めつけている！」

「ぐ、う……」

「ハッ」

　未いまだ闘志を失わぬ要を、クラートテルランは嘲あざ笑わらい踏みにじる。

「もう勝負はついた。お前の弱点は露呈し、俺はそれを的確についた。あとは、この剣をお前の心臓に突き刺してやるだけで全てが終わる」

　要の手が人間の可動範囲を超えて動くのでなければ、もう矢作成クレスタも届かない。

　だから、要は確実に死ぬとクラートテルランは判断する。

　唯一の計算外であったレヴェルもアサシンを一人あて、圧倒している。元より武勇に優れた伝説を聞かないレヴェルの相手であれば、これで充分。

「さあ、死ねカナメ。お前の死を神に捧ささげれば、あの方の目覚めは確実だ」

　逆手に構えた剣を、振り下ろそうとして。

「跳躍ジヤンプ！」

「な、があああ！」

　跳躍ジヤンプの魔法を利用したアリサの跳び蹴りがクラートテルランを大きく弾はじき飛ばす。無様に転がりながら地面に倒れたクラートテルランは……自分の勝利を今の一撃で覆され、驚きよう愕がくの表情で起き上がる。

「馬鹿な……！　お前はアロゼムテトゥラ達が足止めしていたはず！」

「あの女？　逃げたよ。私の大勝利」

　言いながら、アリサは不敵に笑う。間に合った。その安心と……要を踏みにじっていたクラートテルランへの怒りが、アリサを突き動かす。

「そんな事より、よくもカナメを虐いじめたな。あの女みたいに逃げられると思わないでよ？」

「アロゼムテトゥラ、あの女ぁ……！」

　大義を前に逃げだした。その事実を一瞬認識できず、クラートテルランの中に怒りが沸きあがる。

「そう怒らないの。大義なんてクソだし、自分の命という小さなモノの為ために誰もが命をかけてる。それだけの話でしょ？」

「大義を失なくして何が残る！　漫然と生きてるテメエらと一緒にするんじゃねえ！」

「何って……決まってるじゃない」

　剣を拾い走るクラートテルランを、アリサは余裕の表情で迎え撃つ。

　大義だとか、正義だとか。そんなものを理由に戦ったことは、アリサには一度もない。

「意地が、残るんだよ」

　アリサの巨大殺しの剣ギガスブレイカーが、クラートテルランを薙なぐ。

　クラートテルランの動きが要を上回ったように、アリサの動きがクラートテルランを上回った。終わってみれば、ただそれだけの結果。斬り裂かれたクラートテルランはグラリと倒れ……そのまま地面に転がる。真っ二つに斬り裂かれたその身体からだはもう動くことは、絶対にないだろう。

「……アンタだって、その意地が根底にあったんだろうに」

　自分の戦う理由を間違ったまま死ぬこと程哀れなことはない。だからこそアリサはクラートテルランを少しだけ哀れに感じつつも、起き上がろうとしている要へと手を差し出す。

「大丈夫？　カナメ」

　だが、要はその手をとらない。弓神の魔眼を発動させたまま、アリサの近くに倒れたクラートテルランの死体を凝視している。

「アリサ……！　そいつから離れて！」

「えっ、きゃっ！」

　放たれた魔力がアリサを吹き飛ばし、慌てて起き上がった要がアリサを受け止め転がる。

「う、いてて……」

「今のって……！」

　要を押し倒すような形になりながらもアリサは起き上がり、要も同様に起き上がりクラートテルランの死体がある方向に……その場所に、信じがたい光景を見た。

「■■■■──■■、■■■■■──」

　人間には理解できぬ言語を発するクラートテルランの死体。一体何処どこから出ているのかも分からぬ声を発するクラートテルランの死体は、おぞましい気配を持つ魔力を放ち始める。

「な、なんだコレ……！」

「分かんない、聞いたことも……！」

「……古代魔法よ。使われているのも失われた古代語。人間に残らず連中に受け継がれていたというのは皮肉だけどね」

「え、誰!?」

「レヴェル、無事だったのか!?」

「ええ、私を舐なめすぎよね」

「は？　レヴェル!?　それって」

「すでにあの魔法は止められないわ。たぶん、死ぬ前から仕込んでたんでしょうね」

　アリサを完全に無視しながら、レヴェルはクラートテルランの死骸を見つめる。

　要達の見ている中でクラートテルランの死体はざらりと崩れて砂へと変わる。

　それだけではない。巨人ゼルトの死骸や、死骸すら残らなかった巨人ゼルト達の居た場所から何かが舞い上がり、中空へと集まっていく。

「魂を蒐しゆう集しゆうし、纏い生まれる特殊な巨人ゼルト。命を糧とし燃えあがる、炎の巨人。ゼルフェクトへと魂を捧げる燈とう火か。すなわち……燈火の巨人トーチギガス。やってくれるわ、あんなものを用意していたなんて」

　そして、空から巨大な炎の巨人が落ちてくる。ゴウ、と。燃え盛る炎の身体で大地へと立ち、その足元が熱のせいか、燈火の巨人トーチギガスの魔力のせいか……ゴウゴウと燃え盛り始める。

「なんだ、あれ……居るだけで地面が……！」

「そういうモノよ。無数の死を糧に出来上がる、破壊の為だけの巨人ギガス。ゼルフェクトに混こん沌とんを捧げる為だけの哀れなモノ」

　けれど、その哀れなモノに「かつての戦い」の時は多くの人間達が焼かれた。多くの物理攻撃は通用せず、生半可な魔法は何の意味もない。

　そして何よりも、近づくだけでほとんどの生き物は死に絶える。ただ遠くから迫ってくるのを待つしかない、約束された火葬。

「あんなの、どうしろっての!?」

　アリサの焦るような声に、レヴェルは無言。というか完全なる無視である。

「大丈夫だよ、アリサ」

　アリサとは逆に、要は全く慌ててはいない。何かあるかもしれない。その直感に従い、要もまた奥の手を保存していた。

　触れるのは、その胸元に輝く月のペンダント。要の「レクスオール」としての魔力の大部分が封印された、強大なる力の結晶。要の手の中でペンダントが光となってほどけ、魔力へと変わっていく。

「カナメ!?　何、この魔力……！」

　それは人の身体に収めるにはあまりにも強大な、そして偉大な……荘厳なる魔力。

　その全てが一瞬のうちに要の中に入り込み、まるで最初からそうであったかのような安定を見せる。

　それは最下級アザルでも、下級デルムでも、中級ミルズでも……上級セラトですらもない。もっと上の……遥はるか届かない場所の何かであるようにアリサには感じられた。

　今回の旅の中で見た要の尋常ではない力。それすらも霞かすむような……そんな力。

「カナメ……カナメは、一体……？」

　その問いに対する答えは、ない。ただ、圧倒的な魔力だけが流れて。

「マギノギア、オン」

　要の手の中に黄金の輝きが集まり形を成す。

「それ、は……」

　そして……その輝きを、アリサは見た。

　確かに話には聞いていた。レッドドラゴン……世界最強の一角とされる生物を倒したという、要の本当の力。信じられないほどに高まった要の魔力は、要の手の中でマギノギアとして顕現する。

　歪いびつに欠けた月。黄金の輝きを放つ弓。その名を、知らされずともアリサは悟る。

「レクスオールの、弓……なの……？」

　要はレクスオールの弓を摑つかみ、今までよりも遥かに強い輝きを放つ弓神の魔眼を燈火の巨人トーチギガスへと向ける。弓神の魔眼は燈火の巨人トーチギガスの魔力の集う場所を見抜き……その場所を狙い、要は弓を向ける。

「矢作成クレスタ」

　要の手の中に、黄金の輝きが集まっていく。

　土ではない。風でもない。火でもない。水でもない。光でもなければ、闇でもない。

　それは要の……弓神レクスオールの魔力。自分自身の魔力を矢に変える、弓神レクスオールの放つ最強の矢。

「かつての戦い」で「万物裂く光」とも謳うたわれた、変換する魔力が大きければ大きいほど威力を増す矢。

「弓神の矢レクスオールアロー」

　そして、放たれる。矢は黄金の光線と化して燈火の巨人トーチギガスを貫いて……その巨体を霧散させる。

「やった……!?」

「……ダメだ」

　要の弓神の魔眼は、確かにその瞬間を捉えた。燈火の巨人トーチギガスが崩れた身体を周囲の魔力を吸い上げながら再構築し、急速に炎の身体を再生させていく。そして同時に要は弓神の魔眼を通して理解してしまう。

「アレは、まともな手段じゃ殺せない」

「ええ、そうね。『かつての戦い』でも、大規模な被害を出した相手よ」

　言いながら、レヴェルは燈火の巨人トーチギガスを見上げる。あの時は絶大な被害を出した挙句、魔法の神ディオスがなんとかその不死性を封じる魔法を組み上げた。だが、此処ここにはディオスは居ない。なら……自分がやるしかないだろう。

「カナメ、私がアレの不死性をどうにかしてみるわ。その隙に倒しなさい」

「どうにかって……どうするんだ？」

「決まってるでしょ？　マギノギア、オン」

　レヴェルが取り出したのは、その死の権能の集大成たる大鎌だ。

「私の死の権能でアレを全力で抑えつける。それでどうにかなるはずよ」

　不死性とはいっても、燈火の巨人トーチギガスの不死は正確な意味での「不死」ではない。無数の命を連結し、消費し続ける事で「殺されても死なない」を実現する、ライフキーパーとも呼ばれる巨大な延命装置。そこにレヴェルの死の権能で死を叩たたきつけ、連続で殺し続ける。そうすれば、自然と殺しきる寸前までいけるはずだ。

　……無論、レヴェルは直接的な戦闘能力はそこまでではない。ひょっとすると、死んでしまうかもしれないが……アレを放置してゼルフェクトを復活させてしまうよりは、余程良い。

　覚悟を決めて、進み出て。レヴェルは、要の伸ばした手に遮られる。

「……なにかしら。他に手があるとでもいうの？」

「ああ、ある」

　要は自分の腕に嵌はまった、一つの腕輪に触れる。

　それは、オウカの腕輪。今回の騒動の中心にあった「ゼルフェクトの力」の籠った腕輪。下手に捨てる事も壊す事も危険な、厄介極まりないマジックアイテム。けれど……それをどうにかできる力を、要は持っていた。

「ちょっと待ちなさい、まさか！」

　だからこそレヴェルはそれに気付き、要の服を摑む。

「ゼルフェクトの力を使う気!?　それを必死になって否定したあの戦いを何だと思ってるの……！」

「だからこそ、何でも使わなきゃいけない」

　レヴェルの抗議に、要はそう答える。

「俺にはその戦いの記憶はないけれど。でも今、あんな奴やつに全てを壊されるわけにはいかないってのは分かる」

「それ、は……いえ、いいえ！　それでも無理よ！　カナメ、貴方あなたはゼルフェクトを甘く見てる！　ゼルフェクトの力は人の身で扱えるようなものではないわ！」

　下手をすれば要が死ぬだけではすまない。要とその力を依より代しろにして、ゼルフェクトが蘇よみがえろうとするかもしれないのだ。

「……だとしても、俺はなんだって使う。それがたとえ、世界を壊す邪神の力だって……！」

　要の魔力が、腕輪に触れる。その中に潜む破壊神ゼルフェクトの力を掌握しようと広がり、それに反抗するかのように腕輪の中のゼルフェクトの魔力が要の中に逆流しようとする。

「く、この……！」

「やめなさい！　ゼルフェクトの魔力は、それ自体が……！」

「ま、けるかあああああああああああああああ！」

　叫ぶ、抑え込む。気合で、その絶大な魔力でゼルフェクトの魔力を抑え込み支配する。

　言う事を聞け、と。要の権能がゼルフェクトの魔力を、その力の籠った腕輪を望む形へと変換する。

「う、そ……抑え込んでる？　ゼルフェクトの力を？　そんな事……レクスオールですら……」

　誰にもできなかった。ゼルフェクトの力を抑え込む事など、あの最強たるレクスオールにすら出来なかったのだ。だからこそ地の底に封じ込んだというのに。その欠片かけらとはいえ要がゼルフェクトの魔力を支配している事が、レヴェルには信じられない。

「カナメ……貴方は……もしかすると、前の貴方よりも……」

　呟つぶやくレヴェルの前で、要は成功を確信する。出来る、やれる。このまま抑え込む。今この瞬間、お前は俺の望む形になれと……要は「その言葉」を叫ぶ。

「矢作成クレスタ……ッ！」

　バヂバヂと、黒い輝きと黄金の輝きが互いを吞のみ込もうとしながら一つの形へと纏まとまっていく。

「破壊神のゼルフエクト……矢アロー！」
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　そうして、一本の矢が完成する。

　黒と黄金の混ざり合った、あまりにも凶暴な魔力を放つ矢。アリサが、レヴェルが……その矢の放つ邪悪と神聖の入り混じる気配に戦慄する。

　人が扱うには、あまりにも過ぎた矢。同じように強大であっても弓神の矢レクスオールアローとは全く違う何か。

　レクスオールにも出来なかった、破壊神の力を秘めた矢。そんなものが存在できるなんて、今この瞬間にもレヴェルは何処どこか信じられないような気持ちでいる。それを要は黄金の弓に番つがえ、燈火の巨人トーチギガスへと向ける。

「オ、オオオオオオオ……」

　すでに個人の意識など存在しないのだろう。けれど、燈火の巨人トーチギガスはその懐かしき力を、そして忌むべき力の混じり合ったソレを視認する。

　その足は恐怖に、畏怖に、あらゆる感情に苛さいなまれ停止する。それの齎もたらすものを、燈火の巨人トーチギガスは理解できてしまっている。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　叫ぶ、走る。撃たれる前に殺そうと、燈火の巨人トーチギガスは走る。

　だがもう、それでは遅すぎる。破壊神の矢ゼルフエクトアローはすでに、弓から放たれて。黒い奔流が燈火の巨人トーチギガスを貫き、そして消失する。

「オ、オオオ……オオオオオオ!?」

　だが、その体内へと潜り込んだ力は呪いのように燈火の巨人トーチギガスの中で連結する魂達の「繫つながり」そのものを破壊する。燈火の巨人トーチギガスが燈火の巨人トーチギガスである為ための、ライフキーパーの能力そのものを、不死性を破壊する。

「ア、ア、アアアアアアアアア」

　燈火の巨人トーチギガスの纏う炎が消え、崩れ……形が保てなくなっていく。要達の見守る中で、燈火の巨人トーチギガスは……霧散して、最初から何もなかったかのように消滅した。







エピローグ




　ゼルフェクト教団の齎した被害は、ユノハナを壊滅させるには充分すぎるものだった。

　というよりは、ユノハナ自体がゼルフェクト教団にその全てを乗っ取られており……ゼルフェクト教団の支部を壊滅させた今、ユノハナ自体が滅んだも同然の状況であった。

　この事態を本来収拾すべき騎士団……すなわちシュネイル騎士団ユノハナ支部も、冒険者ギルドユノハナ支部も共にゼルフェクト教団の一部であり、どうにか出来る集団といったものは、このユノハナには何一つ残ってはいなかった。

　ゼルフェクト教団に末端の仕業とはいえ一つの街を売り渡していた冒険者ギルドやシュネイル騎士団はその責任を問われる事態となるだろうが……今この場にいる者達にとっては、何の関係もない話だ。

　今何よりも重要なのは、この後どうするか……なのだ。

「馬車はいくつか生き残ってるけど、壊れちまってるのも多いな」

　街の中を確認していた冒険者の男の報告に、生き残った面々が小さく溜ため息いきをつく。

　要かなめ達を除けば、生き残ったのは十数人。もっと沢山の観光客がいたはずだが、逃げたか殺されたか……その安否を確認するのは、この状況では難しい。

「まあ、なんとか近くの街まで行けそうでよかったが……どう報告したもんだかな」

　振り返ってみれば、悪夢のような出来事だった。

　突然襲い掛かってきたユノハナの街の住人。実はゼルフェクト教団だったと説明されても、まだしっかりと整理はついていない。

　そして極めつけは街中にも現れた装甲アリシルドアント達や、ユノハナに迫りつつも殲せん滅めつされた巨人ゼルト達。その殲滅戦を見ていた者達はこの中には居ないが、要の姿自体は全てが終わってからの状況説明時に見ていた。

「……なあ」

「ん？」

　干し肉を齧かじっていた隣の冒険者に、慰安で来ていた商人の男は問いかける。

「あのレクスオールの最下級アザルの少年。彼が巨人ゼルト達をどうにかしたっていうのは……本当だと思うかい」

　何人かは笑い飛ばしはしなかったものの、何か奥の手を隠す為に要を囮おとりとして紹介したのだろうと、そんな風に考えていた。しかし……そうではない者達も何人か居たのだ。

「どう、かな……」

　そしてこの冒険者の男は、その「そうではない」者の一人だった。

「正直に言って、全部信じるってわけにはいかない」

「だよな」

「だが……俺は、あの光を見た」

　天を裂いた、あの強烈で荘厳な光。その後の暗い何かには怖おぞ気けを感じたが……それでも、あの光を冒険者の男は強く覚えていた。

　まるで神話のような、あの光。魔法ではなく、何か別の……マギノギアのもたらした神の威光の顕現か何かであると言われた方が納得のいくようなものだった。

　そしてそれを放ったものは、ひょっとするとあの少年の持つ何らかのマギノギアではないのかと。そんな風に思ったのだ。

「……」

　男は、自分の魔力判定の結果を示すペンダントに触れる。

　命の兄神ルヴェルの祝福と、中級ミルズである事を示すペンダント。生きる事に特化したそのマギノギアが、今回は冒険者の男の命を救った。他の冒険者がそうであるようにこの冒険者の男もまた自分のマギノギアに自信を持っていたし、中級ミルズである事を誇りに思い、自分より下の下級デルムを見下してもいた。

　もし今回の事がある前に要に出会っていれば、大多数の人間と同じように侮り嘲笑しただろう。

　だが、こうして今回の事件が終わってみればどうだろうか。そんなちっぽけ過ぎる事に拘こだわっていた自分が、物もの凄すごく矮わい小しような人間に思えてきたのだ。

「ひょっとすると……全部、本当なのかもしれねえな」

「本気で言ってる……んだよな」

「ああ、本気さ。大体……」

　そう、そもそも。これは「そもそもの話」だ。

「人間如ごときの決めた基準で同じ人間を測るってのぁ……どうにも傲慢な話じゃねえか？」

　それは男が今この瞬間そう思っただけの、明日には世界の常識に再度塗り潰されているかもしれない、そんなちっぽけな意識の変化。けれど、今この瞬間……要達は、ほんの少しだけ世界を変えていた。




　　　　☆★☆




　そんな事があったとは知らない要達は、馬車に乗りユノハナからレシェドへの帰り道の途中にあった。あとは任せて先に帰ってくれと言う生き残り達の言葉に甘えて、さっさと帰る事にした結果だ。

「はー、しかし御者も連中の仲間だったとはねー」

「チャールズ、聞いたら落ち込むだろうなあ」

「どうかな。迷惑料はくれると思うけど」

　御者席に乗っているのは、アリサと要の二人。

　勿もち論ろん要は馬車の運転の方法など知らないので、アリサの隣で覚えている最中だ。

「まあ、確かに自分の紹介した場所がゼルフェクト教団に乗っ取られてて、おまけに紹介した御者もゼルフェクト教団員。お前も仲間か……って斬られてもおかしくはない案件ね」

「情報屋としては致命的なミスとも言えますが……ゼルフェクト教団相手では仕方ないとも言えます」

　ハイロジアとクシェルの言葉に要は「ふーん」と相あい槌づちを打つ。

「やっぱり事前にそういうのを知るのは難しいんだな」

「そりゃそうだよ。事前に知る事が出来たなら、大抵は騎士団に通報して潰すからね。まあ、今回は騎士団も仲間だったわけだけど。ハハ、シュネイル男爵、今回と前回の件合わせて顔が真っ青になるんじゃない？」

　前回はレシェド支部長を王女のハイロジアが直々に罪に問い、副支部長はハイロジアを見捨てて逃亡。騎士団支部自体もドラゴン相手に大きな被害を被った。

　今回はユノハナ支部が丸ごとゼルフェクト教団の支配下に入っていた上に、騎士団支部の建物はゼルフェクト教団の支部として使われていた。

　大失態と言っても過言ではなく、その上王族案件の為、握り潰すのも不可能というか反逆罪だ。王都への説明に追われる事は間違いないだろう。

「ま、どうでもいいわ。それより折せつ角かくの温泉の思い出が汚れてしまったのが最悪ね」

「あー、それは同意かも。もっと楽しい旅の予定だったのにね」

　ハイロジアとアリサは頷うなずき合い、今回の旅の事を思い返す。

　折角の温泉で、要との絆きずなをも深める良い機会だった。だというのに、ゼルフェクト教団のせいで全て台無しだった。

「なんか、ごめんね」

「オウカのせいじゃないってば」

「そうよ。もう謝るのやめなさいな」

　アリサとハイロジアはそう言うが、オウカはやはり気にしてしまう。

　実際二人とも今回はゼルフェクト教団が出てこなければオウカとの出会いを含め良い旅だったと本気で考えているのだから、オウカの気にしすぎではある。

　だがオウカからしてみれば、気にするなというほうが無理というものだ。だからこそ落ち込んでしまうのだが……同時に、一つの強い想おもいも抱いていた。

　大丈夫。そんな要の言葉が、オウカの中で繰り返し響く。

　ちゃんと守るから、何も怖くない。その言葉通り、要はオウカを守ってくれた。

　巨人ゼルトも、何もかもを吹き飛ばして。原因の一つであった腕輪すらも、消し去ってくれたのだ。

　弟、家族。頼りになる弟。愛すべき弟。そういう感情だと思って「お姉ちゃん」を名乗ってもみた。けれど、けれど。この感情は本当に「そう」なのだろうか？

　もっと何か、別の。そう、たとえば……。

　その結論に行き着いた瞬間、オウカの顔は真っ赤に染まる。

　まさか、そんなまさか。あの時否定した感情を、オウカは本当にそうなのかと自問する。

　ダメだ、それはダメだ。だって、こんな女の子達に囲まれて。そんな関係に一人も至っていないだなんて、そんな事……あるはずもない。

　でも、もし……と。そんな事をオウカは思う。

　もし、もしも要がこの中の誰ともそういう関係ではないのならば。自分が名乗りをあげてしまっても、いいのではないだろうか？

　だって、「それ」は……恋は、戦いなのだ。成就というトロフィーは一つしかないし、その栄誉も一人にしか与えられない。

　なら、こんなに運命的な出会いをしたオウカが手に入れたって、なんの問題もないはずだ。

　……と、そこまで考えて。オウカは自分を呼ぶ声に気付く。

「オウカー。オウカ？　大丈夫？」

「え!?　あ、あ。ご、ごめんカナメ！　なに？」

「えっとさ。この後、俺達はレシェドに行くけどどうする、って話」

「カナメ達が迷惑でなければ、しばらく一緒に行動したいな」

　そして「どうするか」を問われた瞬間に、オウカは舞台に登る為の最初の一手を打つ。

　この戦いに参戦するならば、外野でなんていられない。

「今回はあたしが助けられたし、私もカナメ達を助けたいんだ……ダメかな？」

「んー……」

　少し考えるような様子を見せた後、要は隣のアリサに視線を向ける。

「俺はいいと思うけど、アリサはどう？」

「私？」

　パスをされた形のアリサだが、正直に言えば「やだ」と言いたいところだった。

　今この瞬間の態度からもオウカが要に惚ほれたのは確実だし、自分の感情の整理もつかないうちにそんな余計なライバルを増やすような真似まねはしたくなかった。

　……けど、そんな事を言うわけにはいかないし、その他にオウカを拒絶する理由もない。なにより、アリサ個人としてはオウカを嫌いではない。おまけにあのトゥーロに狙われるという事情もあって、アリサはオウカを迎え入れたいと思う側の人間だった。

　だからこそ、アリサはいつも通りの表情で「いいんじゃない？」と気の良いお姉さんぶってみせる。

「こういうのは縁だし、オウカは魔法士だしね。カナメの魔法の師匠にもなれるんじゃない？　ま、必要かどうかは別として、だけどね」

　要のあの矢作成クレスタという力は、アリサから見ても規格外のものだった。

　正しく「神の力」と呼ぶに相応ふさわしいもので、その限界すらアリサには測ることができなかった。そんな要に今更普通の魔法が必要かといえば、アリサとしては首を傾かしげざるをえない。

「ああ、魔法かあ！　いいよな、魔法。カッコいいし！」

「カナメの方がカッコいいわよ？」

　そんな事を言うのはハイロジアだ。ハイロジアとしてもオウカというライバルを増やしたくはないが、一度拾った以上は放り出すという事も中々できなかった。

　それに、クシェルに頼り気味だった魔法能力という点では、中々頼りになる人材だと今回の戦いでハイロジアは考えていた。

「それと、私も賛成よ。オウカは中々優秀な魔法使いだもの」

「そっか。クシェルは？」

「私はお嬢様と同意見です」

　全員賛成。その結果を受けて、要は御者席から振り返りオウカへと笑顔を向ける。

「それじゃ、これからよろしくオウカ」

「う、うん。よろしくカナメ。それと皆」

　こうして、オウカが正式に要の仲間に加わって。しかし、そこでアリサが思い出したように声をあげる。

「あ、そういえば！　カナメ、あのレヴェルとか呼んでた子は何なの!?」

「へ？」

「レ、レヴェル!?　レヴェルって、あの死の妹神!?」

「個人が名乗るには少し物騒な名前ね」

　オウカとハイロジアも騒ぎ出し、要はどう説明したものかと「えーと……」と言葉を濁す。

　本物の神様みたいだよ、と言っても信じてもらえるかどうか。

　悩む要は「本人が出てきて自己紹介とかしてくれないかな……」などと思うのだが、馬車の屋根で足をブラブラとさせているレヴェルにはそのつもりは微み塵じんもない。

　今は完全に姿を消しているレヴェルは、馬車の中にいる誰にも認識されることはない。

　そして、馬車の中の騒ぎに関わるつもりもない。

　レヴェルの心配事は常にこの世界の事と……この世界にやってきた弓神レクスオールの生まれ変わり、要の事。それ以外のほとんどの事は今のレヴェルにとって、些さ事じでしかない。

　あの要の放った破壊神の力の込められた矢。神話すら超えたあの矢の事を思い出すと、レヴェルは身体からだの中に震えが蘇よみがえる。

　恐怖ではない。それはきっと……期待と、高揚。この先何があるとしても、要ならば。

　……いや、要とレヴェルであれば、超えられるのではないだろうか？

　それこそ、破壊神ゼルフェクトが蘇ったとしても……きっと。

　その未来を想像して、レヴェルは知らずのうちに笑みを浮かべて。しかし、その笑みは馬車の中の騒ぎにすぐに不機嫌そうな表情となって消えてしまう。

「……くだらない事で騒ぐものね。理解し難がたいわ」

　そんな事を呟つぶやきながら、レヴェルは流れていく周囲の光景に目を向ける。

　馬車の中は騒がしく、世界には不穏な考えを抱く者達が、そこかしこに潜んでいる。

　けれど、今この場所には……確かな平和が、存在していた。








あとがき






　皆様、こんにちは。天あま野のハザマです。

　またお会いできました事、大変嬉うれしく思います。

　読者の皆様の応援のおかげで続編となる二巻をお届けする事が叶かないましたが、如何いかがでしたでしょうか？

　前巻に引き続き書き下ろしとなっております本作ですが、新ヒロイン「オウカ」が登場する巻となりました。

　要かなめと同じ黒髪黒目、そして全ヒロインの中でもちょっと身長高めの……抱えている事情もあり、少し気弱なヒロインです。

　彼女の抱えている問題の一つはいわゆる「ハーレム問題」でしたが、その結果が女性率の高い要達のパーティへの合流というのは、中々に皮肉の効いた話だと思います。

　まあ、これに関してはハーレムパーティというものの定義にもよると思うのですが……実際のところ、世界の半分は女性なのです。男女差が偏ったところで「そういうこともあるよね！」と考えるのが一番正しい気も……いや、この話はこれ以上突っ込むのはやめておきましょう。

　そして担当様から伺ったのですが、一巻登場のヒロインではレヴェルがかなりの人気であったらしいです。この結果には私も驚いたのですが、アリサもハイロジアもクシェルもレヴェルも、そしてオウカも私がたっぷりと愛を注ぎ皆様へお届けするヒロインです。より皆様に要達を愛していただけるよう、この巻でも全力を尽くさせていただきました。

　皆様の心に何かを残せたならば幸いでございます。

　それでは、今回もお別れは申しません。

　またお会いできます事を、祈っております。





天野ハザマ
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